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民 生 常 任 委 員 会 記 録

１．会議日時

平成２６年１０月１６日（木）午前１０時３分　開会

　　　　　　　　　　　　　　午後　５時２分　散会

１．場所

３０１会議室

１．出席委員

委 員 長 上村高義  副委員長 福住礼子  委　　員 村上英明

委　　員 市来賢太郎 委　　員 増永和起  委　　員 山崎雅数 

１．欠席委員

なし　

１．説明のため出席した者

市　長　森山一正 副市長　小野吉孝

生活環境部長　杉本正彦 同部理事　北野人士

同部次長兼産業振興課長　山田雅也　　同部参事兼市民活動支援課長　橋本英樹

同部参事兼環境業務課長　野村眞二　

自治振興課長　早川　茂　　市民課長　船寺順治　

環境センター長　森川　護　環境政策課長　丹羽和人　

産業振興課参事　林　彰彦

保健福祉部長　堤　守　　　同部理事　島田　治

同部参事兼生活支援課長　東澗順二　　同部参事兼高齢介護課長　鈴木康之　

保健福祉課長　前野さゆみ　障害福祉課長　吉田量治

国保年金課長　安田信吾　　高齢介護課参事　川口敦子

１．出席した議会事務局職員
事務局長　藤井智哉 同局書記　井上智之


１．審査案件（審査順）

　　認定第１号　平成２５年度摂津市一般会計歳入歳出決算認定の件所管分

　　認定第６号　平成２５年度摂津市パートタイマー等退職金特別会計歳入歳出決算認定

         の件

　　認定第３号　平成２５年度摂津市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定の件

　　認定第８号　平成２５年度摂津市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定の件

　　認定第７号　平成２５年度摂津市介護保険特別会計歳入歳出決算認定の件
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（午前１０時３分　開会）

○上村高義委員長　ただいまから民生常

任委員会を開会します。

　理事者から挨拶を受けます。

　森山市長。

○森山市長　おはようございます。

　このたびは、正副委員長様にはご就任

おめでとうございます。

　台風一過、秋の行事等々で皆さんには

何かとお忙しいところ、委員会をお持ち

いただきまして大変ありがとうございま

す。

　本日は、平成２５年度の決算にかかわ

るご審査を賜りますけれども、何とぞ慎

重審査の上、ご認定いただきますようよ

ろしくお願いいたします。

　一旦中座させていただきます。

○上村高義委員長　挨拶が終わりました。

　本日の委員会記録署名委員は、山崎委

員を指名します。

　審査の順序につきましては、お手元に

配付しています案のとおり行うことに異

議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○上村高義委員長　異議なしと認め、そ

のように決定します。

　暫時休憩します。

（午前１０時４分　休憩）

（午前１０時５分　再開）

○上村高義委員長　再開します。

　認定第１号所管分の審査を行います。

　補足説明を求めます。

　堤保健福祉部長。

○堤保健福祉部長　それでは、認定第１

号、平成２５年度摂津市一般会計歳入歳

出決算のうち保健福祉部が所管しており

ます事項につきまして、目を追って、そ

の主なものについて補足説明をさせてい

ただきます。

　まず、歳入でございますが、３０ペー

ジ、款１２分担金及び負担金、項１負担

金、目１民生費負担金のうち、保健福祉

部に係りますものは、社会福祉費負担金、

児童福祉費負担金のうち、助産施設入所

負担金、障害福祉費負担金で、前年度に

比べ０．９％、６２８万５，４９２円の

減となっております。

　３４ページ、項２手数料、目２衛生手

数料のうち保健福祉部に係りますものは、

飼犬登録手数料、狂犬病予防注射済票交

付手数料、愛玩動物死体処理手数料で、

前年度に比べ４．６％、１１万１，１５

０円の減となっております。

　３６ページ、款１４国庫支出金、項１

国庫負担金、目１民生費国庫負担金のう

ち保健福祉部に係りますものは、社会福

祉費負担金、児童福祉費負担金のうち助

産施設負担金、生活保護費等負担金、障

害福祉費負担金で、前年度に比べ２．７

％、７，０１７万７，７６７円の増となっ

ております。これは主に生活保護費等負

担金と障害福祉費負担金の増によるもの

でございます。

　３８ページ、目２衛生費国庫負担金は

未熟児養育医療負担金でございます。

　項２国庫補助金、目２民生費国庫補助

金のうち保健福祉部に係りますものは、

生活保護費補助金及び障害福祉費補助金

で、前年度に比べ１４．３％、５８４万

６，０００円の増となっております。こ

れは、主に生活保護費補助金の増による

ものでございます。

　目３衛生費国庫補助金は、前年度に比

べ２８．７％、１４５万１，０００円の

減となっております。

　４２ページ、項３委託金、目２民生費

委託金は、前年度に比べ１３．６％、２

７３万８，３１３円の増となっておりま

す。

　款１５府支出金、項１府負担金、目１
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民生費府負担金のうち保健福祉部に係り

ますものは、社会福祉費負担金、児童福

祉費負担金のうち助産施設負担金、生活

保護費負担金、障害福祉費負担金で、前

年度に比べ４．６％、３，１２９万６，

４９８円の増となっております。これは、

主に障害福祉費負担金の増によるもので

ございます。

　目３衛生費府負担金は、未熟児養育医

療負担金でございます。

　４４ページ、項２府補助金、目２民生

費府補助金のうち保健福祉部に係ります

ものは、社会福祉費補助金、老人福祉費

補助金、老人医療費補助金、生活保護費

補助金、障害福祉費補助金、障害者医療

費補助金、権限移譲交付金のうち障害福

祉費に係る交付金で、前年度に比べ９．

９％、２，０９１万８，６８６円の減と

なっております。これは、主に社会福祉

費補助金と障害福祉費補助金の減による

ものでございます。

　４６ページ、目３衛生費府補助金のう

ち保健福祉部に係りますものは、保健衛

生費補助金のうち、各種ワクチン接種事

業補助金などで、前年度に比べ８４．６

％、３，５８１万８，６０８円の減となっ

ております。これは、主に妊婦健康診査

公費負担促進補助金、ヒブワクチン事業

補助金、小児用肺炎球菌ワクチン事業補

助金、子宮頸がん等ワクチン接種緊急促

進事業補助金の減などによるものでござ

います。

　５２ページ、款１７寄附金、項１寄附

金、目１寄附金のうち保健福祉部に係り

ますものは、保健福祉課への一般寄附で

ございます。

　款１８繰入金、項１特別会計繰入金、

目２介護保険特別会計繰入金は、市負担

に係る過年度精算金でございます。

　５４ページからの款１９諸収入、項４

雑入、目２雑入のうち保健福祉部に係り

ますものは、５６ページからの保健福祉

課、生活支援課、高齢介護課、障害福祉

課、国保年金課分で、各種検診自己負担

金、予防接種自己負担金、障害者医療返

還金、生活保護法による返還金・徴収金、

一部負担金相当額等一部助成返還金など

でございます。

　続きまして、歳出でございますが、７

０ページからの款２総務費、項１総務管

理費、目１一般管理費のうち保健福祉部

に係りますものは、７６ページの繰出金

のうち水道事業会計繰出金（高齢介護課

分）で、前年度に比べ９１．６％、２，

１５３万２，５６０円の減となっており

ます。これは、水道料金減免事業廃止に

伴うものでございます。

　１０４ページ、款３民生費、項１社会

福祉費、目１社会福祉総務費は、人件費

関係を除き、前年度に比べ４．３％、１

億２１４万７，９５５円の増となってお

ります。主な内容は、国民健康保険特別

会計などへの繰出金の増によるものでご

ざいます。

　１０８ページ、目２老人福祉費は、前

年度に比べ１５．４％、７，４２８万８，

９１８円の増となっております。これは、

施設介護サービス委託料など指定管理料

の増とせっつ桜苑改修工事によるもので

ございます。

　１１０ページ、目３国民年金総務費及

び目４国民年金事務費は、国民年金事務

に係る経常経費でございます。

　１１２ページ、目５老人医療助成費は、

前年度に比べ６．３％、１，０５１万６，

５７２円の増となっております。これは、

老人医療費の増によるものでございます。

　目６障害者医療助成費は、前年度に比

べ１．８％、２２２万８，５５０円の減

となっております。
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　目７障害福祉費は、前年度に比べ７．

８％、１億４，１８１万１，４４７円の

増となっております。これは、障害福祉

サービス費等給付費や更生医療費、障害

児通所給付費の増などによるものでござ

います。

　１１６ページからの項２児童福祉費、

目１児童福祉総務費のうち保健福祉部に

係りますものは、１２０ページの助産施

設運営費負担金でございます。

　１２４ページ、項３生活保護費、目１

生活保護総務費は、人件費を除き前年度

に比べ４３．６％、６５２万９，４２７

円の増となっております。これは、生活

保護システム改造委託料の増によるもの

でございます。

　１２６ページ、目２扶助費は、前年度

に比べ３．３％、８，５０７万１，９７

０円の増となっております。これは、対

象者の増によるものでございます。

　１２８ページ、款４衛生費、項１保健

衛生費、目１保健衛生総務費のうち保健

福祉部に係りますものは、保健センター

及び休日小児救急診療所の運営経費、三

師会等への補助金などが主なもので、人

件費を除き前年度に比べ７０％、５，３

８５万５，３７７円の増となっておりま

す。これは、保健センター管理委託料や

三次救命救急センター負担金の増などに

よるものでございます。

　１３０ページ、目２予防費は、前年度

に比べ０．２％、５４万８，４３６円の

減となっております。

　１３２ページ、目３環境衛生費は、前

年度に比べ４８．５％、４４８万４，６

１３円の増となっております。これは、

衛生害虫等駆除業務委託料の増などによ

るものでございます。

　以上、保健福祉部が所管いたしており

ます平成２５年度一般会計歳入歳出決算

につきましての補足説明とさせていただ

きます。

○上村高義委員長　杉本生活環境部長。

○杉本生活環境部長　認定第１号、平成

２５年度摂津市一般会計歳入歳出決算の

うち、生活環境部にかかわります項目の

うち、環境部門以外について、その目を

追って、主なものを補足説明させていた

だきます。

　まず、歳入でございますが、３０ペー

ジ、款１３使用料及び手数料、項１使用

料、目１総務使用料のうち市民活動支援

課にかかわる主なものは、コミュニティ

プラザ施設等使用料で前年に比べ１７．

２％の増となっております。

　目２民生使用料のうち自治振興課に係

る主なものは、文化ホール使用料等で前

年度に比べ１６．６％の増となっており

ます。

　３２ページ、目３衛生使用料のうち市

民課に係るものは、斎場使用料及び葬儀

会館使用料等で、前年度に比べ２３．６

％の減となっております。

　３４ページ、項２手数料、目１総務手

数料のうち市民課に係る主なものは、住

民票手数料、印鑑証明手数料等で、前年

度に比べ５．６％の増となっております。

　３６ページ、目３農林水産業手数料の

うち農業委員会手数料は、非農地証明の

手数料でございます。

　４０ページ、款１４国庫支出金、項２

国庫補助金、目４土木費国庫補助金のう

ち自治振興課に係るものは、住宅費補助

金の社会資本整備総合交付金で、文化ホー

ルの耐震設計に対する交付金でございま

す。

　項３委託金、目１総務費委託金のうち

市民課に係るものは、戸籍住民基本台帳

費委託金で、外国人登録法が廃止された

ことにより、前年度に比べ５９．５％の
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減となっております。

　４２ページ、款１５府支出金、項２府

補助金、目１総務費府補助金のうち市民

活動支援課に係る権限移譲交付金は、Ｎ

ＰＯ認証事務に対する交付金でございま

す。市民課に係るものは、１月から始まっ

た旅券発給事務に対する交付金でござい

ます。

　４６ページ、目４農林水産業費府補助

金は、主に農業委員会及び農業振興に係

る補助金でございます。

　４８ページ、目８商工費府補助金は、

地方消費者行政活性化及び事務移譲に係

る交付金でございます。

　項３委託金、目１総務費委託金のうち

市民課に係るものは、戸籍住民基本台帳

費委託金で、前年度に比べ３．１％の増

となっております。

　５０ページ、款１６財産収入、項１財

産運用収入、目１財産貸付収入のうち市

民活動支援課に係るものは、摂津警察署

北隣のマンションモデルルームに対する

土地貸付収入で、建物譲渡へ向けた解体

までの９か月分となっております。

　５２ページ、款１７寄附金、項１寄附

金、目１寄附金は、産業振興課に係る一

般寄附金でございます。

　款１８繰入金、項２基金繰入金、目４

墓地管理基金繰入金は、前年度に比べ７．

８％の増となっております。

　５４ページ、款１９諸収入、項３貸付

金元利収入、目２中小企業事業資金融資

預託金収入は、金融機関からの戻入で、

前年度と同額となっております。

　５６ページ、項４雑入、項２雑入のう

ち主なものは、文化ホール入場料、旅券

発給業務に係る印紙等販売料、商品券売

上金等で、前年度に比べ３．１％の増と

なっております。

　続きまして、歳出でございますが、８

０ページ、款２総務費、項１総務管理費、

目６都市交流費の主なものは、国際交流

嘱託員報酬、国際交流協会補助金に伴う

経費でございます。

　８４ページ、目１０防犯対策費は、防

犯灯設置業務委託料、防犯灯に係る電気

料金及び維持管理費補助金、防犯協会の

負担金等でございます。

　目１３自治振興費は、地区振興委員へ

の報酬のほか、自治会に対する広報紙等

の配布手数料、地域活性化事業及び摂津

まつり振興会への補助金が主なものでご

ざいます。

　８６ページ、目１４コミュニティプラ

ザ費は、コミュニティプラザの維持管理

及び市民公益活動補助金等の市民活動支

援事業等に係る経費でございます。

　９４ページ、項３戸籍住民基本台帳費、

目１戸籍住民基本台帳費の主なものは、

旅券発給事務で必要な印紙、大阪府証紙

の購入などの消耗品費、窓口業務委託料、

戸籍システム借上料などが主な経費でご

ざいます。

　１２６ページ、款３民生費、項４生活

文化費、目１生活文化総務費は、一般財

団法人摂津市施設管理公社への事業委託

に係る経費及び市民ルームフォルテ３０

１・３０３管理業務委託に係る経費が主

なものでございます。

　目２文化ホール費の主なものは、文化

ホールの耐震設計委託料及び舞台照明装

置等の借上料でございます。

　１３４ページ、款４衛生費、項１保健

衛生総務費、目６斎場費の主なものは、

斎場及び葬儀会館の管理運営業務委託料

でございます。

　目７墓地管理費は、市営墓地の管理に

係る経費でございます。

　１４２ページ、款５農林水産業費、項

１農業費、目１農業委員会費は、農業委
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員会報酬及び農業委員会に係る経費でご

ざいます。

　目２農業総務費は、農政事務に係る経

費及び大阪府北部農業共済組合負担金で

ございます。

　１４４ページ、目３農業振興費の主な

ものは、地域米消費拡大対策事業、市民

農園設置、鳥飼なす保存に係る委託料及

び花とみどりの補助金、農業祭実行委員

会補助金等でございます。

　１４６ページ、款６商工費、項１商工

費、目１商工総務費は、事務管理経費及

び労働相談に係る相談員の報償金等でご

ざいます。

　目２商工振興費の主なものは、地域活

性化プレミアム商品券交付金、企業立地

奨励金、商工会及び商工業活性化対策事

業に係る補助金でございます。

　１４８ページ、目３消費対策費は、消

費生活相談ルームの運営に係る経費でご

ざいます。

　以上、歳入歳出決算の補足説明とさせ

ていただきます。

○上村高義委員長　北野生活環境部理事。

○北野生活環境部理事　認定第１号、平

成２５年度摂津市一般会計歳入歳出決算

のうち生活環境部環境部門にかかわりま

す項目につきまして、目を追って、その

主なものを補足説明させていただきます。

　まず、歳入でございますが、３２ペー

ジ、款１３使用料及び手数料、項１使用

料、目３衛生使用料のうち環境業務課に

係るものは、リサイクルプラザ用地使用

料等で、前年に比べ１８．５％の増となっ

ております。

　３４ページ、項２手数料、目２衛生手

数料のうち環境センター及び環境業務課

に係る主なものは、一般廃棄物焼却手数

料、一般廃棄物収集運搬処分手数料で、

前年度に比べ１．２％の減となっており

ます。また、環境政策課に係るものは、

鳥獣飼養登録等事務手数料でございます。

　３８ページ、款１４国庫支出金、項２

国庫補助金、目３衛生費国庫補助金のう

ち環境業務課にかかわりますものは、循

環型社会形成推進交付金でリサイクルプ

ラザ再整備の基本設計等に係る交付金で

ございます。

　４６ページ、目３衛生費府補助金のう

ち公害対策費補助金は、騒音、振動、水

質、大気の届出事務等に係る補助金でご

ざいます。

　５０ページ、款１７寄附金、項１寄附

金、目１寄附金は、環境業務課に係る一

般寄附金でございます。

　５２ページ、款１８繰入金、項２基金

繰入金、目３環境基金繰入金は、平成２

３年度に創設いたしました環境基金から

の繰入金で、前年度に比べ４０．４％の

増となっております。

　５６ページ、款１９諸収入、項４雑入、

目２雑入のうち主なものは、資源ごみ売

却収入、ペットボトル拠出金、大阪湾圏

広域廃棄物事業返還金等で、前年度に比

べ３７．４％の増となっております。

　続きまして、歳出でございますが、１

３４ページ、款４衛生費、項１保健衛生

費、目４公害対策費は、大気、水質、騒

音、振動等対策に係る経費でございます。

　目５環境政策費の主なものは、環境基

金への積立金、地球温暖化対策啓発事業

等に係る経費でございます。

　１３６ページ、項２清掃費、目１清掃

総務費は、一般廃棄物の収集運搬事業に

係る経常的な経費でございます。

　目２塵芥処理費の主なものは、再生資

源集団回収等の報償金、可燃・不燃資源

ごみに係る収集運搬委託料、不燃ごみ搬

出処理委託料等でございます。

　１４０ページ、目４環境センター費は、
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環境センターでのごみ焼却処理経費のほ

か、３号炉及び４号炉の維持管理に係る

経費でございます。

　以上、生活環境部環境部門にかかわり

ます歳入歳出決算の補足説明とさせてい

ただきます。

○上村高義委員長　説明が終わりました。

質疑に入ります。

　市来委員。

○市来賢太郎委員　おはようございます。

　それでは、質問をさせていただきます

けれども、決算概要をもとに質問いたし

ますので、よろしくお願いいたします。

　まず、初めに、決算概要５０ページ、

中国蚌埠市友好交流事業ですけれども、

蚌埠市代表の受入及び友好交流とありま

すけれども、具体的にどんなことを企画

されて予算組みをされたけれども、なぜ

平成２５年は執行率ゼロで、計画は実行

に移されなかったのかということをお伺

いいたします。

　続きまして、５２ページ、ＬＥＤ防犯

灯等防犯推進事業とありますけれども、

夜暗かった道はＬＥＤ照明にかわって明

るくなったのはとてもよかったなと思い

ます。新規の事業でしたので、概要とま

たは執行率は９７％とありますけれども、

平成２５年に計画されてたところがほと

んど照明がついたのかなということをお

伺いいたします。

　続きまして、５４ページですけども、

犯罪被害者等支援事業、これは支援する

必要がないにこしたことはない事業だと

は思いますけれども、平成２５年に執行

率４９％とありますけれども、具体的に

どんなことをされたのか、また対象になっ

た件数などを言える範囲で教えていただ

きたいなと思います。

　続きまして、５７ページ、市民活動支

援事業、市民活動団体の主体的・自主的

な活動の支援とありますけれども、具体

的な内容について教えていただきたいな

と思います。

　次に、６２ページ、住基事務事業です

けれども、執行率がちょっと低いなと思っ

てそれが気になったので、状況をお伺い

いたします。

　続きまして、６４ページ、旅券事務事

業、パスポートの発給事務だと思います

けれども、新規の事業でしたのでどうだっ

たか概要をお伺いいたします。

　次に、７０ページ、災害見舞金給付事

業ですけれども、具体的な内容について

お伺いいたします。きれいに執行率が１

００％だったので、どういう事業だった

のかということを教えてください。

　次に、７２ページですけれども、行旅

死亡人等取扱事業ですけれども、ないに

こしたことはないと思いますけれども、

少し執行があったようなので、どういう

事例があったのか内容についてお伺いい

たします。

　それと、次に、７４ページ、ひとり暮

らし高齢者安全対策事業ですけれども、

この事業の対象となる方がこの市内に何

人ぐらいいて、また対象となられる方の

ここ数年の人数の増減、利用者数の増減

などを教えていただきたいなと思います。

　続きまして、７６ページ、ゲートボー

ル場管理事業とありますけれども、どの

ような事業なのか、平成２５年の実績等

をお伺いいたします。

　次に、７８ページ、社会福祉事業団補

助事業とありますけれども、社会福祉事

業団への補助金、障害者職業能力開発セ

ンター、障害者就業・生活支援センター

など社会福祉事業の推進とありますけれ

ども、事業の具体的な内容、平成２５年

度の実績などについてお伺いいたします。

　次に、８０ページ、障害者就労促進事
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業、障害のある方に就労の場の提供とあ

りますけれども、実際どのような形で職

場を提供されているのか教えていただき

たいと思います。

　続きまして、９２ページ、災害救助事

業とありますけれども、災害救助事業と

なっているわりには、中身の内訳のほと

んどが弔慰金となっているのにちょっと

疑問を感じました。まずはどういうとき

に使用されるのか、事業の概要を教えて

ください。

　次に、９４ページ、未熟児養育医療給

付事業とありますけれども、新規の事業

のようなので、内容と平成２５年度の結

果などをお伺いいたします。

　次に、９６ページ、環境衛生事業です

けれども、衛生害虫等の駆除業務という

内容でしたけれども、事務報告書にその

害虫の名前と件数が書かれていましたけ

ど、実際にどういうときにどのように駆

除や処理がしてもらえるのか適用範囲を

教えてください。

　次に、９６ページ、専用水道・簡易専

用水道等検査指導事業ですけれども、こ

れも新規の事業ですので、どういった概

要と平成２５年度の実績を教えてくださ

い。

　次に、９８ページ、環境教育学習事業、

これの事業の目的と自然観察７月２６日

にあったやつと野鳥の観察会１月２５日

にあったんですけど、それぞれどんな年

代の人が何人ぐらい参加されたのか教え

てください。

　続きまして、９８ページ、環境美化事

業、違法看板等の撤去とありますけれど

も、平成２５年度は何件くらいあったの

かお伺いします。

　続きまして、１００ページ、リサイク

ルプラザ整備事業で、内訳の中でトレイ

選別委託料が新しく項目に加わりました

けれども、トレイの選別は最近になって

からされたと思ってるんですけれども、

平成２５年度にどんな内容があったのか

お伺いいたします。

　次に、１０２ページ、エコアクション

２１認証取得助成事業ですけれども、摂

津市内で何件ぐらい利用があったのか、

また認証を受けている企業はどれぐらい

今あるのかお伺いします。

　続きまして、１０６ページ、農業地域

力創造推進事業ですけれども、米の計画

的生産及び水田の有効利用とありますけ

れども、具体的な取り組みについてお伺

いいたします。

　続きまして、１０６ページ、鳥飼なす

保存奨励事業とありますけれども、平成

２５年に行った事業の内容と実績等につ

いてお伺いいたします。

　続きまして、１０８ページ、商工業経

営指導委託料とありますけれども、この

事業の目的と内容、また具体的な実施方

法、実施された結果を教えてください。

　次に、１０８ページ、中小企業金融対

策事業ですけれども、この事業の目的と

内容について教えてください。

　最後に、１１０ページ、地域就労支援

事業、資格講座のようなものだと思うん

ですけれども、講習を受ければ実際にそ

の資格が取得できるのか、また能力開発

事業を受けられた方は講習がきっかけと

なって就職につながったのか、中身につ

いて教えてください。以上です。よろし

くお願いいたします。

○上村高義委員長　早川課長。

○早川自治振興課長　市来委員のご質問

についてお答えをさせていただきます。

　まず、蚌埠市の友好交流事業の執行率

についてでございますが、この費用につ

きましては蚌埠市代表団の受け入れ及び

友好交流とした予算でございまして、昭
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和５９年５月５日友好都市締結を行って

おります。それ以降、友好物産展の開催

やスポーツ交流事業の文化交流等を行っ

ておりますが、蚌埠市の都合によりまし

て、平成２０年から来摂のほうはされて

おりません。

　次に、ＬＥＤの設置事業につきまして

でございますが、既存のＬＥＤ灯が１７

６灯、器具の取りかえ等を平成２５年度

行ったものにつきましては６，１９０灯、

新設灯数につきましては８３灯、合計が

６，４４９灯、平成２５年度に行ってお

ります。その中で、私道等ですね、場所

等が不適切なところがございますので、

その分の移設等を行った修繕費というの

がまた若干中に含まれている状況でござ

います。

　次に、犯罪被害者等支援事業の取り組

み内容についてでございますが、支援内

容につきましては、相談、情報提供、見

舞金の支給、日常生活の支援、家賃等の

補助、就業支援、また広く制度や支援内

容を知っていただくためのリーフレット

の作成を行っております。平成２５年度

支援補助金の内容でございますが、１件

ございまして２０万円。この内容につき

ましては、他府県に移住するための敷金

補助を行っております。

○上村高義委員長　橋本参事。

○橋本生活環境部参事　それでは、私の

ほうから市民活動支援事業の具体的な団

体をお答えさせていただきます。

　市民活動支援につきましては、協働の

推進・展開を総合計画のテーマとして掲

げておりまして、市民活動が活発なまち

づくりに向けた施策を推進していくこと

としております。平成２５年度は具体的

に動き出した年でありました。市民活動

の促進に向けて活動を始める機会づくり、

市民組織の初動期の支援として、市民公

益活動補助金制度を創設いたしまして運

用した年であります。運用状況につきま

しては、事務報告書に掲載しております。

初動期支援の関係でＮＰＯを立ち上げら

れた団体、またボランティア団体が今後

活動を展開するのにどうしたらいいのか

といったタイミングで、７団体から申請

がありまして、審査、公開ヒアリングを

経て、それぞれの交付金を決定し、年度

の間に実施していただいた上、実績報告

を提出いただきました。年度が変わって

公開の報告会も開催し、こういった活動

が活発になるように展開しておるところ

です。今後とも、この補助金の運用内容

の充実を図って、団体の育成に努めてま

いりたいと考えております。

○上村高義委員長　船寺課長。

○船寺市民課長　６２ページ、住基事務

事業の執行率が低かった理由につきまし

ては、平成２７年度から始まるマイナン

バー制度の実施を考慮いたしまして、住

基カードや印鑑登録証の購入を控え、在

庫整理に努めたため印刷製本費の執行率

が低くなった理由によるものです。

　続きまして、６４ページ、旅券事務事

業、パスポートの取り扱いの状況につい

てご説明申し上げます。

　本事業につきましては、平成２６年１

月から大阪府からの権限移譲を受けまし

て、実施してまいりました。現在まで窓

口での混乱や事務等のミスもなく、市民

からも便利になったと喜ばれております。

平成２５年度１月から３月までの実績と

いたしましては、申請数が５３４件、発

給数は４００件となっております。市役

所でパスポートを取得される市民の割合

としましては、事業開始当初は３か月で

９０％以上、年間想定では７０％から８

０％程度と見込んでおりましたが、この

間の取り扱いは７６．９％となっており
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ます。今後におきましても、さらに事業

のＰＲに努め、市民の利便性の向上につ

なげてまいりたいと考えております。

○上村高義委員長　前野課長。

○前野保健福祉課長　保健福祉課に係り

ます５つのご質問にお答えさせていただ

きます。

　まず、７０ページの災害時見舞金給付

事業につきましてですが、これは災害に

より死亡した者の遺族、災害により被害

を受けた世帯の世帯主に対し災害見舞金

を支給するものです。平成２５年度は、

集合住宅での火災で１１人が被災されま

したので、１人１０万円ということで１

１０万円の支出をしております。今回は

１０万円ということですが、遺族見舞金、

障害見舞金というのがこの事業としてご

ざいます。

　２点目の災害救助事業につきましては、

同じく２５年の１２月の集合火災で集会

所を避難所として開設いたしました。そ

の際に炊き出し用の賄いとして４，４８

４円の食料の購入をいたしたものです。

また、災害弔慰金ということで額が大き

く上がっておりますが、この弔慰金は災

害弔慰金の支給等に関する法律と災害弔

慰金の支給等に関する条例に基づいて弔

慰金を支給するものです。今回はこれに

対応しておりませんので、この弔慰金の

ほうは支給しておりません。

　続きまして、未熟児養育医療給付事業

についてでございますが、平成２５年度

から大阪府から権限移譲を受けた事業で

ございまして、低出生体重など未熟性が

あり入院が必要な赤ちゃんの医療費を助

成するものです。平成２５年度の利用者

数は２９人でございました。

　害虫駆除の件に関しましては、防疫業

務で平成２５年度は衛生業務の担当が防

疫班の職員の退職によって１人となりま

したので、防疫業務を委託という形でし

ております。水路の消毒等を実施してい

るところでございます。

　専用水道・簡易専用水道の指導事業で

ございますが、この事業も大阪府より権

限移譲を受けた事業でございます。摂津

市内に専用水道が４件、簡易専用水道が

１２１件ございます。現在は、法定検査

の水質、施設の検査の受理、検査をされ

ていない施設に対する検査をするように

指導等の実施をしております。専用水道

の敷設工事の確認申請等は業務としてあ

りますが、現在、摂津市ではその受理業

務は発生しておりません。

○上村高義委員長　東澗参事。

○東澗保健福祉部参事　決算概要７２ペー

ジ、行旅死亡人等取扱事業の状況につい

てお答えします。

　平成２５年度は新たに行旅死亡人が発

生しなかったことにより、火葬費用とし

て計上していた３体分の手数料６０万３，

０００円と官報掲載広告料３万４，００

０円が未執行でございます。平成２５年

度の決算額１１万６，０００円の内容は

過去に発生した行旅死亡人等に係る経費

で、身元が判明したときに親族等に引き

渡すための年間遺骨保管委託料８体分、

単価４，５００円で計３万６，０００円

と手数料として遺骨の永年管理料４体分、

単価２万円で計８万円でございます。

○上村高義委員長　川口参事。

○川口高齢介護課参事　高齢介護課に係

ります２点のご質問にお答えさせていた

だきます。

　７４ページのひとり暮らし高齢者安全

対策事業の対象となる方についてですけ

れども、この事業につきましては、ひと

り暮らし高齢者の調査票の作成、救急医

療情報キットの配付、また愛の一声訪問

事業の委託料、緊急通報装置の委託料、
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この４つについて計上をしております。

　１点目のひとり暮らし高齢者調査票に

つきましては、約１，６００人の方を現

在ひとり暮らし登録としてお受けしてお

ります。ひとり暮らしの方が主な対象に

なりますが、実際には住民基本台帳上の

単身世帯の方と実態とは少し乖離があり

ます。高齢者人口のうち、ひとり暮らし

の方が、国勢調査の結果等から約１５％

程度と見込めるかと思いますので、この

事業の対象となる方はおおむね３，００

０人程度おられるものと考えております。

ただ、この対象者の方の年次の推移につ

いては、状況は把握ができかねているの

が現状です。

　それぞれの事業につきましては、愛の

一声訪問の利用者数は、平成２３年度が

３９５件、平成２４年度が３６３件、平

成２５年度が３３４件となっております。

　また、緊急通報装置の設置をさせてい

ただいてる方につきましては、平成２３

年度は２５８人、平成２４年度は２５６

人、平成２５年度は２５５人というよう

な経過になっております。

　また、次に、ゲートボール場管理事業

についてのどのような事業であるか、ま

たその実績はということですが、この事

業の対象となっておりますゲートボール

場につきましては、昭和園にあります太

中浄水所内あるいは鳥飼本町にあります

鳥飼送水所内と鳥飼下の旧鳥飼送水所跡

地のこの３か所があります。それぞれ土

地の使用料ということで、２５年度につ

きましては７０万円の執行となっており

ます。また、利用は各地区にございます

老人クラブでご利用をいただいておりま

して、会場によって多少の差があります

が、ほぼ毎日ゲートボールにご利用いた

だいてるとお聞きをしておりますし、ま

た場内の管理、草抜き等についても、老

人クラブで対応していただいてるように

聞いております。

○上村高義委員長　吉田課長。

○吉田障害福祉課長　それでは、障害福

祉課に係るご質問２点に関してお答えさ

せていただきます。

　７８ページの社会福祉事業団補助事業

に関しましては、障害者職業能力開発セ

ンター、せっつくすのき・ふれあいの里

にある施設に関しての補助でございまし

て、事業の内容に関しましては、障害の

ある方の１年間の訓練をする事業でござ

います。対象の方に関しましては、知的

障害の方が１０名、身体障害の方が１０

名という形で職業訓練をさせていただき

まして、一般就労に結びつけるというふ

うにさせていただいております。主に身

体障害者の方に関しましては、ＯＡの授

業を中心にさせていただいておりまして、

知的障害者の方に関しましては、木工作

業科ということなんですけれども、生活

訓練や基礎的な体力等を中心に訓練させ

ていただいております。それによって、

ほぼ就職、一般就労が達成できてるとい

うふうに聞いております。

　それと、もう一つ、障害者就業・生活

支援センターに関しましては、教育セン

ターの１階にある障害者総合支援センター

の中にある相談の業務を行う事業でござ

いまして、それに関する補助の事業でご

ざいます。

　相談に関しましては、年間３，４１２

件の相談を平成２５年度でしたら実施し

ていただいております。就業の就職につ

なげる相談もあるんですけれども、実際

にもう既に就職された方に関するフォロー

という形での相談ということも非常にふ

えてきておりまして、相談の半分程度は

そちらのほうにかかってきてると。やは

り、就職した後、障害があるということ
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で自分自身でうまく伝えられないという

ことで、雇用されているときにうまく続

けられないというような相談を就業・生

活支援センターに間に入っていただいて、

お互いの状況を適切に述べていただくと

いうことで、就職が継続できたというよ

うなお話をたびたび聞いておりますので、

非常に相談として活用されている状況で

す。あと、新規の方の相談をさせていた

だくことで、新たに一般就労等も含めて

就職に結びついてるというような内容を

聞いております。

　２点目の８０ページの障害者就労促進

事業に関しましては、緊急雇用創出基金

事業を活用させていただいた事業でござ

いまして、ＮＰＯ法人せっつブルーウィ

ングスを通じて、環境型の形成の業務、

白色トレイの分別収集の試験化の取り組

みに関してや、旧小学校の清掃、除草等

の施設管理の一部を担うような業務を、

障害がある方の一般就労に向けての訓練

の場所ということで基金を利用してさせ

ていただいた事業でございます。障害が

ある方に関しましては、合計６名の方を

雇用という形でさせていただいておりま

す。

○上村高義委員長　丹羽課長。

○丹羽環境政策課長　それでは、環境政

策課にかかわりますご質問にお答えさせ

ていただきます。

　まず、環境教育学習事業の内容でござ

いますが、水辺ウオッチング及び野鳥観

察会につきましては、小学生を対象に開

催させていただいており、自然に親しみ、

自然環境への関心を高めてもらうことを

目的とし開催しております。水辺ウオッ

チングにつきましては、平成２５年７月

２６日に開催させていただきまして、保

護者の方とともに６９名の方のご参加を

いただきました。野鳥観察会につきまし

ては、平成２６年１月２５日に安威川周

辺で開催させていただきまして、参加者

は２７名でございました。

　続きまして、看板撤去の枚数、件数等

でございますが、平成２５年度におきま

しては１２４回撤去を実施し、張り紙な

ど１，６４５件、立看板１１２件、広告

旗など２８件、合計で１，７８５件の広

告物を撤去いたしました。

○上村高義委員長　野村参事。

○野村生活環境部参事　それでは、私の

ほうから環境業務課にかかわります２点

のご質問にお答えさせていただきます。

　まず、１点目のトレイ選別委託料の内

容でございます。食品トレイの選別につ

きましては、本年１０月から全市域で実

施させていただいたところでございます。

それに先がけまして、平成２５年度に幾

つかの自治会にご協力をいただいて、モ

デル地域として収集を実施いたしました。

そのモデル収集で集まったトレイの選別、

梱包等の委託を行ったものでございます。

具体的には国の緊急雇用創出基金事業を

活用いたしまして、平成２５年７月から

平成２６年３月末までの間、摂津市社会

福祉事業団に委託を行ったものでござい

ます。

　次に、エコアクション２１の認定数と

いうことのお問いでございました。

　市内で現在認定を受けておられるのが、

平成２６年３月末現在でございますが、

１２者、このうち我々環境センター、環

境業務課及びリサイクルプラザも１事業

所としてこの中に含まれております。ち

なみに、昨年２５年度でございますが、

この取得に係る費用の助成をさせていた

だいたのが２事業所ございます。

○上村高義委員長　林参事。

○林産業振興課参事　産業振興課農政に

かかわりますご質問にお答えいたします。
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　農業地域力創造推進事業の執行率が低

い部分についてご説明申し上げます。

　これは、国の減反政策、経営所得安定

対策にかかわる部分でありまして、国が

地域の生産米の年間生産量を指定してき

ますので、それを受けまして、行政、農

協、それから地域の農業者の方で構成す

る摂津市地域農業再生協議会でこれを検

討いたします。これの実際の事務を市の

ほうでやりますので、これにかかわるデー

タの入力、それから現地の確認等の人件

費、それから事務費を執行するものであ

ります。なお、これに対しては国の１０

分の１０の補助を頂戴しておりますので、

地域の水稲の面積によりまして今までか

なりたくさん補助金をもらってたんです

が、その辺のところを見直ししなさいと

いうことで、平成２５年度から人件費の

部分が減ってきております。そのために

執行率が下がっているものであります。

　次に、鳥飼なすの保存奨励事業でござ

います。消耗品につきましては、小学校、

保育所、幼稚園の鳥飼なすの育成の肥料

代になっております。それから、委託料

につきましては、６万２，０００円が摂

津市唯一の鳥飼なすの育苗者に、実際に

接ぎ木でない実生の苗を栽培していただ

いております。これは市民農園の利用者、

それからとりかい高等支援学校等にお配

りして、実生の苗で育てていただいてお

ります。残りにつきましては、摂津市農

業振興会に保存畑で鳥飼なすを育成して

いただいておりますので、それについて

補助を支払っております。中身につきま

しては、その保存畑の使用料それから肥

料代、苗につきましては実生ではなく接

ぎ木の苗を業者から購入しておりますの

で、その代金等にあたっております。

○上村高義委員長　山田次長。

○山田生活環境部次長　産業振興課商工

労政に係ります３点の質問にお答えしま

す。

　まず、商工業経営指導委託事業につい

てですが、これは市内の中小企業に経営

改善活動を支援する目的で、中小企業診

断士などのコンサルタントを派遣しまし

て指導や助言を行い、今後の経営に役立

ててもらうことを目的として実施してお

ります。対象としましては、市内で１年

以上継続して事業を営んでおられる中小

企業の方で、派遣は３回とさせていただ

いてます。実際に面談を行いまして、決

算の資料とか企業の概要などを分析しま

して、必要な情報提供や提案などを行っ

て、最適な改善策を探って報告書にまと

めてるというようなものでございます。

平成２５年度の実績としましては１件と

いうことで、具体的に効果的なチラシの

作成方法とか接客の方法、あるいはその

店主のキャラクターを前面に押し出した

戦略などについてアドバイスをいたしま

した。事業主の方からも、取り組むべき

サービス内容の優先順位などが客観的に

再認識できたというようなことで好評を

得ております。

　次に、中小企業金融対策事業の資金融

資の件でございますが、この制度は市内

で事業を営まれる中小企業者の方々が、

金融機関から事業に必要な資金を円滑に

借り入れができるよう大阪信用保証協会

の保証を付してあっせんする制度でござ

います。内容につきましては、融資限度

額６００万円以内で、現在の利率は１．

２％、融資期間は４年以内、制度としま

しては借入金の完済後、利息の半額及び

保証料の全額を市が負担するというよう

なものでございます。平成２５年度の実

績としましては、融資実行の決定件数が

２５件で、総額が６，９２５万円となっ

ております。
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　それから、３点目の地域就労支援事業

の職業能力開発についてでございますが、

地域就労支援事業は障害者やひとり親家

庭の方あるいは中高年齢の方などで、働

く意欲と希望がありながら、さまざまな

就労阻害要因を抱えて雇用・就労が実現

できないでいる就職困難者の方々に対し

て、関係機関などと連携しながら支援を

行うものということで、その一環として

職業能力開発事業を行っております。昨

年度の実施内容でございますが、４種類

の講座を開催しました。フォークリフト

運転技能講習、色彩検定２、３級対策講

習、調剤薬局事務講習、ガイドヘルパー

及び同行援護従業者養成講座、この４講

座に合計で５２名の方が受講され、資格

を取得されております。その後の就労に

結びついたかどうかなんですが、市のほ

うで把握しておる限りでは７名の方が実

際の就労に結びついたというふうな実績

でございます。

○上村高義委員長　市来委員。

○市来賢太郎委員　ご答弁ありがとうご

ざいました。

　それでは、２回目の質問をさせていた

だきます。

　中国蚌埠市友好交流事業なんですけれ

ども、お伺いしたところ、平成２０年か

ら来られてなくて執行されてないという

ことなんですけれども、来なければ執行

がなくてよいということではなくて、せっ

かく友好都市の締結を結んでるんだから、

来てもらえるように働きかけとかがあっ

てもいいのかなとは思いますけれども、

その点で何か運動されていらっしゃるの

かお伺いいたします。

　続きまして、ＬＥＤ防犯灯等防犯推進

事業なんですけれども、通りなどの直線

的な道は両側にＬＥＤの照明がついてる

ところは非常に明るくなったなという感

想を持つんですけれども、道路の片側と

か、ちょっと遠くに防犯灯がついてると

ころは、ＬＥＤの照明が直接的な分か、

何か逆にちょっと全体的には暗くなった

ような気が私的にはするんですけれども、

その点について市民の声などとかがあり

ましたら教えてください。

　続きまして、犯罪被害者等支援事業で

すけれども、他府県に移動されるときの

補助だったんですかね、もう一度その点

についてお伺いします。

　続きまして、市民活動支援事業ですけ

れども、ＮＰＯやボランティアの団体育

成につなげていくということですけれど

も、執行率７８．８％は低かったのかど

うだったのか、もうちょっとできたこと

があったのかというようなことで、どう

感じていらっしゃるのかというようなと

ころをお伺いいたします。

　あと、住基事務事業ですけれども、マ

イナンバー制度などのカードということ

でよくわかりました。不要なものは適切

に節約していただいてるということで安

心しました。今後もそのように適切に執

行していただきますようよろしくお願い

します。これは要望とさせていただきま

す。

　続きまして、旅券事務事業ですけれど

も、市民から便利になったというような

声などが届いているそうで、とてもよかっ

たと思います。私も以前でしたらパスポー

トをとりに大阪市内のほうまで乗り継い

で行かなきゃいけないのが、摂津市内で

できるということは非常に便利になった

んだと思います。とてもよい事業だと思

いますけれども、ただ、周りからちょっ

と聞いてみますと、市役所でできるよう

になったことに気づいてない方もまだい

らっしゃると思うので、広報についてど

のような活動をされているのかお伺いい
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たします。

　続きまして、災害見舞金給付事業につ

いてなんですけれども、この事業の中身

については、集合住宅での火災というこ

とでよくわかりました。ただ、災害救助

事業ということで、概要の９２ページの

やつとのすみ分けというかどう違うのか、

わざわざ二つに事業を分けているのはど

う違うのかなというのがちょっと気にな

りましたので、災害救助事業と災害見舞

金給付事業との違いなどを教えていただ

けたらと思います。

　続きまして、行旅死亡人等取扱事業で

すけれども、内容についてはよくわかり

ました。なかったということでよかった

なと思います。ただ、過去に発生したも

のの事例の保管と身元がわかったときの

帰してあげる手続等のための料金が発生

してるということですけれども、できる

だけ早くお帰りになられることを祈りま

す。この件についてはよくわかりました

ので、ありがとうございました。

　続きまして、ひとり暮らし高齢者安全

対策事業ですけれども、人数については

よくわかりました。ここ数年での増減と

いうのはまだちょっとわからないという

ことですけれども、先ほど実際に適用さ

れた人数をお伺いしたら、平成２３年が

２５８人、平成２４年が２５６人、２５

年が２５５人ということで、事務報告書

でも緊急装置が毎年のようにちょっとず

つですけれども１７、１６、１５のよう

に減っていってるように思うんですけれ

ども、少子高齢化に伴ってひとり暮らし

の高齢者の方の実際の人数はふえていっ

てるのに、この事業に対する件数という

のがちょっとずつ減っていってるという

のが気になりました。その点についてど

うお考えなのか、ちゃんと実際にひとり

暮らしでお困りの方が漏れてないのか心

配なので、その辺についてお伺いしたい

と思います。

　ゲートボール場管理事業ですけれども、

内容はよくわかりました。高齢の方が毎

日することがあって、それで屋外に出て

いくということは本当に健康にもつなが

りますでしょうし、ご家族の方もずっと

家にいらっしゃるよりは外で元気な姿を

見られるほうがとても安心していられる

と思います。引き続きこの事業に関して

頑張っていただきたいと思います。要望

とさせていただきます。

　続きまして、社会福祉事業団の補助事

業ですけれども、お伺いしたところ、１

年間の能力の開発事業を受けられた知的

障害者１０名、身体障害者１０名、なん

とか皆さんほぼ全員、一般就職ができた

ということで本当にすばらしいなと思い

ます。驚きました。ただ、相談などの中

で、企業の中でうまくやっていけないと

いうような相談も受けるということだっ

たんですけれども、昨今、我々の世代で

も離職率が普通に問題になってて、長く

続けられない若者たちも多い中、このよ

うな方々はどうなのかなと思いまして、

一旦就職できたからよかったということ

ではなくて、引き続きその人たちが働き

続けられることが一番だと思います。離

職率とかを把握されていたらその点につ

いてお伺いしたいのと、先ほど電話での

相談ということがありましたけれども、

それ以外に何か定着できるような活動を

されているのかお伺いします。

　それと、続きまして、障害者就労促進

事業ですけれども、先ほどお伺いしまし

たところ、緊急雇用の事業で行っている

ということでしたけれども、その中でト

レイの分別作業というのがありましたけ

れども、それは摂津市のリサイクルプラ

ザの整備事業と重なってやってるものな
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んですかね。その点についてちょっとお

伺いします。

　続きまして、災害救助事業ですけれど

も、これは先ほど申しました７０ページ

のやつと重なりますので、それでお願い

します。

　続きまして、未熟児の養育医療給付事

業ですけれども、この点についてはよく

わかりましたし、新たな事業ですけれど

も、今後も引き続きよろしくお願いしま

すということで要望とさせていただきま

して、よくわかりました。ありがとうご

ざいます。

　続きまして、環境衛生事業ですけれど

も、ちょっとわかりにくかったのでもう

一度説明をお願いします。水路等を清掃

するというふうにお伺いしたんですけれ

ども、事務報告書には虫の名前とかが出

てきていて、水路を清掃するんだったら

そういう水路名で出したほうがわかりや

すいのかなというような気もします。も

う一度、済みませんけれども教えてくだ

さい。

　続きまして、専用水道・簡易専用水道

等検査指導事業ということですけれども、

水道検査の指導を行うということなんで

すけれども、見ておりますと、平成２５

年は指導がなかったということですね。

平成２５年には器具を購入しただけで指

導はなかったということなので、せっか

く事業として新しくできたので、今後、

適切に指導も行っていただきますようお

願いしまして、要望とさせていただきま

す。

　環境教育学習事業で、自然観察会６９

名、野鳥の観察会が２７名ということで

したけれども、摂津市は山も海もなくて

非常に自然は限られた自然しかないので、

とても野鳥の観察会はいい取り組みだと

思います。もっと広げていただきたいな

と思うんですけれども、この６９名と２

７名という数字は目標に達してたのか、

多いのか少ないのかどのようにお考えに

なってらっしゃるのかをお伺いいたしま

す。

　続きまして、環境美化事業ですけれど

も、張り紙とか広告とか１，７８５件あっ

たということで、多いなと思ってびっく

りしました。引き続き、いろいろ張り紙

とかが電信柱とかに張ってあったりだと

か、そういうのはきれいな町ではないな

という印象も受けますし、防犯上悪いよ

うな気もしますので、きれいにしていた

だいてるということで本当に感謝します。

あと、清掃活動を通じて美化意識を図る

ということでしたけれども、その点につ

いてはどんな活動をされているのかお伺

いします。

　次、リサイクルプラザの整備事業です

けれども、先ほど障害者の就労事業とあ

わせてですけれども質問しましたので、

その点についてお伺いします。

　エコアクション２１認証取得助成事業

ですけれども、平成２５年は２事業所と

いうことであって、私は、エコアクショ

ン２１というのは環境に関する意識を高

めるすごくいい取り組みだとは思うんで

すけれども、平成２５年の２事業所とい

うのは少ないのかなと思います。この数

字に対してどう感じていらっしゃるのか、

また次につなげるようにどんな取り組み

をされるのかということについてお伺い

します。

　あと、続きまして、農業地域力創造推

進事業ですけれども、減反政策のために

農地が無駄にならないようにということ

でいろいろ事務事業だとかということで

よくわかりました。せっかく田んぼがあ

るんだったら活用してもらいたいんです

けれども、コメ離れとかがあってなかな
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かそうもいかないなと、きれいに農地を

どうにかいろんな形で活用していけるよ

うにしていただいてるものだと思います。

今後も取り組んでいただきますようお願

いしまして、要望とさせていただきます。

　続きまして、鳥飼なす保存奨励事業で

すけれども、内容についてはわかりまし

た。摂津市内では小学校で育てていただ

いたりだとか、農業振興会で育てていた

だいたりとか、いろんな取り組みをして

いらっしゃるのはよくわかっているんで

すけれども、この事業に対して鳥飼なす

の保存を目的にされてるのか、それとも

普及を目的にされてるのかでちょっと次

へつながる一歩も違うと思うんですけれ

ども、その点の認識について教えていた

だきたいなと思います。

　続きまして、商工業経営指導委託料と

いうことですけれども、コンサルタント

の方に頼んで経営指導を３回ほどという

ことなんですけれども、とても好評だっ

たということですばらしい事業なのかな

と思いますけれども、平成２５年は１件

しかなかったということなので、この数

字についてのご認識、それからどれぐら

いまでふやしていけるのかなというよう

なところもまた教えていただきたいなと

思います。また、いい事業であっても企

業の方がそういう制度があることを知ら

なければ一緒のことだと思います。広報

についてどのようにされているのか、そ

の点についてお伺いします。

　次に、中小企業金融対策事業ですけれ

ども、内容についてはよくわかりました。

本市では１億円ほどで、平成２５年は６，

９２５万円の活用があったということな

んですけれども、近隣他市で似たような

施策もあると思うんですけれども、それ

と比較して本市の１億円という規模がど

うなのか、大きいのか小さいのか、その

辺のお考えをお伺いします。

　続きまして、地域就労支援事業ですけ

れども、各種講座を受けられた５２名も

の方が資格取得ができたということで本

当にすばらしいなと思います。ただ、資

格取得ができたにもかかわらず７名の方

しか就職につながらなかったということ

で、せっかく講座があって、それで資格

も取得できてそのままの流れで頑張って

いただけたらもうちょっと就労につながっ

た人数というのはふやせるんじゃないか

なと思いますけれども、その辺の取り組

みがなされているんだったら教えていた

だきたいなと思います。

○上村高義委員長　早川課長。

○早川自治振興課長　それでは、市来委

員の２回目の質問について、ご答弁させ

ていただきます。

　友好交流事業執行率の件でございます

が、現在、日中関係が悪い状況でござい

ますので、市と市の交流というのは行っ

ておりません。しかし、民間団体につき

ましては交流を行っておられまして、平

成２４年に蚌埠市のほうに表敬訪問をさ

れております。また、日中関係が変わり

ましたら、見直しをさせていただきたい

と考えております。

　次に、防犯灯の照度アップについてで

ございますが、暗いところがないかとい

うことでございますが、今までの蛍光灯

につきましては、３６０度照度を持って

おります。ＬＥＤの照明につきましては、

必要のないところには光を放射しないと

いう特性がございます。その関係で、防

犯灯の横に障害物等がございましたら横

に光がいかないということもございます

ので、市民の方からのそういう苦情もご

ざいます。そういった点で要望、苦情を

いただきましたら、照度アップまたは移

設等の対応をさせていただいております
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ので、またご要望等をいただきましたら

対応させていただきたいと思います。

　次に、犯罪被害者等支援事業の内容で

ございますが、犯罪被害にあわれた市民

が、一日も早く平穏な生活を行えるよう

見舞金の支給や日常生活の支援などを実

施しております。具体的に日常生活の支

援につきましては、犯罪行為による被害

が発生した日から６か月以内で、介護、

家事、保育、家賃の補助につきましては、

賃貸契約を締結した日から６か月以内に

敷金２０万円を限度ということをやって

おります。また、就業支援につきまして

は、就職をあっせんするものでなく地域

就労支援センターを通じ、雇用の安定を

図るため犯罪被害者等が置かれている状

況について事業主に理解を求めるなど、

ハローワーク等関係機関とも連携を図り

ながらサポートをさせていただいており

ます。

○上村高義委員長　橋本参事。

○橋本生活環境部参事　それでは、私の

ほうから市民活動支援事業の執行率の関

係の答弁をさせていただきます。

　市民活動支援事業の平成２５年度の執

行率の主な要因といたしましては、報償

金、自動車借上料がウエートを占めてお

ります。これらにつきましては、講座関

係の経費でして、講座の開催の企画を練

りながら年度末までに実現しなかった分

もあります。また、開催させていただい

た講座の中で若干の講師料の差というの

もございますので、そういった形での差

額が出ておりました分でございます。全

体的には、平成２５年度講座の回数も昨

年度よりも２回多く開催し、また企画イ

ベント等もコミュニティプラザの新たな

可能性を追求したイベント等も開催させ

ていただく中で充実した年であったかと

考えております。

○上村高義委員長　船寺課長。

○船寺市民課長　パスポート業務取り扱

いの市民への周知につきましては、ホー

ムページへの掲載、市民課窓口での案内

の掲示、市民サービスコーナーにおきま

して申請書の配置などをしまして周知に

努めてまいりましたが、今後、利用者の

増に向けまして効果的な広報活動を検討

してまいりたいと考えております。

○上村高義委員長　前野課長。

○前野保健福祉課長　保健福祉課に係り

ます２回目の２点のご質問にお答えさせ

ていただきます。

　災害見舞金給付事業と災害救助事業の

違いについてでございますが、災害見舞

金給付事業は市の独自事業で罹災証明に

基づいて、火災、水害等の災害見舞金を

支給するということで、市民の生活の安

定と福祉の増進に寄与するものでござい

ます。

　災害救助事業は、法律に基づいて、弔

慰金の支給要件が自然災害であるという

規定がありますし、市町村において住居

が５世帯以上消失した災害というような

規定項目がありまして、国・府・市で負

担をするという形の内容のものでござい

ます。

　衛生事業についてでございますが、水

路の消毒という形で水路を清掃するとい

うことではなく、蚊の発生が水路からと

いうようなことが多いですので、水路を

定期的に消毒しております。その中にネ

ズミとかゴキブリ等の駆除にもつながっ

ておりますし、また市民からの毛虫とか

蚊の発生とか、蜂の駆除、ゴキブリ等の

相談がございますので、その際には相談

に応じているというような状況でござい

ます。

○上村高義委員長　川口参事。

○川口高齢介護課参事　２回目のご質問
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にお答えいたします。

　緊急通報装置の設置件数等について、

高齢者の増加に伴った利用者の増になっ

ていないのではないかというご指摘です

が、平成２３年度、２４年度、２５年度

いずれを見ましても、年度内に開始をし

た方の人数よりも年度内に入院や入所、

転出等で廃止となられた方の件数のほう

が多くなっているために、伸びのほうが

横ばい状況であるといえるかと思います。

ただ、必要な方に本当にご利用いただけ

ているのかということにつきましては、

今後もそういった方には十分ご利用いた

だけるように、周知に努めてまいりたい

と思っております。

○上村高義委員長　吉田課長。

○吉田障害福祉課長　それでは、障害福

祉課に係るご質問についてお答えさせて

いただきます。

　障害のある方の離職率に関しましては、

数字のほうが手元にはございませんで、

ただ日常としましては、やはり一定高い

のではないのかなというふうに思ってお

ります。実際、障害者職業・生活支援セ

ンターに関しましては、国・府の補助の

事業なんですけれども、また平成２６年

度も増員を国のほうが認めてるというこ

とで非常に拡大してる状況ではございま

すので、国としても力を入れている事業

ではないのかなと。実際の定着に関しま

しては、もちろん電話等のご本人さんの

相談もあるんですけれども、職場に職員

の方に行っていただいて、どういうとこ

ろにご本人がひっかかっているのか、そ

れを企業の方にお伝えしたりとか、ご本

人さんの振り返りなんかもお手伝いさせ

ていただいたりしています。あと、ご本

人からの相談とかがある前に、やっぱり

企業のほうを回られて状況をお聞きした

りとかということで、非常に丁寧な相談

に乗っていただいてるというようなこと

を聞いております。

○上村高義委員長　丹羽課長。

○丹羽環境政策課長　環境政策課のほう

にかかわります２回目のご質問にご答弁

させていただきます。

　まず、環境教育学習事業の参加者数に

ついての評価でございますけれども、水

辺ウオッチングにつきましては、本年度

６９名の参加でございました。この６９

名と申しますのは、先ほど保護者ととも

にということでございましたけれども、

やはり大正川の中に入ってまいりますの

で危険も伴います。したがいまして、小

学校３年生以下については保護者の方同

伴ということでご参加をお願いしており

ます。職員のほうは４名、川に入るとき

の安全確認等を実施しておりまして、現

状の６９名は多い状況にありまして、実

際は何名かお断りさせていただいてるよ

うな状況にあります。ただ、安全の確認

を欠くことを考えますと、７０名弱でご

ざいますが、この人数が適当かというふ

うに考えております。

　それと、あと野鳥観察会につきまして

は、参加者が２７名となってございます

が、これは吹田市の野鳥の会の方に講師

で来ていただきまして開催してるわけで

ございます。講師は５名来ていただいて

いるわけですけれども、最初に双眼鏡・

オペラグラスの使い方からまず子どもた

ちに教えていただいて、実際に野鳥を観

察するわけでございますが、実際に鳥を

見て種類等々指示いただくのに、やはり

１人の講師で五、六名という形になりま

すので、今の人数で適当かなというふう

に思っておりますし、これにつきまして

は参加者をお断りしてるというような状

況にはございませんので、評価としては

これぐらい、３０名弱という人数で適当
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ではないかというふうに考えてございま

す。

　続きまして、清掃活動についてでござ

いますが、清掃活動につきましては、自

治会、ＮＰＯ団体さまざまな団体が美化

活動・清掃活動を実施されております。

本課としましては、こちらのほうにご相

談等がございましたら、ごみ袋、軍手等

の支給、あとは火バサミの貸与等をさせ

ていただきまして、ご支援をさせていた

だいてるところでございます。そのほか

に美化活動をしますと必ずごみが出てま

いりますので、そのごみの対応につきま

しても、環境業務課、環境センター、環

境政策課で連携をとって、すぐに回収で

きるような形での支援をさせていただい

てる次第でございます。

○上村高義委員長　野村参事。

○野村生活環境部参事　それでは、環境

業務課にかかわりますご質問にお答えさ

せていただきます。

　まず１点目に、緊急雇用創出基金事業

を活用した障害者の雇用についてという

ことでございます。この緊急雇用創出基

金事業という中でございますが、幾つか

のメニューがあると。その一つが今回の

トレイの選別であったように、障害者を

直接雇用するような形による雇用の創出

であったり、またもう一つあるのがＮＰ

Ｏであったり、普通の一般企業であった

り、事業を起こされて間もないところに

支援することによって、雇用の拡大を図っ

ていくという間接的な支援というものが

ございます。その中で、大阪府のほうと

も話をしていく中で、大阪府としても障

害者の雇用の拡大に力を入れていきたい

というような意向もございまして、その

中で、食品トレイの選別、これについて

も摂津市としても障害者の就労機会の拡

大というのを考えておったのと、ちょう

ど意向がマッチしましたので、トレイの

選別の委託を緊急雇用創出基金事業で直

接的な雇用ということで活用させていた

だいたと、こういう形になっております。

　そして、２点目のエコアクション２１

の認証において、平成２５年度が２事業

者ということについての市としての思い

でございますが、先日、ある自治体の担

当者とも電話でしたが話をしたことがあ

りまして、その自治体は摂津市よりも人

口規模がかなり大きい市でございました。

そちらでもこの同じような助成制度があ

るということですが、平成２５年度は実

は申請実績がないと、ゼロだと。本年度

においても今のところ全くないというこ

とで、この助成制度自体の継続をどうし

ようか悩んでいるというようなお話を聞

いたことがございます。確かにこの制度

の申請については、環境センター、環境

業務課でも認証を受けているわけですけ

ども、審査を受ける書類のボリュームが

かなりあって、通常の中小の事業所にお

いては、事業活動をされてる中でもう一

つこの認証を受ける書類作成となるとか

なりの負担が生じてくるのかなと思われ

ます。ただ、我々はこの制度を平成２２

年以降実施させてもらっているわけです

けども、平成２２年当初はなかったので

すが、２３年、２４年と１者ずつの申請

がございました。平成２５年は先ほど申

しました２者ありまして、今年度も現在、

２者申請をいただいてるということで、

徐々にではありますけども拡大していっ

ているのかなと思いますので、今後申請

を受ける際の講習会とかがあった場合に

ついては、商工関係の団体等を通じてど

んどんＰＲしていきたいなと考えており

ます。

○上村高義委員長　林参事。

○林産業振興課参事　鳥飼なすのことに
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ついて保存と普及のどちらを目的にする

のかというご質問でありますが、育成に

ついては保存を目標としております。こ

れは、育成するための土地、それから水

を大変たくさん必要とするというところ

で、実生の苗を市民農園の方にお配りし

てるんですが、なかなか上手につくれな

いという部分では保存のほうを。食べる

野菜としての鳥飼なすについては普及を

目指しております。これは、小学校３年

生の植えつけ指導をしてるのもあります

が、小学校の給食に保存畑でとれた鳥飼

なすを食材として提供しておりますし、

市内の福祉施設それから保育所、幼稚園

にもお配りして家庭で食べていただく。

また、コミュニティプラザのレストラン

でも食材として使っていただくようにし

ておりまして、鳥飼なすという一つの野

菜のブランドを大阪の伝統野菜として知

名度を上げるための普及を目指しており

ます。

○上村高義委員長　山田次長。

○山田生活環境部次長　まず、１点目の

商工業経営指導委託についてでございま

すが、予算上は３件程度の派遣ができる

予算を組んでおりましたが、結果的に１

件ということで少なかったということで

認識しております。制度の周知・広報に

ついてですが、現在のところは年１回広

報紙の商工特集それから市のホームペー

ジ、それと過去ではありますけども平成

２４年度に実施しました市内の事業所の

実態調査の際に制度の一覧を記載しまし

た便利帳を配布しておりますので、そう

いった中で広報をしております。今後に

つきましては、例えば窓口で融資相談に

来られた方に制度を紹介したりとか、あ

と内容につきましても中小企業育成事業

ということで、企業の研修でありますと

か展示会への出展でありますとか、そう

いった補助もしておりますので、他の事

業と組み合わせながら充実を図っていき

たいというように考えております。

　２点目の中小企業の金融対策の融資の

件なんですけれども、本市の場合、預託

金が１億円ということで、昨年度の実績

は６，９００万ほどだったんですけども、

これは協調倍率といいまして、１億円を

預託して最大５倍ということで５億円ま

での融資が可能になってくるということ

で、この９月末の貸付の残高なんですけ

れども約２億２，７００万円というよう

なことで、１億円の預託に対して倍以上

活用されてるということでございます。

　近隣の北摂の他市との比較ということ

なんですけれども、それぞれ市によって

融資の件数でありますとか、金額、期間、

利率、それから利子の補給とか保証料の

補給があるないと条件が異なりますので、

単純に比較することができないんですけ

れども、預託額は本市が１億円で一番少

なく、他市の場合は３億円程度のところ

が多いというふうに聞いております。協

調倍率については２倍から５倍というこ

とで摂津市が多いということで、このあ

たりは過去からの金融機関との交渉とい

いますか調整の中でこういう条件になっ

てきております。それと、実際の融資の

実績につきましても、北摂で見ますと２

番目に件数、金額とも多いというような

状況ですので、摂津市の預託金１億円が

有効に活用されてるのではないかなとい

うふうには認識しております。

　それから、３点目の就労支援事業で、

実際に資格をとられてもなかなか就職に

結びついていないという点なんですけれ

ども、例えば今年度は介護職員の初任者

研修を実施したんですけれども、受講さ

れて資格を取られた最後に、市内の介護

の事業者と市で共催しました介護福祉フェ
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アに参加していただいて、直接市内の介

護の事業者と相談したりとか説明を聞い

たりというような機会を設けまして、今

年度についてもそれで就職の実現がふえ

たものと思っております。あるいは、ま

たフォークリフトの資格取得の講座を今

年度も実施してるんですけれども、単に

資格の講座だけでなくて、これも市内の

フォークリフトを扱っておられる事業者

の方を講師に招いて、生の声といいます

かそういう話を聞いていただく中で、で

きるだけ就職に結びつくような取り組み

という工夫はしておるところです。

○上村高義委員長　市来委員。

○市来賢太郎委員　ご答弁いただきまし

てありがとうございます。

　中国蚌埠市友好交流事業ですけれども、

日中関係が悪いということで市と市では

現在のところ交流をやっていないという

ことで、内容についてはわかりました。

今後、日中関係を見ながらになろうとは

思いますけれども、制度のあり方とか友

好都市のあり方とかということをもう一

度検討しながらやっていただきたいなと

思います。要望とさせていただきます。

　ＬＥＤ防犯灯等防犯推進事業ですけれ

ども、実際にライトの近くに障害物があっ

たりとかしたら暗くなってしまうという

ような市民の声もいただいているが、そ

れについても対応していただいてるとい

うことで安心しました。ただ、夜の明る

さと犯罪発生率というのが反比例すると

いうのははっきりとしていますので、で

きるだけ市内は夜とはいえどまぶしくな

い程度に、安全に子どもたちでもお家に

帰れるくらいに市内をしていただけるよ

うに希望します。要望といたします。

　続きまして、犯罪被害者等支援事業で

すけれども、犯罪を受けてしまったよう

な方たちが次の仕事につくような取り組

みもされてるということで、弱者という

か心に傷を負ってしまった人のケアとか

もされているということで、今後も、な

いにこしたことがないのは確かなんです

けれども、あってしまった場合には適切

な対応をしていただきますようお願いし

て要望といたします。

　続きまして、市民活動支援事業という

ことですけれども、企画されていた内容

のほとんどが執行できたということです

ばらしいなと思います。摂津市内の市民

活動はほかの市に比べても多いのかなと

思います。どんどんと市民活動が盛り上

がっていって、楽しく活動できるように

支援していただきますようにお願い申し

上げます。こちらも要望とさせていただ

きます。

　続きまして、旅券事務事業ですけれど

も、ホームページや市民サービスコーナー

で現在広報されていて、さらに効果的な

広報について今後考えていただけるとい

うことです。便利になったと思うんです

よ、遠いところまで行って取るよりかは。

それをみんなにわかっていただけてこそ

のいい制度だと思いますので、広報につ

いてもう一度お願いしまして、要望とさ

せていただきます。

　続きまして、災害見舞金と災害救助事

業で、市独自の制度と国の法律に基づい

てやってる制度という違いがよくわかり

ました。ありがとうございます。この２

つの件についてはよく理解できましたの

で、ありがとうございます。

　続きまして、ひとり暮らし高齢者安全

対策事業ですけれども、新規で登録され

た方よりも廃止になった方のほうが多い

ので数字的にはそんなに伸びてないです

よということで、原因についてはよくわ

かりました。ただ、ひとり暮らしのご高

齢の方は、きっと支援を必要とされてる
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方とか、その制度を必要とされてる方が

なかなか自分からは市のほうにも言って

きにくいのかなと思うので、小まめにチェッ

クしていただいて、支援が必要な方に適

切にわたるようにお願い申し上げまして、

要望とさせていただきます。

　続きまして、社会福祉事業団の補助事

業ですけれども、離職率についてまだ数

字としては出てこないけれども高いとい

う可能性があるということでした。障害

のある方について、仕事をすることによっ

て社会参加をする喜びだとか、社会貢献

する喜びだとかというのはとても大きい

と思うんです。その中でやっと働けたん

だけれども、職場に自分がそぐわなかっ

たとかそんなふうに思ってしまって、仕

事が定着しないというのはまた悲しいこ

となので、できるだけ一回仕事についた

らそのまま長く楽しく働いていただいて、

それで自分も社会に参加してるんだ、社

会に貢献してるんだというふうに長く思っ

ていただけるように取り組みをしていた

だきたいなと思います。以上、要望とさ

せていただきます。

　次に、環境衛生事業の内容についてわ

かりました。水路等で蚊が出たのを駆除

していただいているということで、私も

川の近くを通ったりとかしたら、確かに

蚊が蚊柱のように立ってて、顔にぱちぱ

ち当たるのはとても不愉快ですし、また

蚊というのはいろんな病気を媒介する原

因となりますので、できるだけ蚊が少な

いようにというか、要望があったときに

は適切に対応していただきたいと思いま

す。以上で、要望とさせていただきます。

　環境教育学習事業ですけれども、先ほ

ど少ないんじゃないかというふうに聞い

たら、６９名でこれでも多いんですよと

いうことで、川に入ったりするときに危

険回避を考えると、これぐらいがいっぱ

いいっぱいですということだったんで、

それはいい事業をされているんだなとい

うことでわかりましたけれども、せっか

く要望があるんでしたらわざわざこの定

員で終わりというわけではなくて、２日

間に分けてもうちょっとやるとか、今の

は一例ですけれども、これからよい取り

組みになるようにもっと改善といったら

おかしいですけれども、企画していって

いただきますことを要望といたします。

　続きまして、環境美化事業で、清掃活

動とかは自治会とかＮＰＯ団体だとかが

されてるのも援助してますよということ

だったんですけれども、とてもいい事業

だと思います。市民の方たちに環境に対

する美化意識を持っていただけると自然

と町もきれいになるものだと思います。

市内の一部道路でも、ごみをどれだけ拾っ

てもふえてしまうような道路もあります

し、そういうのを見てると見苦しいなと

思うときもあります。市内全体で市民の

美化意識が向上してくれば、いつかそう

いう道路もなくなってくるんじゃないか

なと思います。市外から市内に入ったと

きに急にきれいになったねといえるよう

な摂津市を目指して頑張っていただきた

いなと思います。以上で、要望とさせて

いただきます。

　リサイクルプラザ整備事業ですけれど

も、トレイ選別の内容と緊急雇用創出基

金事業ということでお話をお伺いしまし

て、内容についてはわかりました。今ま

でトレイを回収してそのまま業者の方に

持っていっていただいてたんですかね、

わざわざ分別するということは資源とし

て活用していくということだと思います

ので、地球に対しての負荷もかからない

わけですし、資源として売って、それで

少しでも市税につながるんだったらとて

もいい取り組みになると思います。また、
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雇用の創出にもつながるということでウ

イン・ウインといいますか、いいところ

が多い事業だと思いますので、今後も取

り組みについて進捗していただきたいと

思います。要望とさせていただきます。

　エコアクション２１認定取得助成事業

ですけれども、書類の負担が多くて、そ

れで難しいということを今お伺いしまし

たけれども、これについても企業の環境

の意識に対する取り組みだと思うんです

けれども、摂津市内は産業のまちと言わ

れて中小企業が多いわけですけれども、

環境の取り組みについても盛んですし、

市内企業の方にもしっかりと環境意識を

持ってもらってやっていただきたいなと

思います。この事業の魅力が伝わるよう

に、また書類等で明らかに大変だという

のがわかっているところであれば、支援

をしてあげるとか補助をしてあげるよう

なやり方を考えてもいいのかなと思いま

す。以上で、要望とさせていただきます。

　それから、次に、鳥飼なす保存奨励事

業ですけれども、育成については保存を

目的にして、野菜としては普及を目的と

いうことでよくわかりました。私も何年

か前ですけど、二、三年連続で鳥飼なす

を家で育てたんですけれども、全部失敗

しました。結構水を朝やっても夜しなし

なになってたりとか、すごく手のかかる

作物だなというふうに思ったのが実感で

す。その中で保存を目的として育成して

いくということなんですけれども、難し

い種だからこそ大切に保存していくとい

う側面と、また野菜としては広く知って

いただいてブランドとして確立していく

ということで、すばらしい取り組みを現

在もされているんだと思います。おっしゃ

るとおり、摂津市の鳥飼なすは、なにわ

の伝統野菜にも登録されていますし、摂

津市の特産品でもありますので、幻の野

菜とかいうふうに言われてますけれども、

その域を超えてほかの市の人たちが摂津

市と聞いたら鳥飼なすのあるところやねっ

て思ってもらえるぐらい普及してくれた

らなと思います。以上で、これも事業の

これからの進捗をお願いしまして、要望

とさせていただきます。

　商工業経営指導委託料の件ですけれど

も、予算的には３件で、平成２５年は１

件しかなかったということなんですけれ

ども、年１回の広報紙と窓口で融資相談

とかをされたときにも、こういう制度が

ありますよというふうにお伝えしていた

だけるということで、いい制度だという

ことはよくわかりましたので、これにつ

いても広くこういう制度があるんだよと

いうふうに企業の方に知っていただいて

のいい制度だと思いますので、今後も広

報について力を入れていただきますよう

要望いたします。

　それと、中小企業金融対策事業ですけ

れども、なかなかそのまま他市とは比べ

にくいということでしたけれども、あま

り市としてはリスクのないお金だと思い

ます。市内の企業の方とかも便利でいい

制度だと思いますし、こういう制度を利

用して市内の企業が活性化して、それで

市自体もどんどんと元気になっていって

ほしいなと思います。金額について適正

なのかもう一度お考えいただいて、それ

でこの制度が盛り上がって摂津市の発展

にもつながるように要望いたします。

　最後に、地域就労支援事業ですけれど

も、フォークリフトや介護職員の方とか

資格を取得した方について、後日フェア

などを行ってマッチングもされていると

いうことで、就労に対しての資格を取る

だけじゃなくて就労に対しての支援もさ

れているということでよくわかりました。

就労支援事業ですので、目的は最後に就
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労につながったということがゴールであっ

て、資格が取れたということではないと

思いますので、これについても今いろい

ろと考えてやっていただけてるとは思う

んですけれども、今後もっと就労に、最

後に就労できたよというところまでいけ

るようにご尽力いただきたいなと思いま

す。これも要望とさせていただきまして、

これで質問を終わります。

○上村高義委員長　市来委員の質問は終

わりました。

　暫時休憩します。

（午前１１時５９分　休憩）

（午後　０時５７分　再開）

○上村高義委員長　再開します。

　午前中に引き続き質疑を行います。

　質問のある方。

　増永委員。

○増永和起委員　平成２５年度決算概要

に沿って質問させていただきます。

　まずはじめに、４６ページ、水道料金

減免事業についてですが、この対象となっ

ておられた方は何人なのか。

　それから、今回の平成２５年度の決算

では、確か２月までの制度だったので、

金額が少ないと思うのですけれども、１

年間を通しての影響額というのが、幾ら

ぐらいだったのかということについて教

えてください。

　続きまして、５２ページ、ＬＥＤ防犯

灯等防犯推進事業、これについて、先ほ

ど市来委員もご質問されていましたけれ

ども、何が節約になるのか、どれくらい

の効果があるのか、光熱費の平成２５年

度決算がここに出ておりますけれども、

２，０２３万９，８６５円、平成２６年

度の予算としては、決算とは数字は変わっ

てくるとは思いますけれども、光熱費２，

１６３万３，０００円という金額が入っ

ていたのです。

　ＬＥＤによって、節電効果というのが

どうなのかということについて教えてい

ただきたいと思います。

　それから、台風であるとか、いろいろ

大変なことがこのごろ多いわけですけれ

ども、ＬＥＤ、なかなか取りかえたりす

る必要がないということで伺っているの

ですが、そういう災害時とかそういうこ

とについての影響というのはないのか、

自治会の方の手から管理が離れたという

ことも聞いておりますので、そういうこ

とについてもお伺いしたいと思います。

　続きまして、６４ページ、窓口業務管

理事業、これは、平成２５年の７月から

委託をされていると思うのですけれども、

どんな状況か、トラブルとかは今のとこ

ろないのかどうか、教えてください。

　それから、７０ページ、コミュニティ

ソーシャルワーク事業、これは、平成２

４年度は高齢介護課のほうにつけられて

いた事業だと思うのですけれども、保健

福祉課のほうへ移っているということで、

高齢者だけへの対応ではないというふう

に受けとめているのですが、それで正し

いのかどうか、どんな内容の仕事になる

のか、それから、コミュニティソーシャ

ルワーカー、ＣＳＷの方は何人いらっしゃ

るのか、中学校区に分かれているという

ふうに書かれていたと思うのですけれど

も、これも教えてもらいたいと思います。

　また、一人何件くらいの相談事案を抱

えていらっしゃるのかということについ

ても教えてください。

　続きまして、７２ページ、社会福祉法

人介護特例補助事業、これは事業の内容

について説明してほしいと思います。

　続きまして、同じく７２ページの介護

予防活動促進事業、これについては、こ

の決算額では２００万円ぐらいの決算額

ですけれども、平成２６年度の予算を見
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ますと１，０００万円を超える金額になっ

ています。この事業は具体的にはどんな

ことを行って、雇用にかかわる問題だと

思うのですけれども、何人が参加して雇

用につながったのかどうか、どんな職種

に、もし雇用されたとすれば、なったの

かというようなことも教えていただきた

いと思います。

　７４ページ、敬老事業、対象者の方は

何人だったのか、事業の内容についても

教えてください。

　同じく７４ページ、在日外国人高齢者

福祉金支給事業、これもどういう事業な

のか、どんな人が対象なのか、何人いらっ

しゃるのか教えていただきたいと思いま

す。

　同じく７４ページですけれども、老人

入所施設措置事業、それから、老人ホー

ム入所判定委員会運営事業、これについ

ても事業の中身と、それから、入所施設

措置事業のほうは、７５％の執行率で、

入所判定委員会運営事業のほうは、執行

額ゼロというふうになっているのですけ

れども、その理由についても教えていた

だきたいと思います。

　続きまして、同じく７４ページ、市立

せっつ桜苑運営事業、この改修工事、こ

れが約５，０００万円ほどだと思うので

すけれども、これについても説明をして

いただきたいと思います。

　桜苑の民間化の問題も絡んでいると思

いますので、そこも含めてお話しくださ

い。

　７４ページ、ひとり暮らし高齢者安全

対策事業。市来委員も質問されていまし

たが、平成２３年２５８人、平成２４年

２５６人、平成２５年２５５人、利用さ

れている方がいらっしゃるということで

したけれども、この緊急通報装置の設置

というのは、どういうもので、どんな人

が対象になるのかということも教えてく

ださい。

　７４ページ、高齢者住宅支援事業。住

宅改造費用の助成費が、平成２４年度は、

２１５万８，０００円が決算額だったの

ですが、今回は、３７万７，０００円と

少ないと思うのですけれども、これはど

うしてなのかということを教えていただ

きたいと思います。

　それから、８０ページ、障害児支援事

業の障害児通所給付費、この事業につい

ても説明をしていただきたいと思います。

大きくふえていっていると思うのですけ

れども教えてください。

　続きまして、８０ページ、障害福祉サー

ビス人材育成雇用創出事業。これは、ど

んな内容で何人が利用されて、これも雇

用につながる問題だと思うのですけれど

も、何人就職できたのかということにつ

いて教えてください。

　８０ページ、地域生活支援事業。この

中に、訪問入浴サービス給付費というの

があると思うのですけれども、これ平成

２４年で見ますと、委託事業だったと思

うのですが、給付費というふうになって

いるのですが、これは、何がどう変わっ

たのか教えていただきたいと思います。

　９０ページ、生活保護のほうですけれ

ども、非常勤職員の方の賃金がふえてい

ると思いますが、それは、どういう内容

なのか、それに比べて人件費のほうは、

少し減っていると思いますが、それはな

ぜなのか。

　それと、生活保護事業、平成２４年執

行率が９５．７％だったのが、平成２５

年は９３．７％へと下がっています。不

用額も平成２４年より平成２５年のほう

がふえています。これについて説明をよ

ろしくお願いします。

　９４ページ、感染症予防事業。各種予
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防接種委託料の中に、高齢者インフルエ

ンザ予防接種も含まれていると思うので

すけれども、そのインフルエンザの分の

制度の内容、対象者、それから、平成２

５年度の利用者について教えていただき

たいと思います。

　それから、高齢者肺炎球菌ワクチン接

種費用助成金についても同じように制度

の内容、対象者、今年度の利用者を教え

てください。

　清掃総務費、１００ページから１０５

ページにかけて、人件費が書かれている

と思うのですけれども、平成２４年度の

環境業務課の職員さん３８人（１人）、

環境センター１６人（６人）というふう

に書かれていました。平成２５年度は、

環境業務課は変わらず３８人（１人）、

環境センターのほうが少なくなって１４

人（７人）というふうになっています。

これによって、金額的には削減ができて

いると思うのですけれども、環境センター

のほうが、正規雇用の方が減っているの

かなと思うのですけれども、どんな影響

が出ているのかということについて教え

ていただきたいと思います。

　それから、１０８ページ、市来委員も

質問されていましたけれども、中小企業

金融対策事業、過去５年間の実績につい

てもお聞きしたいと思います。どうだっ

たのか教えてください。

　それから、先ほど融資の中身、条件を

教えていただきましたけれども、過去５

年間の中では、その条件を変えた年もあっ

たと思いますが、それについても教えて

いただきたいと思います。

　最後に、１１０ページ、企業立地等促

進事業。これについても、制度の利用実

績と申し込みもあると思うのですけれど

も、大企業と中小企業、それぞれの件数

や金額を教えてください。

○上村高義委員長　答弁を求めます。

　早川課長。

○早川自治振興課長　ＬＥＤ防犯灯等防

犯推進事業の答弁でございますが、ＬＥ

Ｄにつきましては、環境に優しいＣＯ２

の削減、電気代が安くなることというこ

とで、取りかえを平成２５年度にさせて

いただきました。

　ただ、平成２５年度につきましては、

関西電力のほうが料金値上げをしており

ますので、１２０万円ほど料金が上がっ

ております。

　ＬＥＤの工事が平成２６年２月２８日

で終わっております。そこから随時、蛍

光灯料金からＬＥＤ料金に料金の変更を

行っております。

　それにより、月４０万円ほど料金が下

がっております。

　防災時にということでございますが、

防災避難所付近の電柱に蓄電池のバッテ

リー対応の防犯灯が約２４基設置されて

おります。

　また、これからの対応でございますが、

破損と汚れ等ございますので、保守点検

を市内業者に委託できるかどうかという

ことを今年度検討して、来年度、契約し

てまいりたいと思います。

○上村高義委員長　船寺課長。

○船寺市民課長　市民課の窓口業務の委

託の状況について、ご答弁申し上げます。

　昨年７月１日から住民票、印鑑証明等

の各種証明書の交付などの業務を民間業

者に委託しております。

　受託事業者におかれましては、人員等

も業務状況に応じて適宜配置し、社員教

育も十分になされていることから、現在

まで混乱もなく、来庁者からも非常に高

い評価をいただいております。

　これまで受託業者と共同で個人情報保

護のセキュリティ強化や、業務フローの
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改善はもとより、執務スペースのレイア

ウト配置や市民目線での窓口サービスの

あり方の研究などにも取り組み業務改善

にも努めてまいっております。

　また、受託業者とは、週１回会議の場

を設け、問題点の速やかな解決にも努め

ております。

　今後におきましても、市民にとって利

用しやすい窓口づくりに努めていきたい

と考えております。

○上村高義委員長　前野課長。

○前野保健福祉課長　保健福祉課に係り

ますＣＳＷ事業についてのご質問にお答

えいたします。

　委員ご指摘のように、高齢介護課から

保健福祉課のほうに平成２５年度は配置

しております。

　現在、２人のＣＳＷを配置しておりま

す。

　担当単位としましては、安威川を挟ん

で以南、以北に一人ずつという形で担当

しております。

　以前は包括支援センターに配置してお

りましたので、高齢者が中心の支援が多

かったのですが、高齢者が大体５０％、

障害者が５０％弱でその他のホームレス

の関係等で相談に応じているというよう

な状況でございます。年間１，４１６件

ほど相談を受けております。

　個別ケースの支援のほかに、災害時要

援護者の施策の推進や、地域のつながり

づくり、民生児童委員協議会への参画等

を行っております。

　現在、担当としてもっているケースと

いいますと、安威川以北で１１人、以南

で１１人を定期的に支援している状況に

なっております。

　続きまして、インフルエンザの制度の

説明でございますが、高齢者のインフル

エンザ予防接種事業は、１０月から１２

月の間、３か月の間実施するということ

になっております。対象者は６５歳以上

の高齢者ということで、６０歳から６５

歳の方におきましては、障害手帳を持っ

ておられる１級以上の方ということで、

６０歳から対象にはなります。

　肺炎球菌は７０歳以上、平成２５年度

から開始しておりますが、これは市の任

意事業という形で開始しておりまして、

７０歳以上の節目年齢の対象者の方で、

７０歳、７５歳という年齢で実施してお

ります。

　接種状況ですが、インフルエンザは、

大体５０％を切る４４％から４８％ぐら

いの間で推移してきております。高齢者

肺炎球菌のほうは、やはり、まだ制度の

周知等も十分ではなく、接種率について

は手元に資料を持っておりませんが、イ

ンフルエンザの様には、接種率は上がっ

ていないというのが実情でございます。

○上村高義委員長　川口参事。

○川口高齢介護課参事　では、高齢介護

課に係りますご質問にお答えさせていた

だきます。

　１点目、水道料金の対象者についてで

すけれども、平成２４年度までの事業で

ございまして、平成２４年度末で対象と

なっておられる方は、合計で３，４６１

名でした。内訳としましては、ひとり暮

らし高齢者の方が１，２０３名、障害等

に係る対象となった方が１，４４６名、

あとひとり親家庭等の関係で対象となっ

た方が８１２名となっております。

　１年間を通しての影響額ですが、合計

で２，３４９万４，７１６円となってお

ります。

　続きまして、介護予防活動促進事業に

ついてですが、こちらのほうは、緊急雇

用創出基金事業ということで取り組みを

させていただいた事業でして、取り組み
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の開始が平成２５年２月からということ

で、２月、３月、２か月分の金額となっ

ております。１２か月ということですの

で、平成２６年度につきましては、１０

か月分の金額ということで計上をさせて

いただいております。

　この事業の内容ですけれども、これか

ら高齢者の方がふえてこられる中で、事

業内容としましては、今後、ますます介

護予防といった分野について需要が拡大

するということもありまして、主に高齢

者への運動指導等を実施できる運動指導

員、指導者の育成を行うということと合

わせまして、そういう資格を持たれた方

が介護予防に関する講座等を実施してい

ただく、これからもそのような実施して

いただく団体は、数多く必要と考えてお

りますので、そういった団体への雇用を

図るということを目的とした事業です。

　今後につきましては、そのような形で

研修会等で培っていただいた技術等をぜ

ひ介護予防事業のほうで力を発揮してい

ただけたらと考えております。

　続きまして、７４ページの敬老事業に

ついてですが、敬老事業につきましては、

敬老祝い品の配付と敬老金の配付と二つ

の事業がございます。

　主に敬老祝い品につきましては、８月

下旬から９月上旬に向けて９０歳を迎え

られた方に対しまして、市長が祝い品を

持って訪問を行う事業になっております。

　合わせて、最高齢の方に対しても訪問

を実施しております。

　時期が少しずれるのですけれども、１

００歳をお迎えになられる方については、

できるだけ誕生日前後にということで、

こちらについては、同じく市長の訪問に

よりまして、祝い品をお渡しさせていた

だいております。

　敬老金の配付につきましては、年齢が

７７歳の方には、８，０００円、８８歳

の方には１万５，０００円、９９歳の方

には３万円、１００歳以上をお迎えにな

られる方については、５万円ということ

で、こちらは地域の民生児童委員を通し

まして、高齢者の方と民生児童委員とお

顔合わせいただく、こういう高齢者の方

がおうちにいらっしゃるというような実

態把握という意味合いも含めまして、配

付を依頼させていただいている事業です。

　在日外国人高齢者福祉金の支給事業で

すが、こちらにつきましては、在日外国

人の方で年金制度が開始になりました当

時に、年金制度上の理由によりまして、

老齢年金等を受給できない対象者になら

れた方に対する福祉金ということで、お

一人につきまして１か月１万円、年額１

２万円の給付をしている事業でして、対

象者が平成２５年度は５名の方が対象と

なっておられました。この事業について

は、大正１５年４月１日以前にお生まれ

になった方が対象となっておりますので、

年々少なくなっていく傾向にあろうかと

考えております。

　老人入所施設措置事業と老人ホーム入

所判定委員会運営事業についてですが、

老人入所施設措置事業と申しますのは、

養護老人ホームへの入所に関して、平成

２５年度新たに入所判定会議にかけて施

設に措置をしたという方がありませんで

したので、こちらの会議は開いておりま

せん。

　ただ、入所されている方については、

担当の職員が訪問等をして状況の確認等

対応を行っております。

　あと、ひとり暮らし高齢者安全対策事

業の中の緊急通報装置の設置についてで

す。

　対象者はどういった方かということで

すけれども、対象者の方については、お
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おむね６５歳以上のひとり暮らしで、病

弱な方を主な対象とさせていただいてお

ります。

　ただ、ひとり暮らしと申しましても、

家族と同居しておられるけれども、昼間

は、ご家族がご不在で、お一人になられ

るというような方も含め設置をさせてい

ただいております。

　この装置ですが、ペンダント式のもの

と、卓上に置くというものと二つありま

して、緊急時に対応ができるようなシス

テムになっております。ボタンを押すと

電話型のマイクから２４時間対応で待機

している事業所の担当にお声が届くよう

な形になっております。

　鍵もお預かりをしておりますので、緊

急時、救急車を呼んで対応が可能な場合

もあれば、事業者が訪問して現場を確認

した上で救急搬送という対応をとってい

ただく場合もあります。

　また、月に１回は安否確認ということ

で、電話を対象者の方に事業所が入れま

して、お身体の具合をお聞きし、その状

況については、状況報告ということで市

に提出がありますので、それを職員は確

認させていただいております。

　高齢者住宅支援事業ですけれども、こ

ちらの金額の差といいますのは、実際に

利用された方の件数が平成２４年度は１

０件、平成２５年度は２件ということで、

件数が減っておりますので、それに伴う

費用の減となっております。

　こちらの内容としましては、介護保険

の住宅改修といった事業もありますが、

それでは対応できないというような改修

についてもご本人にとって必要があれば、

こちらの住宅改造助成事業で、対応をと

らせていただいているものです。

○上村高義委員長　鈴木参事。

○鈴木保健福祉部参事　それでは、決算

概要７２ページ、社会福祉法人介護特例

補助事業についての内容についてご答弁

申し上げます。

　低所得者で生計が困難である方が、社

会福祉法人の介護サービスを受け入れら

れた際に、利用料を負担していただきま

す。

　この利用料の一定分を社会福祉法人が

負担するものであり、その負担額が当該

の事業の１％を超える場合に市から一定

の補助をする制度でありまして、現在、

その制度を利用されている方が市内で５

名おられまして、その社会福祉法人が負

担した額が２３万７，７４０円となりま

すが、事業費での１％に満たないことか

ら、市からの補助を執行しておりません。

　次に、決算概要７４ページ、摂津市立

桜苑の改修工事の件でございますが、本

市は、平成２５年４月のせっつ桜苑の譲

渡に伴いまして、建設から１６年を経過

し老朽化が進んでおります箇所の改修を

行い、譲渡後の施設管理、及び事業運営

に支障が出ないように、特に、入所者５

４名、通所利用者４０名と、たくさんの

方が利用されておりますので、その利用

者に支障が出ないように配慮し、市の責

任において必要最小限の改修工事を行っ

たものであります。

　工事につきましては、入札により９社

の中から決定しまして、工事の内容とし

ましては、屋上防水、外壁塗装、建具改

修、内装改修、耐震工事、石張り工事、

植栽工事など、建物全般にわたったもの

であります。

　工事期間は、平成２４年７月３０日か

ら同年１２月１１日までの約４か月半を

かけて実施したものでございます。

○上村高義委員長　吉田課長。

○吉田障害福祉課長　それでは、障害福

祉課に係るご質問に対して３点ご答弁さ
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せていただきます。

　障害児支援サービスの内容ということ

ですけれども、児童発達支援サービス、

医療型児童発達支援サービス、放課後等

デイサービス等、計画相談支援が主に給

付費の対象になっておりまして、この中

で、未就学児の児童発達支援、医療型の

発達支援が未就学児のサービスになって

おります。

　就学児のサービスといたしましては、

放課後等デイサービスというサービスが

就学児のサービスで、それらのサービス

に関してのプラン、計画をつくっていく

ということで、計画相談支援というよう

なサービスに分かれております。

　ご質問にありましたように、この平成

２４年度から平成２５年度にかけて非常

に給付費がふえているのではないかと、

その主な内容に関しましては、未就学児

の児童発達支援や医療型の児童発達も多

少は１割程度ふえておるのですけれども、

放課後等デイサービスがほぼ倍の増加に

なっておるということで、給付費の増の

主な原因になっておるかと思います。

　理由といたしましては、この平成２４

年度までに、このサービス、放課後等デ

イサービスは制度としてございませんで

したので、新たに国が制度として作成し

たサービスです。

　もともと障害というか、発達に支援が

必要な方の夏休みや長期休みの見守りと

いうのは、非常に課題になっておりまし

て、一定、市としましても移動支援のサー

ビス等で見守りはしておったのですけれ

ども、なかなか充実していなかった現状

があるのを、今回、制度として設立した

ことで、放課後等デイサービス、非常に

受け皿として喜ばれておるというふうに

聞いております。

　実際、事業所も市内の事業所は、平成

２４年度からふえているということで、

その受け皿としてふえているので、サー

ビスのほうも増加しているというふうな

現状ではないのかなと思っております。

　２点目の障害福祉サービス人材育成雇

用創出事業でございますが、緊急雇用創

出基金事業を活用した事業でございまし

て、障害福祉サービスの施設に勤務をし

ていただきまして、その中で働きながら

介護の初任者研修、以前のヘルパー２級

の資格や移動支援の資格を取っていただ

きまして、その後、それをもとに就職し

ていただくというような事業でございま

して、合計５名の方で２事業所で実際そ

の授業を受けていただいて、資格を取っ

ていただいたということでございます。

　その５名のうち、どれくらい就職され

たのかということなのですけれども、一

応４か月の雇用期間の間に資格を取られ

まして、５名の方のうち、４名の方が実

際に就職につながっておるというような

状況でございます。

　次に、３点目の訪問入浴のサービスが

委託から給付費にかかわっているのはな

ぜかということなのですけれども、以前

までは、３年間を目途に見積もりをとら

せていただいて、委託の訪問入浴の事業

者を１か所決めておったのですけれども、

やはり１か所だけではどうなのかという

ことで、登録制という形をとらせていた

だきました。ほかの訪問入浴の事業者も

入れる形を近隣市で見ていましたら、そ

ういう形でされているところもございま

したので、単価設定させていただいて、

給付費の形に事業のほうを変えさせてい

ただきました。

　ただ、実際に入られたのかということ

なのですけれども、ほかのところも声を

かけさせていただいたのですけれども、

実際は今まで委託されていたところしか
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登録いただけなかったので、単価設定も

ほかの近隣市さんとそれほど変わらない

額だったのですけれども、対象者の人数

とか状況とかもございますので、今後、

もし別の利用者の方が事業所を選ばれる

ときに、選べる形をとれたらなというこ

とで、こういう形に変えさせていただい

たということで、特にサービス等状況は

変わっていることはございません。

○上村高義委員長　東澗参事。

○東澗保健福祉部参事　決算の概要、９

０ページ、生活支援課に係る非常勤職員

等賃金の増加についてお答えします。

　これは、平成２５年４月より非常勤嘱

託職員として、介護支援専門員を１名配

属しましたので、その方の賃金約３００

万円が増加しております。

　次に、人件費の減少ですが、平成２５

年度は、人員に変更がございませんので、

人事異動に伴う給与差によるものと考え

ております。

　最後に扶助費の不用額がふえているこ

とにつきましては、当初予算の編成にお

きまして、扶助費の計上は前年度の決算

見込み、それに中期財政見通しの伸び等

を勘案して計上しております。

　近年、被保護者数の増加が想定よりも

若干低いことによるものです。

　具体的な数字は、平成２５年度の生活

保護扶助費決算額２６億６，１８６万１，

５４８円につきましては、前年度の平成

２４年決算額２５億７，６７３万２，５

７８円に対しまして、８，５１２万８，

９７０円、３．３％の増となっておりま

す。

　なお、保護申請時の水際作戦など、強

度な締めつけによる扶助費の削減による

ものではございません。

○上村高義委員長　野村参事。

○野村生活環境部参事　それでは、私の

ほうから、決算概要１００ページの清掃

総務費の中の人件費事業と職員数の推移

についてお答えさせていただきます。

　まず、人件費の減につきましては、こ

れは、所管が総務常任委員会のほうにな

るかと思いますのでご理解いただきたい

と思います。

　職員数の変動につきましては、第４次

の行財政改革の中身で、現業職員数につ

きましては、当面退職不補充となってお

りますので、それによるものでございま

す。

　その中で、環境業務課の職員数につき

ましては、平成２４年度から平成２５年

度にかけては退職者がおりませんでした

ので、変動なしとなっております。

　ちなみの括弧の中の１人につきまして

は、再任用職員ということでご理解いた

だきたいと思います。

　環境センターの職員数につきましては、

環境センター長のほうからお答えさせて

いただきます。

○上村高義委員長　森川センター長。

○森川環境センター長　環境センターの

職員数についてお答えさせていただきま

す。

　環境センターの職員数につきましては、

平成２４年度正職１６名、再任用６名、

合わせて２２名、それにプラスいたしま

して、嘱託員、臨時職員が６名で合計２

８名でございます。

　一方、平成２５年度につきましては、

正職１４名、再任用７名の２１名、プラ

ス嘱託員、臨時職員が７名の合計は平成

２４年度と同様の２８名となっておりま

す。

　この職員体制でごみ焼却施設の管理運

営のほうを行っております。

○上村高義委員長　山田次長。

○山田生活環境部次長　産業振興課に係
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ります２点のご質問にお答えいたします。

　まず、中小企業金融対策事業の過去５

年間の融資実績でございますが、決定金

額件数のベースでお答えします。

　まず、平成２１年度８７件、３億８３

０万円、平成２２年度４９件、１億８，

７３０万円、平成２３年度１９件、５，

４６０万円、平成２４年度３７件、１億

１，９００万円、平成２５年度２５件、

６，９２５万円でございます。

　この間の融資の条件等の制度変更につ

いてでございますが、融資限度額貸付金

につきましては、この５年間変更はござ

いません。６００万円限度の１．２％で

ございます。

　それから、融資期間につきましては、

平成２１年度、平成２２年度の申し込み

につきまして、４年以内のところを５年

以内に期間を延長しております。

　それから、利子と保証料の補給金の制

度ですが、利子補給金につきましては、

平成２１年度、平成２２年度の申し込み

につきましては、制度では完済後に利息

の２分の１を補給するところを、全額補

給するということで、変更しております。

　次に、企業立地等促進事業の企業立地

奨励金の利用実績についてお答えいたし

ます。

　この制度の奨励金の支給については、

平成２４年度から開始されております。

平成２４年度の実績は３件で合計１，３

６４万５８８円、３件とも全て大企業と

なっておりました。

　昨年度、平成２５年度の実績は、件数

で１３件、金額の総合計が５，０６４万

６，７０５円で、内訳としましては、大

企業が９件、中小企業が４件、大企業の

ほう、１社で複数件の申請もありますの

で、会社の数でいいますと、大企業が６

件、中小企業が４件の１０社ということ

になります。

　それから、金額ベースでいいますと、

大企業が４，８４６万７，４９３円、中

小企業が２１７万９，２１２円で、率に

しますと大企業が約９５．７％というよ

うな結果になっております。

○上村高義委員長　前野課長。

○前野保健福祉課長　高齢者肺炎球菌と

高齢者インフルエンザの制度説明のとこ

ろで、対象者、実施機関は申し上げたと

おりなのですけれども、接種費用につき

ましては、高齢者インフルエンザは１，

０００円、高齢者肺炎球菌は、市のほう

から３，０００円を助成するという形で

行っております。

　高齢者インフルエンザは１，０００円

ですが、減免制度がございまして、非課

税世帯と生活保護受給者には、１，００

０円の減免としております。

　高齢者肺炎球菌の対象者数ですが、３，

２３７人で、接種率７．２％でございま

した。追加させていただきます。

○上村高義委員長　増永委員、人件費に

かかわることは、総務常任委員会の所管

になりますので、影響のない範囲で質問

をお願いします。

　増永委員。

○増永和起委員　それでは、２回目の質

問をさせていただきます。

　まず、４６ページの水道料金の減免事

業です。

　私のご近所の方もこの水道料金の減免

制度を受けてらっしゃったということだっ

たのですけれども、これがなくなって年

金生活をしている中で、非常に大変だと

いうことを聞いています。

　暑い時期でも、お風呂やシャワーを節

約しているとか、本当にお花が好きな方

なのですけれども、花に水をやるのも、

水道の水を使うのをやめたと、雨水がた
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まった分だけをやっているというふうな

ことも聞いております。

　今さっき影響額として、２，３４９万

４，７１６円ということでしたけれども、

これは、消費税５％の計算でされている

のではないかと思うのです。今もう８％

に上がっておりますし、また、これから

１０％になるというような、そういうこ

とも政府のほうは考えているところです

ので、本当に年金は下がっていくし、ど

んどんいろんな払いがふえてくるという

中で、この制度については、本当に大事

な制度だったのではないのかなというふ

うに思います。

　ぜひとも復活をさせていただきたいな

と思うのですが、これは、障害者の方や

ひとり親世帯の方にも影響があると思う

のですけれども、高齢者に対しての影響

ということについてどう感じておられる

のかお聞きしたいと思います。

　次に、５２ページのＬＥＤ防犯灯のこ

とですけれども、今回、昼間なのについ

ているとか、夜なのにつかないとか、そ

ういうようなこともご近所からいろいろ

と聞く状態があったのです。センサース

イッチのトラブルというふうにお聞きし

ているのですけれども、新しくつけると

きの機種と、旧のセンサーが合わないと

いうようなことで、それに対しての対応

をまた施工業者が後で行ったと、不具合

のあるとこを変えていったということに

なったのかなと思うのですけれども、先

ほども修繕の話が少し出ていましたけれ

ども、この不具合があった分の対応の金

額というのは、市のほうが後から入札金

額以外で出されたのか、それとも業者が

負担をかぶったのかということを教えて

いただきたいというふうに思います。

　次に、６４ページの窓口業務管理事業

です。今、トラブルはなく、市民からも

好評ですということでお話をいただいた

のですけれども、東京都足立区で、偽装

請負の問題がこの同じように窓口業務の

ことであったと思うのです。その偽装請

負の問題があったところと、摂津市と同

じ事業者だと思うのですけれども、摂津

市ではこれについてどういうふうに考え

ておられるのか、労働局から是正指導を

受けて足立区は委託事業者と契約を１０

月に変更するというふうに報道されてい

ると思います。摂津市の中では、この足

立区と違うところというのはあるのか、

何を委託して何を委託しないのか、今後

についても教えていただきたいと思いま

す。

　次は、７０ページのコミュニティソー

シャルワーク事業についてです。お二人

で安威川以南、以北をそれぞれ担当され

ているということで、本当に大変な事業

だと思うのです。ソーシャルワーカーの

方は、本当にご苦労されているのではな

いかなと、私もご近所のご相談で力をか

していただいたこともありますので、そ

れについては、本当にお二人でやってはっ

たのかというのも今聞いてびっくりして

いるところなのですけれども、高齢者や

障害者、その他、いろんなことについて

かかわっておられるということなのです

けれども、この方々は専任で正規職員で

すよね。ソーシャルワーカーの仕事だけ

ではなくて、ほかの仕事もされているの

か、それともこれ専任でやってはるのか

ということを教えていただきたいなとい

うふうに思います。

　件数として、１１件とか１６件、持っ

てはるということなのですが、これは、

常時抱えておられる件数ということなの

ですか。もっと日々いろんなことが、私

が相談したようにあるのだろうと思うの

ですけれども、そこもちょっと教えてい
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ただきたいなというふうに思います。

　次、７２ページの社会福祉法人介護特

例補助事業です。介護保険の利用料での

減免されるということがないと思うので

すけれども、この事業が本当に唯一の減

免になるのではないのかなというふうに

思うのです。

　対象となられる人というのが、もっと

たくさんいらっしゃるのではないのかな

と思うのですけれども、こんなに少ない

ということについては、どうしてなのか

なというふうに思うのですけれども、対

象者がいらっしゃらないのか、それとも

周知が徹底していないのか、何が問題な

のか、どう考えていらっしゃるのか、ちょっ

と教えていただきたいなというふうに思

います。

　それから、７２ページの介護予防活動

促進事業。これは、運動指導員の育成と

いうことでお聞きいたしました。いろん

な介護予防のための講座をやってもらう

ということですけれども、これは、雇用

を生むための事業だったのではないのか

なというふうに思うのですけれども、就

職とかそういうことは、どこかにできた

ということになるのでしょうか。ちょっ

とそれを教えてもらいたいなというふう

に思います。

　それから、７４ページ、敬老事業、敬

老祝い品と敬老金と二つそれぞれの事業

の説明をいただきました。本当にこれ市

民の方から喜ばれている内容やなという

ふうに思います。ご近所の方も突然これ

あんたにプレゼントといってお金を一封

持って来てもらって、ええ何でって言っ

たら、あんたぞろ目やろと言われたのだ

と言うて喜んではりました。

　だんだん縮小してきているというふう

にも聞いているのですけれども、これ以

上縮小しないで引き続き続けていってい

ただきたいなというふうに思います。

　それと、在日外国人高齢者福祉金支給

事業、今、お話しいただきましたとおり、

国民年金制度、昭和３６年にスタートい

たしました。これは、国民皆保険の達成

を目指してスタートされたものですけれ

ども、このときに国籍要件というのがあっ

たわけで、アメリカ人を除く在日外国人

は適用除外ということにされていました。

在日外国人の方にも年金をということで、

その後、いろいろ運動も起きまして、昭

和５７年に国民年金制度の適用における

国籍要件が撤廃をされています。このと

きに、経過措置というものがありません

で、今、おっしゃられたように、国民年

金に加入できるのは、当時、３５歳未満

の在日外国人だけだったということで、

その後にも救済の道は開かれたのですが、

大正１５年４月１日以前生まれの在日外

国人の方は、この救済の道が開かれたと

きには、もう６０歳に達しておられたと

いうことで、もうそれは対象外だという

ことになってしまわれたわけです。

　日本人の中でも、無年金者というのが、

この昭和３６年に国民年金制度がスター

トするときに、入れない人たちというの

がいてたのかということですけれども、

このときは、５０歳に達していた日本人

は７０歳から無拠出の老齢福祉年金が支

給され、日本人の無年金者を出さないと

いうことが行われています。

　こういう経過措置を、この外国籍の方

についてもやればよかったのですけれど

も、外国籍の方についてはそういうこと

をやらなかったということで、いまだに

年金がない状態の高齢者の外国籍の方が

いらっしゃるということになっていると

思います。

　老齢福祉年金や障害年金の財源という

のは、国庫負担によって行われていると
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いう論もありますけれども、在日外国人

の方も納税者であるわけですし、これに

ついては、そういう措置をすべきであっ

たという意見が多くあると思います。

　国は、いまだにこのことをしっかりと

問題に向き合わずにもうご高齢で、本当

に対象となる方は少なくなっているので

すけれども、そういうことについて口を

つぐんでいるという状態ですけれども、

市町村は、この福祉給付金、福祉の向上

を図る観点から、これを支給されてきた

と思います。非常に大きな、大切な事業

だというふうに思っておりますので、こ

れについても、ぜひ、これからも存続を

続けていってほしいなというふうに思い

ます。

　第５次行革の中で、市単独扶助や補助

金の見直しということが書かれておりま

すけれども、こういう市の単独の扶助と

か補助金ということについては、この敬

老祝い金、敬老祝い品、また、在日外国

人高齢者福祉金、このようなものもこの

中にあるのですけれども、ここは、摂津

市の良心というふうな事業だと思ってお

りますので、ぜひともこれは、今後とも

引き続き継続して実施していただきたい

というふうに思います。これは、要望と

しておきます。

　次に、老人入所施設設置事業、７４ペー

ジ、老人ホーム入所判定委員会運営事業、

これは、平成２５年度の新入所はなかっ

たということでこういう数字だというお

話でした。

　入所の待機者、これは、あるのではな

いかと思うのですが、どれだけいらっしゃ

るのかということについて教えてくださ

い。

　それから、せっつ桜苑の７４ページ、

改修費、お話をいただきました。以前か

らも利用者のために市の責任で改修をし

て、それから、民営化するのだというお

話を何回も聞いているのですけれども、

それであるならば、本当に利用者のこと

を考えるならば、民営化すべきではなかっ

たのではないかというふうに思います。

　これから、介護保険の制度が大きく変

わっていく中で、やっぱり市が持てる施

設であるか、そうでないかというのが大

きな影響が出るのではないのかなという

ふうに思いますので、介護保険の制度が

変わっていくに際して、利用者本位とい

うことについて、せっつ桜苑にどういう

ふうに働きかけていかれるつもりなのか

ということをお聞かせ願いたいと思いま

す。

　ひとり暮らし高齢者安全対策事業、７

４ページ、緊急通報装置です。

　７３歳ひとり暮らし女性から電話がか

かってきました。糖尿病があるのですけ

れども、日々は元気に過ごしています。

この緊急通報装置を使いたいけれどもあ

かんと言われたと、だめなんですかとい

うふうに言われました。

　私も担当の職員の方のところにいって

聞いたのですが、ただ糖尿病だというだ

けではだめなのですということで、済ま

なさそうに言われました。病弱であると

いうことが、一つ条件になっていると、

脳梗塞で倒れた経験があるとか、そうい

う方だったらこの通報装置使っていただ

けますと言われたのですけれども、脳梗

塞で倒れてしまってからでは遅いのでは

ないのかと、やはり、その手前にこの通

報装置を持っていただくことが、大事な

のと違うかというふうに思うのです。

　他市なんかは、病弱であるというよう

な条件を入れてはるのかどうか。ちょっ

と他市の状況なんかも聞かせてください。

　この病弱ということを、入れられてい

る理由というのも教えていただきたいと
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思います。

　高齢者住宅支援事業、７４ページです。

申請の件数が減っているということです

が、住宅をちょっとでも改善したい、改

修したいというお話は、高齢者の方から

も結構たくさんお聞きをします。

　それが、なかなかこういう制度の利用

につながっていないというのが、一つに

は、周知がされていないということもあ

るかもしれませんが、その制度が使いに

くい制度ではないのではないかというふ

うに思います。

　もっと使いやすい制度ということを考

えていかないといけないのではないかな

というふうに思うのですけれども、その

へんについてご意見をお伺いしたいと思

います。

　８０ページ、障害児支援事業、障害児

通所給付費。これは、放課後等デイサー

ビスの増加によって大きく金額がふえて

いるというふうにお聞きしました。

　確かに、いろんな事業所が出てきてい

ると思います。厚生労働省児童福祉法の

一部改正の概要についてというのを見ま

したけれども、この放課後デイサービス

の基準ということでは、いろんな小学校

だとか、中学校だとか、高校生まで対象

が広がっていますので、いろんな学校か

らやってきていいよということになって

いまして、障害もさまざまな障害の子ど

もたちがそこに集まってくるというふう

なことも可能だと、障害児の数が１０人

までは２人で見るということが、この基

準の中には出てきています。指導員、ま

たは、保育士が見るということになって

いるのですけれども、そのうちの一人が

正規の職員、常勤であれば、後は、常勤

でなくてもいいというふうなことも書か

れています。

　子どもたちの安全な放課後ということ

を、しっかりと保障していくために、ど

のように考えておられるのか、また、研

修の制度はどうなっているのか、それか

ら、職員がどのような労働条件で働かれ

ているかというふうなことについて、摂

津市のほうはどういうふうにつかんでい

らっしゃるのか教えていただきたいと思

います。

　それと、今の事業所の数も教えてくだ

さい。

　障害者福祉サービス人材雇用創出事業、

８０ページの分です。５名が資格をとり

はったと、２事業所で、しかもその５名

のうち４名が就職されたということで、

非常に有意義な事業なのかなというふう

に思います。

　障害者の方に対してのそういうヘルパー

であるとか、移動支援であるとかという

ような職業というのは、これからもやっ

ぱり必要になってくるものだと思います。

　ただ、これは、単年度で変わる事業だ

というふうにも伺っているのですけれど

も、せっかくこういう成功例というのが

できているところですので、これからそ

れについて、引き続きやっていくという

ことについては、どうお考えなのか、政

府への働きかけとかも含めて教えていた

だけたらなと思います。

　入浴サービスは、何で給付費になった

のかということはわかりました。しかし、

実態としては変わっていないというよう

な状況ですので、どういう形が今後いい

のかということについては、また、考え

ていっていただきたいなと思います。

　これは、要望しておきます。

　生活保護、９０ページ、非常勤職員、

介護支援専門員は、ふえていますよとい

うことで、これは、以前の委員会の中と

かでも話がされていて、介護保険の利用

をカットするような専門員ではありませ
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んというようなご答弁も見させていただ

いております。そうではなく、よりよい

介護の実態、状態を一緒にケースワーカー

と考えるのだというようなお話だったの

で、具体的にどんなことをされているの

か、ちょっと紹介していただけたらなと

いうふうに思います。

　生活保護のほうは、伸びが考えていた

よりも低いので、金額はそんなにふえな

かったというお話でした。水際作戦など、

ないかと聞かれるかもしれないというこ

とで、先にお答えをいただいてありがと

うございます。

　高齢者の方の生活保護受給者の方は多

いと思うのですけれども、母子家庭であ

るとか、そういうとこら辺が摂津市は少

ないのではないのかなというふうに思う

のですが、そんなことはないですか。

　大阪府下全体として見て、そんなこと

はないのかなというのがちょっと気には

なっているのですけれども、生活保護受

給者の方の構成を教えていただけたらな

というふうに思います。

　それと、ケースワーカーの方が非常に

ハードなお仕事をされていると思います。

お一人あたり何件くらい担当されている

のかということについて教えてください。

　９４ページの感染病予防事業。この高

齢者のインフルエンザの予防接種につい

て、１，０００円でできるという話は、

皆さん、高齢者の方がされているのをよ

く聞くのですけれども、無料でもいける

人があるのだということについては、余

り知られていないように思うのです。

　これは、どういうふうにしたら無料で

できるというふうになるのかというのを、

ちょっと教えていただきたいのと、それ

をどうやってお知らせをしてはるのかと

いうこと。

　先ほど、水道料金のところでも言いま

したけれども、年金が非常に少なくなっ

ていますので、この１，０００円の負担

というのも苦しいと言われる方もいては

ります。ぜひ、無料で受けられる方がい

らっしゃるのなら、もっとそれを広げる

べきだと思うので教えてください。

　肺炎球菌のワクチンの助成については、

平成２６年度、国の制度で定期接種、１

０月１日からとなっているということで

すが、５歳刻みということで、それは、

摂津市も同じ内容だったのだと思うので

すけれども、それの狭間の年齢の方、長

い方は４年待たないとあかんと、こうい

う方からのどうなんやというような話と

いうのは、私も何回も聞いているのです

けれども、何でその５歳刻みで、その間

を待たないといけないのかと。実費でや

ると８，０００円くらいかかるというふ

うに聞いていますので、これについてど

うお考えかお聞かせください。

　１００ページからの環境センター、環

境業務課の問題です。やっぱり、人数が

少なくなるということは、大変な負担に

なっているのではないのかなというふう

に思います。これからは、業務委託も、

平成２６年から大きく広がっていくと思

います。可燃ごみ、不燃ごみの収集運搬

委託というふうなことでは、うちの地域

を委託業者が回ってはるのですけれども、

見ていますと、１台に２人で乗ってはっ

て、１人の方はゆっくりですけれどもずっ

と運転をしていて、もう一人の方は若い

方なのですけれども、ずっと走りながら

ごみを回収して、車の中にごみを入れて

いるという格好で、ずっとずっと走って

はる、止まるときもないぐらい走っては

ります。本当に大変だなというふうに思

うのですけれども、どれくらいの地域を

何台で、何時間かけて回っているのかと

いうようなことは、業者の場合はどうな
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のかというのを把握していらっしゃった

ら教えてください。

　事故とか、そういうこと、摂津市の職

員の方の場合は、すぐにわかるのですけ

れども、そういう業者に委託している中

での事故などというのは、どういうふう

に把握してはるのかということも教えて

ください。

　中小企業金融対策事業、１０８ページ

です。

　融資の条件が改善された年度というの

が、やっぱり、実績がぐっと伸びている

というふうに思います。数字を聞いてそ

うやなというふうに思いました。その平

成２３年、この改善がもとに戻ったとき、

これは、件数が落ちたと思うのですが、

その後、平成２４年、平成２５年は、平

成２４年がぐっとふえて、平成２５年は

ちょっと下がったけれども維持している

というふうな感じだと思います。融資要

求が非常に高いということが、これにも

あらわれているのかなと思います。

　市内の事業所実態調査、一生懸命頑張っ

てしていただいて、いい内容が出てきて

いるなと思いますけれども、その事業所

の実態調査の中にも中小企業ほど景気悪

化について、景況感悪いということで回

答されているというのが出てきます。

　また、支援の要望として、融資制度の

充実ということについても、この中で、

非常に割合が高いというふうに出てきて

います。

　この実態調査も踏まえて、先ほど、市

来委員のほうからは、預託金の増加とい

うことはできないのかというようなお話

もありました。私も本当にそうだなとい

うふうに思いますし、また、制度をもっ

と期間を長くするとか、そういうことが

考えられないのかというようなことにつ

いてもお聞かせいただきたいなというふ

うに思います。

　最後に、１１０ページの企業立地等促

進事業ですけれども、やはり、大企業が

非常に多いなというふうに思います。

　中小企業は、なかなか設備投資をした

くても、今はできないというふうなお声

をよく聞いています。

　その中では、中小企業数が伸びてきて

いるのだよというお話だとは思うのです

けれども、桁が違うというくらいこの企

業立地等促進事業に関しては、大企業が

使っておられるなというふうに思います。

　大企業がこれだけ税金を使って、この

制度を利用しておられるということであ

れば、やはり、市民に対しての還元とい

いますか、そういうものを是非してもら

いたいと思うのですけれども、そのこと

についてどう考えておられるのかお聞か

せください。

　それと、中小企業への対策、融資制度

もそうですけれども、そういう苦しんで

いる中小企業、一生懸命頑張ろうと思っ

ている中小企業に対して、どういうふう

な支援策を考えておられるのか、教えて

いただけたらなと思います。

○上村高義委員長　それでは、答弁を求

めます。

　早川課長。

○早川自治振興課長　ＬＥＤ防犯灯につ

いてお答えさせていただきます。

　委員おっしゃるとおり、防犯灯のデイ

ライトの不具合で、日中でも点灯という

例が多々ございました。市民の皆様には

大変迷惑をおかけしております。その不

具合でございますが、関電柱につきまし

ては、灯具の交換及び修理については、

関西電力が担当しております。一部、Ｎ

ＴＴ柱、または、自治会、市がつけたも

のにつきましては、工事は関電がしてお

りますが、灯具の交換、灯具代につきま
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しては、市のほうで負担となっておりま

す。

○上村高義委員長　船寺課長。

○船寺市民課長　市民課の窓口業務のこ

とについてお答え申し上げます。

　ご指摘の足立区において、本市と同じ

受託業者が受けました窓口業務委託に関

連いたしまして、労働局から是正指導を

受けたということでございますが、足立

区の委託業務につきましては、戸籍の届

出受付業務や、転出入の受付業務等、高

度な専門知識を必要とする業務まで及ん

でいたために、その進行管理におきまし

て、足立区の職員と受託業者の職員の間

で協議等が頻繁に行われた結果、偽装請

負と判断されたものでございます。

　本市は、証明書の交付業務が中心で、

戸籍の受付、転出入の受付業務は職員の

直営で行っております。

　また、定期的に協議の場を設け、事務

マニュアルの整備に努めているため、日々

の現場において協議が行われることはあ

りませんので、偽装請負には当たらない

ものと考えております。

　現在、詳細について、調査を行ってい

るところでありますが、見直すべき点が

あるようであれば、業務マニュアル、仕

様書等を改めてまいりたいと考えており

ます。

○上村高義委員長　前野課長。

○前野保健福祉課長　ＣＳＷの業務につ

いてでございますが、非常勤職員でほぼ

専任業務をやっております。個別支援を

していくには、地域のつながりもつくっ

ていくということが大事なことかなと思っ

ておりますので、そういうことで民生委

員の会議とか、災害時要支援の地域のモ

デル事業に参画するというような業務に

は入っておりますが、そのほかの業務に

はついておりません。

　２２件の件数という報告は、継続をし

ている件数です。相談のみで終わるケー

スもございますので、現在継続してかか

わっているケースが２２件でございます。

　高齢者や障害者等のほかのサービスに

つながりましたら、ＣＳＷは業務を終了

していきますので、そのつながるまでの

支援という形で実施しております。

　また、社会福祉協議会や包括支援セン

ター、障害福祉課、保健師等との連携を

しながら、業務を進めているところでご

ざいます。

　感染症予防事業についてでございます

が、減免の方法につきましては、一度、

市役所の窓口に来ていただいて、非課税

である、生活保護受給者であるかを確認

をして、問診票に免除の印を押しますの

で、それを持って医療機関にいっていた

だくということになります。

　もし、来られない場合は、一度、保健

福祉課にご連絡いただいて、郵送での手

続等のご案内をしているところでござい

ます。

　周知方法としましては、広報、ホーム

ページ等で、それと、医療機関窓口で相

談にいかれた場合に、そういう制度があ

るということをご案内いただくというよ

うなこともございます。

　肺炎球菌の節目以外の方の接種につい

ての考え方でございますが、ほかの予防

接種と違いまして、肺炎球菌は接種して

から５年以内に接種すると副反応がやは

り強く出るというようなタイプのワクチ

ンでございますので、そういう管理面の

問題が大きいかと思います。

　先行してこういう節目年齢という形で

実施している市町村もございますし、行

政として実施していくときに、管理の問

題から５年節目という形で実施しており

ます。
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○上村高義委員長　川口参事。

○川口高齢介護課参事　それでは、高齢

介護課に係りますご質問にお答えさせて

いただきます。

　水道料金減免事業の廃止についてです

が、高齢者への影響について、どのよう

に考えているかということでございます。

　高齢者の方の対象者としまして、ひと

り暮らしということになっておりました。

　ただ、ひとり暮らしであるということ

だけをもって水道料金の減免が必要な方

である、そういった福祉的な支援が要る

かどうかというようなことも検討、見直

しをさせていただきました。福祉的なサー

ビスの必要な方を支援するという視点に

立ち、制度見直しを行いました結果、高

齢介護に係りますサービスとしては、家

賃助成事業について非課税の方について

一か月当たりの１，０００円の増額といっ

たことと、車いすの方は通院等、受診等

がなかなかしづらいというお話がありま

すが、これを実施している移送サービス

については、台数が３台では対応が困難

であるという状況でございましたので、

移送サービスの車を１台増加という形で、

対応を図るということで、シフトをさせ

ていただきました。

　よく介護保険の窓口でも、年金は下が

るけれども、保険料はふえるということ

も直接お聞きもしておりますので、要ら

ないというサービスということでは決し

て考えておりませんが、やはり、限られ

た財源の中で、必要な方にどのようなサー

ビスを提供するのが一番いいかというこ

とを、今後につきましても、検討、協議

をしながら対応していきたいと考えてお

ります。

　２点目の介護予防活動促進事業ですが、

先ほどの１回目のお答えで説明が不足し

ておりました。

　この雇用の対象者については、４名の

方の運動指導者の育成ですが、この事業

をＮＰＯ法人のせっつブルーウィングス

に委託をしております。

　事業自体がまだ平成２６年の１０か月、

対象期間でありますので、また、この事

業による卒業生といいますか、就職とい

う形にはまだ至ってはいないのですが、

この事業終了の折には、今後、介護予防

活動に従事していただくようなＮＰＯ法

人等への就労ということも可能ではない

かというように考えております。

　老人入所施設の待機者の状況ですが、

この事業につきましては、現在、養護老

人ホームへの入所ということで、平成２

５年４月現在、１５名の方の措置をして

おります。

　養護老人ホームについては、経済的、

環境上の理由から措置を市で行うという

判断になりますので、ご相談をお受けし

た場合でも、心身の状況から、養護老人

ホームではなくて、介護認定等をお受け

いただいて、特別養護老人ホームへの入

所が適切ではないかという場合には、養

護老人ホームへの入所はお断りをさせて

いただく状況にありますので、養護老人

ホームの対象者についてご相談をお受け

すれば、その時点で、都度都度検討を課

内で行いまして、面接等もやりながら、

ご本人にとってどちらの施設が適切かと

いうようなことで判断をさせていただい

ております。

　次に、緊急通報装置についてです。今、

お話がありましたように、摂津市におい

ても、病弱というような表現を用いさせ

ていただいておりまして、ひとりでお家

で過ごされるにあたって、そういった意

味でのご不安というのは、多くの方がお

持ちかとは思うのですけれども、希望者

全員に設置をするというような状況には
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ありません。

　近隣市、北摂の茨木市、高槻市、吹田

市、池田市の状況しか、ほか府内の全域

の状況については、手元にないのですけ

れども、ひとり暮らし高齢者等で病弱な

人ですとか、日ごろから健康不安を抱え

ている、具体的にはとお聞きしますと、

高血圧とか、心臓病とか、認知症とかと

いうことで、一定、そういったご病気の

あられる方、あるいは、緊急対応が必要

な疾病のある方、緊急通報の可能性が高

い方ということで、身体上の状況なども

職員等が聞き取り等を行って、判断をさ

せていただいているような状況とお聞き

しております。

　住宅改造につきましては、住宅改修を

したいけれども、利用につながらないの

は、ちょっと使いづらさがあるのではな

いかというご質問です。

　市で実施しております住宅改造助成事

業というのと別に、介護保険制度で実施

しています住宅改修については、平成２

４年度２６６件、平成２５年度には２５

４件ということで、上限金額が２０万円

までとなっているのですけれども、割と

簡易な改修については、こちらの制度を

利用している方が多くあられるのではな

いかと考えております。

　窓口に介護保険の申請ということでは

なく、むしろ手すりをつけたいという形

で来られる方もいらっしゃいますし、そ

ういう方には、ちょっと使いにくいなと

思われるのは、もしかしたら介護保険の

申請をまずお勧めさせていただくような

状況になりますので、そういう意味では、

介護保険の申請からかというようなこと

においては、少しまどろっこしいなとお

思いの方もいらっしゃるかもわかりませ

ん。

　やはり、公費を使って、あるいは、保

険を使って実施をする改修、改造ですの

で、手すり等の取りつけ位置につきまし

ても、保健センターの理学療法士や作業

療法士といった専門職が必ず事前に同席

をしまして、ご本人の身体の状況から、

そういった適切な位置に適切なものを設

置、改修するということに重きを置いて

おりますので、そういった意味では、多

少時間がかかります。ここにつけてくれ

たらいいのに、使いにくいというような

お気持ちになられるかもわかりませんけ

れども、そういったご不満が入りました

ら、事業の趣旨等、事業の流れ等につい

てご理解いただけるように説明をさせて

いただきたいと思います。

○上村高義委員長　鈴木参事。

○鈴木保健福祉部参事　それでは、社会

福祉法人介護特例補助対象者が少ないの

ではないかという点にご答弁申し上げま

す。

　この制度は、低所得者ということで、

条件がございまして、市民税が世帯非課

税であること、預貯金が単身の場合でし

たら３５０万円以下であること、日常生

活に際しましてほかに運用資産がないこ

と、負担能力がある親族等の扶養を受け

ていないこと等の条件をクリアされまし

て、減額書の交付を行っております。

　減額書の発行につきましては、のべ１

９名の方に発行をしておりますが、先ほ

どもご答弁申し上げたように、利用され

た方は５名でございます。

　続きまして、せっつ桜苑の利用者本位

を今後も続けていくためにということで、

市としてどう考えているのかということ

についてご答弁申し上げます。

　本市といたしましては、平成２５年４

月の民営の開始後も、以前の公設の役割

を認識していただいて運営されているこ

とから、特に、移行による利用者への苦
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情もなく、また、時折緊急に発生します

虐待などの緊急の入所の措置なども今ま

でどおり時間外の事例が発生してもスムー

ズに対応していただいている状況であり

ます。

　また、特に方針や取り扱いが変わった

ということも聞いておりませんし、担当

課といたしましても不具合を感じており

ません。

　ただ、移行の当初につきましては、職

員がバタバタしていて、少し利用者が声

をかけにくい状況が一時はあったという

ことは聞いておりますけれども、それ以

降、特に継続した苦情等はございません。

　今後、担当課といたしましては、引き

続いてこの良好な関係を確保しまして、

事業を進めていきたいと考えております。

○上村高義委員長　吉田課長。

○吉田障害福祉課長　障害福祉課に係る

ご質問に関してご答弁させていただきま

す。

　放課後デイサービスが非常にふえてお

るというような状況の中で、子どもたち

の放課後に関しての安全をどのように考

えられているのかということなのですけ

れども、先ほど、通所の事業の中で相談

支援の計画をつくるサービスがあるとい

うお話をさせていただいたかと思うので

すけれども、摂津市内の児童発達支援セ

ンター、社会福祉事業団に運営していた

だいているのですけれども、そちらのほ

うで積極的に支援計画をつくっていただ

いております。

　その中で、事業所のサービスの中身や、

利用者の方の内容、それを適切に情報提

供をさせていただいたりとか、場合によっ

ては、具体的に利用者や事業者の方の相

談にのっていくことで、サービスの安全

を確保しているという状況です。

　市内の事業所の中で、やはり児童の方

の場合でしたら、就学児ということで、

小学校低学年の方と高校生に近い方、同

じ事業所でというのは、なかなか現実と

して難しいということで、実際、市内の

事業所、それなりの特徴をもって事業を

されております。比較的、中学生から高

校生ぐらいの方を中心にしておられる事

業所とか、小学校低学年を中心にしてお

る事業所というように、事業所で分かれ

て事業を運営されておるという実情もあ

りまして、そういうところを適切に相談

支援のほうが状況提供をすることで選択

していると聞いております。

　市内の事業所に関しましては、平成２

５年度、児童発達支援センターに関して

は１か所で児童発達、放課後デイサービ

スに関しては７か所、平成２６年度現在

では、また２か所ふえまして、９か所と

いうふうな状況で聞いておる状況です。

　職員の労働条件に関しては、どうなの

かということなのですけれども、このよ

うな事業所の指定のほうは、大阪府のほ

うが指定しているという関係上、市のほ

うでは把握をしていないという状況でご

ざいます。

　２点目の障害福祉サービス人材育成雇

用創出事業に関しましては、国のほうの

事業を使わせていただいて、適切にでき

たのかなと考えております。こういう国

の補助の動向等を注意しながら、関係機

関と密接に連携して適切に行っていけた

らと考えております。

○上村高義委員長　東澗参事。

○東澗保健福祉部参事　生活保護の介護

支援専門員の具体的な活動内容について

お答えします。

　まず、みなし２号被保険者につきまし

ては、介護保険制度でチェック機能があ

りませんので、全般的に見てもらってお

ります。
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　次に、最近新しく建設されているサー

ビス付高齢者住宅などを中心に、入居さ

れている方についてケースワーカーと同

行しながら利用者の状況を確認していた

だき、サービス内容に偏りがないかなど

についてケアプランの中から評価しても

らっております。

　それから、ほかには、介護サービスの

マッチングの難しい方についても改善策

の検討などにもかかわってもらっており

ます。

　具体的な平成２５年度の実績といたし

ましては、年間を通して家庭訪問１５２

回、介護扶助の評価、適正判断５６件を

行っており、利用者のニーズや要望を反

映した中での対応に努めております。

　次に、保護の世帯別の状況でございま

すが、最新の今年９月の時点で、１，０

７６世帯受給しております。

　その内訳は、高齢世帯が５４５世帯で、

全体の５０．７％、次に、傷病世帯が１

７６世帯で全体の１６．４％、その他の

世帯が１６６世帯で１５．４％、障害世

帯が９６世帯で８．９％、母子世帯が９

３世帯で８．６％となっております。参

考までに保護率は１７．５４パーミルに

なっております。

　全国の状況ですが、少し古い資料にな

りますが、今年６月の時点で、全体で１

５９万６，２３４世帯、うち高齢世帯が

７５万３，０５５世帯、母子世帯が１０

万８，０２６世帯、傷病世帯が２６万８，

５８３世帯、障害世帯が１８万３，８９

９世帯、その他の世帯が２８万２，６７

１世帯となっております。

　次に、１ケースワーカーの持ち数でご

ざいますが、現在、ケースワーカーの中

には、庶務事務を兼任しているケースワー

カーがおりますので、一概に摂津市内の

全体の保護世帯をケースワーカーで割っ

て数字を出すという形では難しい状況に

ありますが、大体、ケースワーカー１人

あたり１００件を超える状況での対応と

なっております。

○上村高義委員長　野村参事。

○野村生活環境部参事　それでは、環境

業務課にかかわります２回目のご質問に

お答えさせていただきます。

　可燃ごみ、不燃ごみの収集運搬委託に

つきまして、どのくらいの地域をどのく

らいの時間で回っているのかというお問

いでございます。１日につきまして、お

おむね２，５００世帯を１業者で収集車

２台で回られている。時間につきまして

は、午前９時から回りまして、道路事情

や季節的なものもありますが、おおむね

１２時前後に終了しているというような

状況です。

　あと、業者の事故状況の把握について

でございますが、これについては、事故

等が起きた場合、必ず市のほうに報告す

るようにということで、これは徹底して

おりますので、そういう形で把握をして

おります。

　あと、委員からご質問のありました業

者の方が燃やせるごみ、燃やせないごみ、

各家の前での収集になっていますので、

走って収集されているということでござ

います。市の職員を擁護するわけではご

ざいませんが、市の職員も同様に走って

収集しておりますので、その辺ご理解い

ただけたらと思います。

○上村高義委員長　山田次長。

○山田生活環境部次長　中小企業金融対

策事業についてのご質問にお答えします。

　委員ご指摘のように平成２４年度に実

施しました事業所実態調査の中で、中小

企業においては、ものづくり分野では融

資制度の充実というのが一番多かったと。

　それから、商業分野におきましても、
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中小企業については、２番目に融資制度

の充実というのが多い結果が出ておりま

して、確かに中小企業の経営が厳しい状

況にあるということは認識しております。

　ただ、平成２１年度、平成２２年度に

融資の実績が非常に多く、その間、融資

期間の延長等の措置があったということ

なのですが、これは、リーマンショック

以降の、一番全国的に経済情勢厳しい時

期ということで、緊急的に実施した対応

ということで、いろいろと評価はあると

は思いますけれども、一定、落ちつきを

見せてきておるのかなというふうに考え

ておりまして、現状の条件で今のところ

適切なものというふうには判断しており

ます。

　ただ、景気の状況というのは、変動し

ますので、この融資の条件につきまして

は、本市のみで決定することはできませ

んので、その時々の社会情勢、金融情勢

を見ながら金融機関でありますとか、保

証協会と協議しながら決めていくという

ことになります。

　それから、もう１点、企業立地等促進

事業について、大企業優遇ではないかと

いうようなことでございますが、先ほど、

平成２４年度、平成２５年度の実績をご

答弁申し上げましたけれども、現状、平

成２６年度の見込みでいいますと、中小

企業のほうの利用のほうが今はどんどん

伸びておりまして、企業数でいいますと

大企業が平成２６年度７社に対して、中

小企業のほうが多く１１社というような

状況で、確かに金額的には、約５，８０

０万円と１，２００万円ということで、

どうしても大企業のほうが奨励金の額は

大きくなるということになるのですけれ

ども、当然、これは、固定資産税の、対

象となる納税額の２分の１の奨励金とい

うことですので、けた違いに奨励金が多

いということでありますけれども、固定

資産税の歳入のほうもそれだけ納付額も

多いというようなことでございます。

　この奨励金で、市民への還元について

どう考えるかということですけれども、

ちょっと一般的な話になるかと思います

けれども、市内に企業が新規に立地、あ

るいは、継続して立地して活動されると

いうことで、当然、市民の雇用にとって

もマイナスにはならないというようなこ

とと、その地域に通勤される方もふえた

りということで、近隣の消費がふえたり、

地域の活性化という効果もあるのかなと

いうふうに考えております。

　逆に、企業が撤退をしてしまいますと、

空洞化というようなことで、地域の活性

化だけではなくて、やはり、償却資産と

か建物に係る固定資産税の減収というよ

うなことにもつながるのかなというふう

に思っております。

　それと、この制度を実施することによっ

て、申請時とか交付時に当たって、我々

産業振興課の職員が、直接実地の訪問調

査を行ったり、窓口でヒアリングを行う

というようなことで、そういった中で意

見交換をしたり、市民の方の雇用の拡大

をお願いしたり、あるいは、企業の社会

的責任ということで、障害者の方の積極

的な雇用や、あるいは、人権に関する取

り組みの推進について理解を求めるといっ

たような取り組みも行っておりますので、

一定、メリットがあるものと考えており

ます。

　それから、最後に中小企業の支援策、

厳しい中で頑張っておられる中小企業に

どのような支援がということなのですけ

れども、これも当然、委員おっしゃるよ

うに経営の安定ということで引き続き同

じぐらいの施策を続けていくことも大事

と考えておりますが、実態調査の中で、
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一つには、取引先の紹介というようなニー

ズもあるというようなことも、ものづく

りの中小企業さんからございました。

　そういう中で、企業と企業のマッチン

グ、ビジネスマッチングというような事

業を実施したりというような、新たな展

開もしておりますし、市にとりましては、

経営安定も当然大事なのですけれども、

さらに事業を拡大していただく、あるい

は新規に事業を起こしていただくという

ようなことで、新たな雇用を生み出した

り、税収の増につなげたりというような

ことへの支援というのも必要だというふ

うに考えております。

○上村高義委員長　増永委員。

○増永和起委員　それでは、水道料金の

ことから、３回目質問します。

　家賃補助の１，０００円アップとか、

移送サービスの充実とかということにつ

いては、すごく頑張っていただいている

ということで評価しますけれども、それ

と水道料金の減免制度を引きかえにする

というのは、ちょっと違うというふうに

思います。

　やはり、水というのは、なくてはなら

ないものですので、高齢者の皆さん、障

害者、ひとり暮らしの皆さんもそうなの

ですけれども、やはり、この減免制度が

あったということは、非常に有意義だっ

たのではないかなと思いますので、ぜひ

とも復活をということを訴えて、これは

要望としておきます。

　ＬＥＤ防犯灯についてです。いろんな

トラブルが起きているということなので

すけれども、関電の負担だったり、市の

負担だったりということがあったという

ことなのですが、それがたくさんあった

のではないのかなというふうに思います。

　それによって、当初、予定していた市

の持ち出し分が、それ以上になってしまっ

たりとか、関電と言っても下請業者を使っ

てはるのだと思うのですけれども、そう

いうところへの負担がなかったのかとい

うことでは、ぜひ、検証していただいて、

今後、そういうことのないようにお願い

したいと思います。これも要望にしてお

きます。

　それから、窓口業務の分ですけれども、

足立区のやっていることと違うというよ

うなお話でした。

　今後もそしたらやっぱり住民票や印鑑

証明などの発行業務ということに絞って

業務委託をされていくということが、引

き続き変わらないのかということについ

て、もう一回確認をしたいと思います。

　そういうふうな発行業務であったとし

ても、例えば、以前も言いましたけれど

も、ＤＶの関連で住民票を移されたよと

いうようなときに、その加害者といいま

すか、そういう方がいらっしゃって、住

民票、加害者だけに限らず出そうとした

ら、これは、機械のほうでストップがか

かっているから本人さん以外には出ない

のだということで、これは安心してもらっ

て大丈夫というふうに前にご答弁いただ

いたのですけれども、発行されないなら

発行されないで、そこはまた何で出ない

のだというふうな発行を要求しはった市

民の方とトラブルになるというふうなこ

とだってあると思うのです。

　こういうことも、やっぱり、いろいろ

と考えていくと、委託ではなく、やはり、

職員の方がきちんと対応していただくと

いうことが望ましいと思います。

　これについても、また、ぜひこれから

いろいろと検証しながら考えていってい

ただきたいなと思いますので要望として

おきます。

　コミュニティソーシャルワーク事業に

関して専任で頑張っておられるというこ
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とで、中学校区に１人というふうに前に

コミュニティソーシャルワーク事業のと

ころに書いてあったように思うのですけ

れども、やっぱり安威川以南と以北に１

人ずつということでは、本当に大変だろ

うなというふうに思います。いろんな方

とのコーディネートもされないといけな

いということですから、やはり、地域に

密着して仕事をされるためにも、もっと

人数をふやしていただいて、しっかりと

市民のために役立っていただくというふ

うな観点から２人ではなく、もっとふや

していただくということを要望しておき

ます。

　社会福祉法人介護特例補助事業という

ことで、いろいろと条件が厳しいのかな

というふうに思います。

　介護保険に関しては、利用者の減免制

度というのが本当にないので、摂津市と

しても利用料減免ということについて、

この制度だけではなくて、考えていって

いただけたらなというふうに思います。

これも要望としておきます。

　それから、介護予防活動促進事業、ま

だ、卒業生が出ていないので就職という

ところにはいっていないというお話だっ

たと思います。

　今後ともいろんな勉強をされて、介護

予防の学習をしていただいて、元気な高

齢者が生き生きと活動してもらえる、そ

ういうサポートをしていっていただける

人がふえて、それがまた、就職にもつな

がるということであれば、非常にいいこ

とだなというふうに思っております。

　ただ、元気な高齢者が、その状態を維

持していつまでも元気でいられるように

というサポートと、介護認定を受けて要

支援の方が要介護状態にならないように

という援助というのは、また、全然別の

性格のものだと思いますので、国のいろ

んな動きはありますけれども、ここを混

同しないようにしていただきたいなとい

うふうに思います。これは、どういうふ

うにお考えか、一度、聞かせていただき

たいと思います。

　老人入所施設措置の事業ですけれども、

必要な方があれば、相談を受けていろい

ろとどういう形がいいのか、特別養護老

人ホームがいいのか、それともこの老人

入所施設のこの事業を使ったほうがいい

のかということで考えて、その人ごとに

対応するという、そういうご説明をいた

だいたと思います。

　しっかりと対応していただきたいなと

思うのですけど、特別養護老人ホームは、

本当に待機者がたくさんで、なかなか入

りづらいというようなことも聞いており

ます。

　入所をできる施設をもっとしっかりと

たくさんつくるということも課題なのか

なというふうに思いました。

　今後とも、いろんな状況があると思う

のですけれども、しっかりと対応していっ

ていただきたいと思います。これも要望

にしておきます。

　せっつ桜苑の問題ですけれども、これ

から施設入所できる方は、要介護３以上

の方でないと入れないというようなこと

も、今の介護保険の改悪の中では言われ

ているところです。

　そういうような状況の中で、本当に利

用者の方々、市民の方々にとって、いい

内容でこの桜苑があり続けていけるため

には、やはり、市の関与が非常に大事に

なってくると思うのです。

　一応、要介護３以上の方というふうに

はなっていますけれども、特別な事例と

いうことで、それぞれの状況に応じて要

介護１や２ということであっても入所で

きると、それを市が判定するというふう
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になっていると思いますので、その辺は

しっかりとかかわっていただいて、市民

のために役立つ、そういう施設であるよ

うにお願いしたいと思うのですけれども、

これについてもお考えをちょっとお聞か

せいただきたいなというふうに思います。

　ひとり暮らし高齢者の安全対策、緊急

通報装置。北摂のほうでは、みんなやっ

ぱり病弱とかいろいろ条件をつけている

よというようなお話でした。

　私に相談の電話をかけて来られた方は、

宮城県では、みんなそういう条件がなく

やってところもあるというふうに言うて

はって、ホームページを見る限りではそ

ういう市もあるようでした。

　摂津市緊急通報装置設置運営要綱を見

てみますと、この中には、その病弱とい

う言葉は出てこないのです。

　おおむね６５歳以上のひとり暮らしの

老人、ひとり暮らしの重度身体障害者及

び、これは６５歳未満の方、そういう方

が対象であるというふうにうたわれてい

ます。

　病弱というのが、どこから出てきたの

かわかりませんけれども、先ほど、市来

委員が質問していたときに、だんだん利

用されている人数が減ってきているとい

うようなご指摘もありました。

　やはり、ここは要件を緩和していただ

いて、申請の制度ですから、要件を緩和

したからと一気にふえるかどうかという

のは、それはわからないですから、たく

さんの方に利用していただくほうがより

よいのではないのかなと、何かあったと

きのほうがもっと大変違うかなというふ

うに思います。病気だけではなく、高齢

になると、骨折などけがのこともありま

すので、ぜひ要件緩和についてお考えく

ださい。これも要望にしておきます。

　高齢者の住宅支援事業、これについて

は、介護保険を使わなくてはいけなくて、

それだと手すりをつけるのにも大変だと

いうような、そういう声もあるというふ

うなことも伺いました。

　そういうこともありますけれども、もっ

といろいろと住宅のリフォームと組み合

わせて使いたいというようなときに使え

ないという声を私は聞いています。

　もう少し利用が進むような形というの

を、ぜひ高齢介護課だけではなく考えて

いっていただけたらなというふうにも思

います。市民の声を聞いていただきたい

なと、これは要望にしておきます。

　障害児支援事業、デイサービスのこと

ですけれども、新しくできた制度ですの

で、いろんなところが整っていない中で、

模索しながら頑張ってはるのだろうなと

いうふうに思います。それに対して、児

童発達支援センターなどがしっかりと相

談にのっていただいているのだなという

こともお話を聞いてよくわかりました。

　ぜひ、そういう関与をしっかりしてい

ただいて、一番はそこに通ってくる子ど

もたちが、安心、安全に過ごせる、ほっ

とできる居場所になるということだと思

いますので、これからもそこの点につい

て、児童発達支援センターだけではなく、

やはり、摂津市自体がそこにもかかわっ

ていって、よりよい制度になっていくよ

うに、ぜひ、お願いしたいなと思います。

これも要望にしておきます。

　障害者福祉サービス人材育成雇用創出

事業です。これは、国の分だということ

ですので、なかなか財源的に難しいのか

なと思いますけれども、ぜひ、これにつ

いては、ほかのところの様子も見ながら

ということでしたけれども、要望も挙げ

ていただいて、もう一度できないのかと

いうふうなことも考えていただけたら助

かります。これも要望にしておきます。
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　地域生活支援事業、これは生活保護で

すね。何年か前は、大阪市内は大変な数

だったけれども、摂津市ケースワーカー

の方１人あたり１００件いっていなかっ

たというふうに思うのですけれども、１

００件超えているということで、ぜひと

も人員の増加をケースワーカーの方につ

いてもしていただけるようにということ

をお願いします。要望にしておきます。

　肺炎球菌の件ですけれども、５歳間隔

でしないといろいろと管理の問題が大変

になってくると、副作用もあるというふ

うなことでおっしゃられていたと思うの

ですけれども、東京都台東区のほうでは、

この国の制度の間を埋めるような制度を、

任意ですけれども、やっておられます。

費用については、４，０００円ぐらいか

かるということらしいのですけれども、

市民の方は、５年経たないとできないと

いうことについては、高齢者の方はちゃ

んとわかると。７１歳で受けたら、そし

たら次は７６歳やんかな、というてはる

わけですから、間の年齢の方に４年間最

長待ってもらうというようなことがない

ようにするほうが、肺炎にかかって大変

なことになるよりも、市にとってもいい

のではないかと思いますので、ぜひとも

そういう国の制度の間を埋めるというこ

とも考えていただけないかなというふう

に思います。これも要望としておきます。

　インフルエンザについても、一回市役

所まで来てまたというのは、本当に大変

なことだと思うので、何かもっと簡単に

できること、郵送というのも言っていた

だきましたけど、医療機関を通じてでき

るようなことはないのかなというふうに

減免のやり方について思ったりもします。

　一度、研究していただけたらなと思い

ます。

　お知らせを医療機関を通じてしていた

だけるというのは、非常に有効かなとい

うふうに思いますので、そこは、ぜひ、

お願いしたいなと思っております。これ

も要望にしておきます。

　ごみの収集ですけれども、職員が非常

に一生懸命頑張ってくださっているとい

うのは重々わかっております。

　ただ、やっぱり１台に３人で乗ってお

られるのと、２人で乗っておられるのと

いうのは、全然違うのだなと。ずっと走っ

ておられる方、非常に若い方でした。で

ないと、もう２０代前半ぐらいの人でな

いと、あんな仕事できないだろうなと、

私なんかは見ているとそういうふうに思っ

てしまうところですけれども、これ以上

の委託拡大にならないように頑張ってい

ただきたいなと、不補充ということでは

なくて、現業の方、しっかりと補充して

いただきたいなと思います。これも要望

にしておきます。

　中小企業の融資の問題ですけれども、

消費税が８％になって、本当に中小業者

の方々は苦しんでいます。

　これから、いよいよ消費税を納税する

という時期が迫ってくるわけですけれど

も、本当にどうやって払おうかというふ

うに思っておられます。

　その上に、また、１０％になるなんて、

本当に廃業か倒産かというような声もた

くさん聞きます。アベノミクスによって、

円安になって物価高で、それもまた非常

に中小業者を苦しめています。リーマン

ショックのときに頑張っていただいたわ

けですから、ぜひ、今、もう一度、頑張っ

ていただきたいなというふうに思います

のでよろしくお願いします。これについ

ても要望としておきます。

　立地等促進事業ですが、大企業優遇で

だめなんだということを言っているわけ

ではありません。大企業の方がそうやっ
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て制度を使って活発に活動してくださる

ことによって、雇用やいろんな地域の消

費が見えるということをおっしゃってい

ただきましたけれども、それを予測では

なく、こうなったらいいなということで

はなくて、実際に使っていらっしゃる大

企業に働きかけていただくと、下請単価

をたたくのをやめるようにとか、そうい

うことも申し入れていただくというふう

なことが必要なのではないかなと、そう

なるであろう、なったらいいなというこ

とではなく、やはり、実際に摂津市の方々

をぜひ雇用してくださいということで言っ

ていただいて、そういう実績も上げてい

ただきたいなというふうに思っておりま

す。中小企業についての支援策は、融資

も含め、いろいろ考えられると思うので

すけれども、ぜひとも中小企業について、

こういう中身をということを、これから

予算組みもされていかれると思いますの

で、マッチングだけではなくて、私たち

は、住宅リフォーム助成制度など、ぜひ

創設していただきたいなと思っておりま

すので、また、そちらのほうもぜひ考え

ていただきたいなと思います。これも要

望にしておきます。

○上村高義委員長　そしたら、３点ほど

答弁があると思います。

　答弁を求めます。

　船寺課長。

○船寺市民課長　市民課の窓口業務の今

後のことについてお尋ねでございます。

　市民課窓口業務につきましては、委託

の部分のみならず、職員が対応している

部分につきましても市民からのアンケー

トによりまして「親切な対応をしていた

だいた」、「丁寧な対応をしていただい

た、喜んでおります」というような声も

聞いております。

　今後の委託の方向性については、次年

度以降、ご承知のように個人番号カード

の交付事務等も入ってまいります。

　これらの状況も踏まえまして、今回の

足立区での指摘事項、そして委員さんおっ

しゃられたような個人情報のセキュリティ

の問題もございますので、慎重に検討を

進めてまいりたいと考えております。

○上村高義委員長　川口参事。

○川口高齢介護課参事　介護保険の改正

に当たりまして、元気な高齢者の方への

サポートと、要支援の方へのサポートが

同じような状況になってはいけないので

はないかということについてです。

　平成２７年の介護保険の改正に伴いま

して、要支援の方の、訪問介護と通所介

護が主な移行のサービスと挙げられてお

りますけれども、これについて、要支援

の方に対しては、個別的、あるいは、専

門的なサービスということも現状におい

ても必要と考えておりますので、引き続

き、そういう支援が必要な方については、

そういったサービス提供ができるように、

また、元気な高齢者の方については、参

加の機会をふやすとか、高齢者同士がお

互いに介護予防に資するような活動をし

ていただくといった活動をしていただく

といったような形で、ご利用いただける

サービスについては、いろんな視点で、

いろんな方法で提供のほうをしていける

ように改正に向けて取り組みを進めてま

いりたいと考えております。

○上村高義委員長　鈴木参事。

○鈴木保健福祉部参事　それでは、せっ

つ桜苑は制度改正により、今後、要介護

３以上でないと入所できなくなると、要

介護、１、２の方はということについて

ご答弁申し上げます。

　介護保険の制度改正により、３以上の

方の入所と今後はなりますが、本市とい

たしましては、要介護１、２であっても、
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特段の事情がある方と、市が判断する場

合には、特例として入所することができ

ます。

　ですから、その時々の利用者の状況を

しん酌しながら、利用者の目線に立って

判断してまいりたいと思っております。

○上村高義委員長　増永委員の質問が終

わりました。

　暫時休憩いたします。

（午後３時１０分　休憩）

（午後３時２９分　再開）

○上村高義委員長　再開をします。

　引き続き質疑を受けます。

　村上委員。

○村上英明委員　それでは、私のほうか

ら何点かについてご質問だけさせていた

だきたいというふうに思います。私、決

算書のほうで聞かせていただきますので、

よろしくお願いいたします。

　まず初めに、歳入面ですけれども、３

０ページのところでございます。目１民

生費負担金という中で、社会福祉費負担

金ということがあるんですけれども、９

万７，８４５円という収入未済額が計上

されておりますけれども、この内容と今

後の対応について、１点目お尋ねしたい

というふうに思います。

　２点目は、同じく３０ページなんです

が、目１民生費負担金という中で、障害

福祉費負担金というのがあります。これ

も収入未済額のことでお尋ねするんです

けれども、３０５万４，１８８円という

ことで、前年の決算を見ますと、倍とちょっ

という形でふえているかというふうに思

いますが、これも内容と今後どういう形

で対応されていくのかということについ

て、お尋ねしたいなというふうに思いま

す。

　３点目なんですが、これも同じく３０

ページでありますけれども、目１総務使

用料という中で、コミュニティプラザの

施設等使用料ということで、１，６２８

万６，３４１円という使用料が計上され

ております。これも前年の決算を見ます

と、ややちょっとふえているというよう

なこともありますので、この辺どう認識

しておられるのかということをお尋ねし

たいと思います。

　次、３４ページでございます。目２衛

生手数料という中で、飼犬登録手数料と

いうのが計上されております。これも前

年度決算よりもやや減少となっていると

いうふうに思うんですけれども、手数料

ですね、６８万２，８００円という、こ

のことをどういうふうに捉まえておられ

るのかということをお尋ねしたいと思い

ます。

　同じく３４ページなんですけれども、

目４の塵芥処理手数料という中で、これ

も収入未済額なんですが、７２万５００

円ということで、前年度決算よりもやや

ふえているということがありますので、

その内容と今後の対応をお尋ねしたいと

いうふうに思います。

　５０ページであります。目１寄附金と

いうことで、環境業務課の２，３４０円、

また保健福祉課の１１５万円と、あと産

業振興課の８万３，０００円が計上され

ておりますけれども、この寄附の方がど

ういう思いがあって寄附されたのかとい

うことがもしあれば、お聞きしたいのと、

そのお金をどういう形で使われたのかと

いうことをお尋ねしたいというふうに思

います。

　次なんですけれども、５８ページでご

ざいます。目２の雑入という中で、さわ

やか広場とりかいの光熱水費負担金とい

うのが計上してありますけれども、摂津

市内４か所ですかね、福祉活動の拠点が

ある中で、このさわやか広場とりかいと
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いうことで、２８万４，１９６円が計上

されている理由について、お尋ねしたい

と思います。

　次は、歳出面でございます。８６ペー

ジですけれども、目１３の自治振興費と

いう中で、大阪行政相談委員協議会北摂

支部研修会負担金というので、これも前

年の決算と同額の２万３，０００円とい

うことで計上されているんですけれども、

この研修会の内容と、最近の議題という

か、話題ということについて、お尋ねし

たいと思います。

　先ほどもご質問があったんですけれど

も、９６ページのところでございます。

目１戸籍住民基本台帳費という中で、窓

口業務委託料というのが計上されており

ました。先ほどもいろいろと質疑がある

中で、市民の方も大変喜んでおられると

かいろいろとお聞きをしているんですけ

れども、この中で何人の方でこの窓口業

務をされているのかというのを１点目に

お尋ねしたいというふうに思います。

　それと先ほどもご質問があったんです

けれども、１０６ページのところでござ

います。目１社会福祉総務費という中で、

介護予防活動促進業務委託料というのが

ありました。先ほどもご質問があったん

ですけれども、これも介護予防というこ

とでこれから本当にこの分野が広がって

いくというか、深めていかなければいけ

ないような、そういう分野だと思うんで

すが、そういう中で高齢者の身体機能の

向上とか、健康増進とかということで、

指導員の育成ということであったかとい

うふうに思いますけれども、何人の方を

育成されたのかということと、また、雇

用の機会を図るということもあったかと

思うんですが、この雇用面がどういう形

で図られたのかということについて、お

尋ねしたいというふうに思います。

　次が１１４ページでございます。これ

も先ほどありましたけれども、目７の障

害福祉費ということで、障害者就労促進

業務委託料というのが計上されておりま

す。決算では２９０万４，９３９円だっ

たと思いますけれども、これも国の緊急

雇用の事業のことだと思いますが、予算

で執行率が４６．７％ですかね。半分ぐ

らいだったということで、その辺どうい

う認識をされているのかということと、

これが雇用にどうつながったのかという

ことを改めてお尋ねしたいというふうに

思います。

　１２６ページでございます。目２扶助

費の中で生活保護費、先ほども質疑がい

ろいろとされておりましたけれども、事

務報告書の中で、生活保護の開始が１７

９世帯の２５０人だったと思います。廃

止という項目の欄で、１５８世帯２０５

人というのが計上されていたかと思いま

すが、この開始と廃止だけを見れば、こ

の平成２５年度という中では、２１世帯

と４５人がふえたということになるのか

なと思うんですが、この廃止の分ですね、

１５８世帯２０５人、この内容をお尋ね

したいというふうに思います。

　１３２ページでございます。目２予防

費という中で、前立腺がん検診委託料と

いうのが計上されております。これも事

務報告から見ると、受診者が９１３人だっ

たということと、それからことしの第１

回定例会で減額補正があったかと思うん

ですが、当初予算から見れば、４分の１

ということになったかと思います。その

辺をどう捉えておられるのかということ

をお尋ねしたいと思います。

　もう１点、同じ１３２ページで乳がん

検診委託料ですね。これについても、受

診者が１，２８９人ということで報告が

上がっていたと思いますけれども、その
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人数と、これも減額補正をされたと思う

んですが、当初予算から見れば約４分の

３ということだったと思うので、その辺

をどう捉まえておられるのか、対予算比

をお尋ねしたいというふうに思います。

　次に、１３４ページでございます。目

４公害対策費という中で、測定委託料と

いうのが計上されております。平成２４

年度の決算では約４０万円という中であっ

たんですが、この平成２５年度は決算で

は５８万５，９００円ということで、若

干の増額ということでありますけれども、

この測定したデータをどういう形で活用

されているのかということをお尋ねした

いというふうに思います。

　次の１３６ページでございます。目１

清掃総務費という中で、全国都市清掃会

議負担金ということであるんですが、９

万２，０００円だったと思います。この

議題ですね、どういうふうな会議の内容

であったのかということで、お尋ねした

いというふうに思います。

　あと１３８ページということで、目２

塵芥処理費で施設整備基本設計委託料と

いうのが、この平成２５年度決算の中で

３１２万８，５８０円というのが計上さ

れております。これももともと平成２５

年度から見れば、平成２５年度は基本設

計と実態調査、そして今年度は実施設計、

そして来年度に建設して、平成２８年度

本格稼働ということであったかというふ

うに思いますが、この中で現状どうなっ

ているのかということをお尋ねしたいと

いうふうに思います。

　１４０ページでございます。目４環境

センター費で修繕料というのが計上され

ております。平成２４年度の決算では１

億２，８００万円ぐらいだったと思いま

すが、それが平成２５年度決算では、１

億９，５００万円ということで、約２億

近い決算が出ているというような状況で、

これも３号炉の修繕とか、４号炉の修繕

等々だったと思いますが、これもこの修

繕を毎年毎年１億、２億という中で修繕

が出ていくかと思うんですが、この支出

をどういうふうに捉まえておられるのか

ということをお尋ねしたいというふうに

思います。

　最後であります。１４４ページ、款５

農林水産業費、項１農業費、目３農業振

興費という中で、地域米消費拡大対策事

業委託料というのが計上されていると思

います。これも決算で７４万５，０００

円ということで、これも子どもたちの農

業体験等々だったかというふうに思いま

すけれども、その中で子どもたちがどう

いう感想を持ってこの事業をやっておら

れたのかということと、課題がもしあれ

ばお尋ねしたいというふうに思います。

○上村高義委員長　川口参事。

○川口高齢介護課参事　高齢介護課に係

りますご質問にお答えさせていただきま

す。

　決算書の３０ページの社会福祉費負担

金の収入未済額９万７，８４５円につき

ましては、こちらは本市が平成２２年１

０月になりますが、同居家族からの虐待

の疑いということで、緊急一時的に大阪

府内の老人施設に措置をさせていただき

ました。その折に利用者の所得に応じて

入所負担金が必要となりますが、こちら

の支払いが、いただけてない状況になっ

ております。緊急一時的な避難という状

況等もございましたので、その時点で本

人から徴収をすることは大変困難な状況

になっておりました。

　その後、ご本人は市外に転出されまし

て、生活保護を受けながら生活を始めら

れた後、平成２５年５月にお亡くなりに

なっていらっしゃいます。それまでの間、
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担当としましては、適宜負担金について

お支払いいただくようにと納付の啓発を

図ってきておりましたが、支払いはあり

ませんでした。今後の対応についてです

けれども、ご家族からの納付については

ご理解がなかなかいただけないというこ

とが予想されるということと、電話につ

いても通じないということで、そういっ

た意味では納付はいただけない状況にあ

るかと思っております。

　それと２点目が、歳出の１０７ページ、

介護予防の活動促進事業について、指導

員の人数と雇用面についてはどのように

なっているのかというご質問にお答えい

たします。

　この事業を委託させていただいていま

すのが、ＮＰＯ法人せっつブルーウイン

グスで、運動指導者という形で４名の方

の雇用契約を結んでいただいております。

この雇用については、介護予防の活動に

係る知識を習得していただくということ

で、学科や実技の研修を受けていただい

ているように聞いております。事業のほ

うが、平成２６年２月から平成２７年１

月までの１２か月の事業となっておりま

すので、今後そういった技術を習得され

た指導員の方が、どのようなところで雇

用を結んで活動をいただくかということ

は、今の時点では、わかってはおりませ

ん。

○上村高義委員長　吉田課長。

○吉田障害福祉課長　障害福祉課に係る

ご質問に関して、２点ご答弁させていた

だきます。

　３０ページの収入未済額の３０５万４，

１８８円の内容と今後の対応に関してで

ございますが、その収入未済の主な内訳

なんですが、２１０万２，２２１円に関

しましては、指定管理の施設の入所の光

熱水費でございまして、施設のほうが年

度末に支払ったんですけれども、銀行に

支払いまして、それが市の会計に行くの

が、少し年度を越えてしまいましたので、

平成２５年度に関しましては収入未済で

上がっておるという内容でございます。

　そういうわけで、前年度と比べると、

非常に金額が大きくなっておるという内

容でございます。

　また、それ以外に関しましては、入所

施設の利用料の長期の未払いの方がおら

れまして、その方、他市の市民の方なん

ですけれども、その方が主にその収入未

済の大半を占めております。金額的には

７８万９，７２２円、平成２５年度末で

は残っておりまして、ご家族の方がご本

人の障害基礎年金を管理されておるとい

うような状況でございますので、ご家族

とご相談させていただきながら、分割で

定期的にお支払いしていただいておる状

況でございます。

　それ以外の方に関しましては、年２回

程度納付のほうの促しをさせていただい

ておる状況でございます。

　２点目の就労促進の中で執行率をどの

ように考えられているのかと、それがど

のような雇用にこの事業でつながってい

るのかというような内容でございますが、

執行率に関しましては、ご説明させてい

ただいております二つ事業を主な就職の

場としてさせていただいておりました中

で、白色トレイの事業を１月から３月ま

での予定で考えておりまして、その募集

の方も４名ということで募集をさせてい

ただいておったんですけれども、実際な

かなかその事業に適切な方が来られなく

て、実際事業として雇用できたのは２月

に入ってからというような内容もありま

したので、執行率が低くなっておる状況

でございます。

　もう一方の旧小学校の清掃等の業務に
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関しまして、１１月から２名の方を雇用

させていただいておったんですけれども、

この１名の方が非常に休みがちでありま

して、先ほども少しありました就業・生

活支援センターの方の紹介というか、相

談の中で雇用もありましたので、実際な

ぜなかなか来れないのかとかいうことも

含めて、相談しながら、できるだけつな

がるようにという話をさせていただいて

いたんですけれども、なかなか結局定着

せずに、新たなお仕事のほうをというこ

とで、３月末にやめられたという状況も

あったので、執行率が低いという状況に

なっております。

　この事業に関しましては、平成２６年

度も継続してさせていただいておりまし

て、旧小学校の清掃等も新たな方を４月

から採用して、今はしっかりとお仕事し

ていただいておりますし、白色トレイの

ほうに関しましても予定されている方も

雇用されまして、きっちりと計画的に就

労のほうにつながっております。

　この就労の場の目的に関しましては、

実際仕事をする上で、なかなか機会がな

い方に関しましては、しっかりと毎日同

じ時間に規則正しく出勤して、一定の配

慮があるものの、集団生活で仕事をして

いくという経験が、新たな就業する経験

につながっていくのではないのかなとい

うふうに考えております。

○上村高義委員長　橋本参事。

○橋本生活環境部参事　それでは、私の

ほうからコミュニティプラザ使用料につ

いて、ご説明申し上げます。

　コミュニティプラザ使用料、決算額１，

６２８万６，０００円のうち、内訳とし

まして、コミュニティプラザの施設の貸

し室、備品使用料の関係と、レストラン

の行政財産の使用料があります。レスト

ランの分につきましては、１年分２０４

万５，０００円が前年と同額の収入を得

ております。残り施設使用の関係でござ

います。平成２５年度が１，４２４万１，

０００円、前年度１，１８６万７，００

０円で、約２３７万円の増額となってお

ります。

　この増額の要因の一つといたしまして、

平成２５年１０月に申し込み方法につい

て抽せん方式を導入いたしました。導入

は平成２５年１０月なんですが、従前の

ホール６か月先、会議室３か月先の申し

込みを同一日に毎日朝から受け付けして

おりました分を、月初めに利用者、１週

間利用申し込みをする方法で、それぞれ

１か月先延ばしにしまして、ホールは７

か月先の１か月分、会議室等でしたら４

か月先の１か月分を抽せん申し込みして

いただいて、その抽せんの結果に基づい

て、申し込みをしていただくと。平成２

５年度においては１か月分、いわゆる１

３か月分に近い収入があったという部分

が１点。

　それと稼働率の状況で、平成２４年度

には一月大体１００万円の収入で動いて

おりました。平成２５年度が一月、先ほ

どの計算でいきまして、１０８万円ぐら

いの使用料の収入で動いております。平

成２６年度、今現在１１５万円の収入で

動いております。この要因としましては、

指定管理者の導入によります夜間の受付

を午後７時まで延長している部分もあっ

て、稼働率のアップに伴っての使用料の

増が少し動いているという状況がござい

ます。よろしくお願いします。

○上村高義委員長　前野課長。

○前野保健福祉課長　保健福祉課に係り

ます５点の質問にお答えさせていただき

ます。

　まず３４ページの飼犬登録手数料が、

昨年度より少なくなっているということ
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のご質問ですが、飼犬登録は、犬生涯１

回登録ということになりますので、昨年

度の新規登録が２１８件ございまして、

再交付が１８件ということで、２３６件

のものでございます。現在、登録件数は

３，４８７件となっているところです。

　一般寄附金が保健福祉課で１１５万円

計上させていただいておりますが、１０

０万円につきましては、保健センターが

一般財団法人ということで、今までの持っ

ている財産を計画的に処分していかない

といけないということで、１０年かけて

市のほうに特定寄附という形で１００万

円ずつ受けているものです。１０万円に

関しましては、手芸ボランティアさくら

んぼから、活動で収益が上がった分とい

うことで、福祉活動にということでご寄

附をいただいております。また個人から、

５万円を福祉活動にということで寄附を

いただいており、合計１１５万円となっ

ております。

　３点目のさわやか広場とりかいの光熱

水費の負担金が２８万４，１９６円が歳

入になっておりますが、さわやか広場と

りかいは、市の施設であることから、一

旦、市のほうで光熱費を全て立て替え払

いさせていただきます。基本料金は社会

福祉協議会からで、基本料金を超えた分

に関しては、鳥飼小学校区の福祉委員会

から還付を受けたものでございます。支

払い方法に関しては、他の拠点と同様の

管理を行っております。

　４点目の前立腺がん検診委託料の予算

対比が、４分の１となっているというこ

とでございますが、前立腺がん検診が、

何か相談があれば保険診療で実施されて

いるというようなこととかもございます

し、自己負担金が２，０００円かかると

いうようなところが、希望者が少ないと

いう状況になっているものと思っており

ます。負担金２，０００円については、

国のほうでがんの実施についての対策型

のがん検診で、ガイドラインをつくって

おりますが、前立腺がん検診は、まだそ

この国が推奨するがん検診とはなってお

りませんので、自己負担をしていただく

という形でやっているところでございま

す。

　乳がん検診の委託料も、予算比で４分

の３という状況になっておりますが、一

応予算の段階では、受けていただきたい

ので、検診回数に応じて、予算をとって

いるところですが、予約が埋まらないと

いう状況もありますので、再受診勧奨を

実施したり、ほかの検診時にご案内して、

予約をとっていただいたり、乳幼児健診

等ほかの事業でも受診勧奨して、受けて

いただけるよう努めているところですが、

最終このように予算を使い切れないとい

う状況でございました。

○上村高義委員長　野村参事。

○野村生活環境部参事　それでは、私の

ほうから環境業務課に係ります４点の質

問にお答えします。

　まず１点目、決算書３４ページの目４

塵芥処理手数料の収入未済額の内容と対

応についてでございます。この部分につ

きましては、一般廃棄物収集運搬処分手

数料に係るものでございます。具体的に

は、通常の収集によるものではなく、臨

時的に大量のごみが発生したとか、引っ

越しの際などにごみが出た場合について、

有料で収集させてもらっている部分に係

るものでございます。これに係る収入未

済額で、現年分としまして１７万８，７

８０円、滞納繰越分として５４万１，７

２０円となっております。この部分につ

きましては、まず文書による督促催告を

行った後に、電話催告、訪問催告等を行

いながら、収入確保に努めていっており
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ます。今後につきましても、未納がある

方については、接触をする努力を行って

いきたいと考えています。

　次に、２点目でございます。決算書の

５０ページの一般寄附金についてでござ

います。この部分につきましては、市民

の方からごみ収集事業に役立ててほしい

ということで、寄附をいただいたもので

ございます。

　次に、１３６ページの清掃総務費の全

国都市清掃会議負担金でございます。こ

の会議の内容ということでございますが、

全国清掃会議という団体の名前でござい

まして、そこに属しているのが、清掃に

関係する全国の市町村及び清掃組合で組

織されております。議論されている内容

ですけれども、主に循環型社会の形成に

関することであったり、最近でございま

すが、災害廃棄物の対策に関することで

あったり、国への要望活動、また実務者

レベルの研修会等が開催されております。

　最後に、１３８ページの施設整備基本

設計委託料等についてということで、現

状と今後についてということでのご質問

でございます。

　この部分につきましては、先ほど委員

からのご質問にありましたとおり、リサ

イクルプラザの再整備ということで、平

成２５年度につきましては、廃プラスチッ

クの中間処理施設の基本設計、並びに各

種調査を行ったところでございます。本

年度につきましては、この基本設計を受

けて、実施設計と施行工事に当たる部分

をまとめた性能発注評価支援業務という

委託契約を行ったところでございますが、

この部分について、過日の民生常任委員

協議会でも報告させていただいたとおり

でございますが、具体的には、工事費に

係る交付金の状況が非常に厳しいという

状況、そしてこの１０月から実施してお

ります食品トレイの分別収集、ここの部

分の熟度を上げていくということがまず

優先されると。そして、近隣市との広域

連携等、今後の動向を見据えた中で、こ

の廃プラスチックの施設をまずつくって

しまって、リサイクルプラザのその用途

を固めてしまうよりも、そのような３点

の要因を、今後の動向を見た中で柔軟に

対応できるようにということで、一旦立

ちどまりということで、させてもらって

いる状況でございます。今後についても、

その周辺の動向等見据えながら、リサイ

クルプラザの有効な活用方法というのを

考えていきたいと思っています。

○上村高義委員長　山田次長。

○山田生活環境部次長　一般寄附金のう

ち、産業振興課に係ります８万３，００

０円の内容についてご説明を申し上げま

す。

　これは摂津市商工会から本市の産業振

興に役立ててほしいとの趣旨で寄附の申

し込みがあったものでございます。

○上村高義委員長　早川課長。

○早川自治振興課長　８６ページ、大阪

行政相談委員協議会北摂支部研修会負担

金について、お答えさせていただきます。

　摂津市では行政相談委員は、２名おら

れます。国の出先機関、府・市などの業

務に対する要望などを聞き取り、関係行

政機関へ報告、陳情等していただいてお

ります。

　平成２５年、今年度の相談件数でござ

いますが５件。相談内容の主なものとし

ましては、介護、道路管理、公園管理で

ございます。研修内容としましては、平

成２５年１１月１１日、吹田メイシアター

で行われております。内容としまして、

相談事例、活動報告。本年度につきまし

ては、摂津市の委員さんから歩道の視覚

障害者用タイル、点字ブロックが破損し、
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危険な状態になっているので、緊急修繕

してほしい。また、高槻市の相談委員さ

んからは、郵便等による不在者投票につ

いて、対策範囲を拡大してほしいという

発表がございました。話題につきまして

は、各相談委員同士の情報交換が主な内

容でございます。

○上村高義委員長　山田次長。

○山田生活環境部次長　先ほどの答弁を

補足させていただきます。摂津市商工会

から寄附をいただいておりますが、これ

は商工会が昨年１０月に開催いたしまし

た親善チャリティーゴルフ大会の参加者

から寄せられたものを取りまとめ、商工

会からいただいたものでございます。

○上村高義委員長　船寺課長。

○船寺市民課長　決算書９７ページの窓

口業務委託料で、委託業者の従事者数に

つきましては、サイト責任者を含めまし

て９名おられます。９名でシフトを組ん

で、業務に当たっておられます。実動の

人数につきましては、窓口の繁忙等を考

慮されまして、曜日や時間帯によって柔

軟に対応されており、繁忙時には最大の

９名で、閑散時には４名で対応されてお

ります。

○上村高義委員長　東澗参事。

○東澗保健福祉部参事　事務報告書１５

１ページの生活保護の廃止の状況につい

てお答えします。

　昨年１年間を通じまして、１５８世帯

でございますが、具体的な内容は、高額

家賃や病気療養治療上、現在の住居が好

ましくないことなどによる転居指導で、

他管内に転出したケースで、ケース移管

が３８件、死亡が３６件、稼働収入の発

生増加が２９件、親類縁者の引き取りが

６件、施設入所が４件、失踪２件、稼働

者の転入２件、社会保障給付金等の受給

増２件、仕送り等の発生増加が２件、そ

の他が３７件となっております。

　なお、その他の主な内容は、資産活用、

傷病の治癒、医療費の他法負担、管外へ

の転出、辞退、葬祭費の執行、起訴拘留

などでございます。

○上村高義委員長　丹羽課長。

○丹羽環境政策課長　委託料で測定した

データの活用について、ご質問にお答え

させていただきます。

　本測定委託料では、二つの調査を実施

してございます。河川及び水路の水質調

査、簡易測定法による二酸化窒素調査を

定点で継続的に実施させていただいてお

ります。このデータを水質及び大気汚染

の状況の把握に活用させていただいてい

るところでございます。

　具体的に、河川及び水路の水質調査に

つきましては、平成元年から調査を開始

しております。調査は、九つの地点でＢ

ＯＤ、ＣＯＤなど８項目について、年４

回、分析を行っております。河川の水質

汚濁の代表的な指標とされていますＢＯ

Ｄでございますが、その数値を見ますと、

平成２１年度以降は１０ミリグラムパー

リットル以下となって、安定しておりま

す。また、簡易測定法による二酸化窒素

調査については、平成２年度から調査を

開始し、市内の１９地点で年４回実施し

ております。平成１８年度からの年の平

均値の経年変化を見ますと、おおむね減

少の傾向を見ることができます。

○上村高義委員長　森川センター長。

○森川環境センター長　焼却炉の修繕に

関しての支出をどのように考えているの

かのお問いにお答えさせていただきます。

　環境センターの焼却炉に関しましては、

年間１億円から２億円の修繕を行うこと

により、安全で安定した運転を維持して

おります。修繕に関しましては、設備機

器に対して、その重要性、故障時の影響
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等を踏まえ、優先順位を検討した上で改

修を行っており、今後大規模な基幹改修

というのは考えておりませんが、更新時

期であります平成４０年度まで、定期点

検、補修を重ねながら、安全で安定した

運転を維持してまいりたいと考えており

ます。

　また、今後の修繕に関して、プラント

メーカーからの積算ではありますけれど

も、平成２７年度から平成４０年度まで

に約３２億円が必要であると見込んでお

り、可能な限り修繕料の平準化というこ

とも考えた上で、計画的な修繕を行って

まいりたいと考えております。

○上村高義委員長　林参事。

○林産業振興課参事　地域米消費拡大事

業のうち、学童の水稲農業体験学習の件

についてお答えいたします。

　お問いの農業体験学習については、農

業委員会、教育委員会、農協、それから

市内全１０小学校が協力して、水稲の田

植え、それから稲刈りまでを体験させて

おります。対象は５年生であります。学

校近隣の農地を一部お借りしまして、農

地の所有者の方、それから農業委員、学

校の教員等で田植え、稲刈りを体験させ

ているわけですが、なかなか家庭で農業

をしておられない子どもたちがたくさん

おりますので、毎年その学年になって、

体験するという部分が貴重な体験になっ

ておりますので、大変喜ばれております。

地域の小学校でも温度差がありますが、

父兄の方がその体験のときにごらんになっ

て、写真をとっておられたりというよう

なこともあります。地域の農業者の方に

は、卒業して何年もたった子どもたちが、

ことしもちゃんと教えていただいている

んですねというような声かけをしてくれ

るような子どもたちもいるので、喜んで

やっていただいているのが、現状であり

ます。

　問題点としましては、各学校の近隣の

農地でありますので、なかなか維持する

のが難しい。今やっていただいている農

業者の方もだんだんお年を召されていま

すので、いつまでできるかなというよう

なお話はされておられるんですが、学校

の対応、それから卒業生のそういう声か

け等がありまして、元気な間は頑張って

やるわというようなお話を今、聞いてい

る状況であります。

○上村高義委員長　村上委員。

○村上英明委員　２回目でありますけれ

ども、先ほどの収入未済額の件ですね、

高齢介護課の分につきましては、聞けば

やむを得ないのかなという、そういう認

識もあるのはあるんですけれども、経済

状況がなかなか厳しい中で、払っておら

れる方もおられると思うので、その辺は

公平という立場で、またしっかりと連携

をとっていただきながら、前向きに進め

ていっていただければなというふうに思

いますので、よろしくお願いいたします。

　次に、障害福祉課の件でありますけれ

ども、施設の関係ですね、２１０万円と

いうお金、この支払い時期が、出納を締

めた後ということであったかと思います。

そういう意味で、次の平成２６年度の決

算にはそれがまた出てくるのかなという

ふうに思います。そういう意味で、出納

を締める時期というのは、毎年決まって

いるということでもありますので、しっ

かりと締めの時期を見ていただいて、適

正な執行をお願いしたいというふうに思

いますし、また、後の利用者の方の分に

つきましては、分割で払っていただいて

いるというようなことも含めて、この経

済という中で変化することもあるとは思

うんですけれども、しっかりと連絡をとっ

ていただいて、極力早目と言ったら怒ら
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れますけれども、徴収していただくよう

にお願いしたいというふうに思います。

　コミュニティプラザ施設の関係でござ

います。先ほど６か月が７か月に延びた

とかいうことで、１か月先の予約という

こと等々も踏まえて、この予約の方法が

変わったということで、この収入がふえ

たのではないのかなというふうにも言わ

れておられましたけれども、ある市民の

方が、先ほどの指定管理の件で、夜間業

務ができるようになったとか、また、職

員の方の対応というのですか、そういう

面が、昔がどうのこうのということでは

ないんですけれども、よくなったという

ようなこともご意見等もありますので、

ちょっと柔軟に対応とかということもあ

るかと思うので、摂津市の駅前というこ

とでもありますので、利用の向上をまた

高めていっていただけるような取り組み、

また対応をお願いしたいというふうに思

いますので、よろしくお願いいたします。

　犬の登録手数料の件であります。合計

で３，４９７件ということであったかと

思います。ただ、これも今まで一般質問

なり、委員会なり等々では、ご意見があっ

たかと思いますけれども、やはり犬の散

歩のときのふんのマナーがなかなか向上

してこないというのですか、そういうこ

とで、市としても啓発ということで黄色

いプラスチックのものとか、啓発も自治

会名も入れたようなものを地面に張りつ

けるとか、また、フェンスに張るとかと

いうことをして対応していただいておる

と思うんですけれども、その後、またこ

のふんの対応等々、これがまたどのよう

にされようとするのか、またお考えがあ

れば、１点お聞きしたいなというふうに

思います。

　次に、塵芥処理手数料の件でございま

す。先ほどお答えの中で、現年度分が１

７万円だったですかね。滞納が５４万円

ということであったかと思いますけれど

も、この滞納の５４万円という方、しっ

かりと対応していっていただいていると

思うんですが、例えば、何年前から滞納

しているとかいうことがわかれば、ちょっ

とお聞きをしたいというふうに思います。

　あと寄附の件でありますけれども、三

つの課からお答えをいただきました。こ

れもいろいろと要望等々があると思いま

すので、これからもまたしっかりとその

依頼をされた方の思いとか、その辺をま

たしっかりと酌んでいただいて、歳出と

いうのですか、使い道をしっかりと考え

ていっていただければなというふうに思

います。これも全て要望とさせていただ

きます。

　歳入の最後のところで、このさわやか

広場とりかいの件なんですけれども、今

お聞きすると、今後もずっとこういう形

で歳入歳出ということで計上されていく

のかなというふうに思うんですが、この

さわやか広場とりかいは、鳥飼小学校の

正門のところに隣接しているというか、

旧の役場というところで道路に面してい

るということもあって、やはりちょっと

駐車場の面とか、何かちょっと対応策が

できないのかなと。駐輪の面とかという

ことでもあるんですが、これどう考えて

おられるのか、この駐車と駐輪の関係で

すね、またお考えがあれば、お尋ねした

いなというふうに思います。

　次は歳出ということであります。大阪

行政相談委員の件でありますけれども、

また今後もいろいろと各行政の中で課題

もあるかと思うので、その辺はいろいろ

と情報収集していただいて、またいろい

ろと解決等々、先ほどもありましたけれ

ども、点字ブロックの修繕とか、身近な

ところというか、安心・安全にもつなが

－60－



るようなこともあると思うので、それま

たしっかりと情報交換していただいて、

また摂津市の中で、これはできるもの等々

また踏まえていただいて、取り組んでい

ただければなというふうに思いますので、

よろしくお願いいたします。

　窓口業務委託料の件であります。９人

でシフトして、その曜日等々で４名から

９名の間でシフトを組んでやっておられ

るということでありますけれども、こと

しの３月末に２日間、この４月で平成２

６年度になってしまうんですけれども、

４月に１日、休日の開庁をしたかと思い

ます。この辺の人数とか、あとどのよう

に捉まえておられたのか、その辺をちょっ

とお尋ねしたいというふうに思います。

　次の介護予防促進の件であります。や

はり今、この介護関係の就職というか、

離職率が一番高いというようなこともちょっ

と前も言われておったと思うんですが、

これも本当に業務が結構きついというか、

肉体労働ということもあるという中で、

これからも国のほうにおいても、この雇

用というか、給与の面とか、それもいろ

いろと見直してこられるというふうに思

うんですけれども、やはりこの介護の面

というのは、これから少子高齢化という

中で本当に必要というか、大切なことの

大きな部分を結構占めてくると思います。

　そういう意味で、健康面とか、今でも

ゲートボールとか、グラウンドゴルフと

か、結構されているかというふうに思い

ますが、そういうスポーツ面等々も踏ま

えてなんですけれども、本来であれば、

特別会計の中で質問というのですか、お

聞きすることもあるかと思うんですが、

この第５期のかがやきプランの中間年だっ

たと思います。だから、この中間年を踏

まえて、次の第６期等々を考えていくか

と思うんですが、どういうふうに捉えて

いるのか、お聞きをしたいというふうに

思います。

　次の決算書の最終で１１４ページの障

害者の就労の件でございます。これも私

ども公明党摂津市議員団のほうで、リサ

イクルプラザのほうに一度、現地視察を

させていただきました。障害のある方が

市のトレイの分別とかいうことも作業さ

れていたんですけれども、真面目にとい

うのですか、本当にその仕事に集中して

いるというのですか、そんな形で本当に

真面目にやっておられるなというふうな

感じがしましたので、そういう意味では、

本当に障害のある方がこれからもこうい

う雇用をまたほかの企業さん等ともある

かと思うんですが、広めていっていただ

けるように、これもしっかりと取り組ん

でいただけるように、お願いをしたいな

というふうに思います。要望としておき

ます。

　次に、生活保護費の件であります。廃

止の中で、高額家賃等もあったかという

ふうに言われていましたけれども、新た

な収入ということで２９件とか、援助が

できたからということで６件とか、あと

仕送り等々があったからということで２

件とか、いろいろとあったかと思います

けれども、やはりこの生活保護というの

は、一時的なと言ったら怒られるかもわ

かりませんけれども、生活困窮をされた

方を救っていこうという最後のセーフティ

ネットというふうにも言われております

が、その中で、先ほども質疑があったか

と思うんですけれども、ケースワーカー

の数字があったかと思います。１人１０

０件ということであったかと思うんです

が、この辺が基準よりもかなりオーバー

しているという現状があるかと思います。

そういう意味で、このケースワーカーも

訪問という中で、自立に向けた取り組み
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をしていくというのも、本当に大きな仕

事の一つだと思うんですね。その自立と

いうのは、就職とか、病気を治すとかい

うこともあろうかと思うんですが、その

辺で、今この基準を超えている人数とい

う中で、業務的にどのように捉まえてお

られるのか、その辺のお考えをお尋ねし

たいというふうに思います。

　前立腺がんの検診の件であります。先

ほど１人というか、１回２，０００円と

いうような金額ということも言われてお

りました。これもやはりこの個人負担を

極力下げていただくこともそうなんです

けれども、やはり検診の機会をもっと高

めていただけるような形で、またＰＲも

含めて取り組みをお願いしたいなと、こ

れは要望としておきますので、よろしく

お願いいたします。

　乳がんの検診の件であります。最大の

予算を組んでということで、いろいろと

実績が４分の３になったということであ

ります。受診勧奨もいろいろとしていた

だいていると思うんですが、そういう中

で、しっかりとこれからも取り組みをし

ていただきたいなというふうに思います

し、また、私も最近知ったんですけれど

も、この乳がんというのは、女性のみで

はなくて、男性でもなるということも言

われておりましたので、これからしっか

りとこの受診勧奨をしていただいて、健

康増進につながるように、また取り組み

をお願いしたいというふうに思います。

これも要望としておきます。

　公害対策費の測定委託料の件でありま

す。先ほど水質検査、これは市内９か所

か何かあったかと思います。また、大気

の調査もしておられてということで、こ

れからもそのデータについては、減少傾

向にあるということも言われておりまし

たので、これからもしっかりとこのデー

タを活かしながら、市内の環境にしっか

りと目を向けていただいて、突発した数

字がまた出てくれば、その場で対応して

いただくような取り組みをまたお願いし

たいというふうに思いますので、よろし

くお願いいたします。要望としておきま

す。

　全国都市清掃会議負担金の件でありま

す。これも本当に災害の関係での廃棄物

とか、国への要望等々をされておられる

ということでございました。ごみの関係

というのは、本当に私たちの生活に直結

するということだと思うので、しっかり

と会議の中身を踏まえていただいて、ま

た摂津市で取り組めるものは取り組んで

いただくというような形で、またお願い

したいというふうに思います。要望とし

ておきます。

　施設整備基本設計委託料、塵芥処理費

の中に計上されている分であります。平

成２５年度でこの３１２万８，０００円

ほど使って、基本設計をやったというこ

となんですが、新年度に入ってから民生

常任委員の方々に説明されたということ

であります。もう一度考え直そうじゃな

いかということになったというふうに思

うんですが、この３００万円を使ったと

いう基本設計を、またもとに戻すという

ことでは、やはり何のためにこの基本設

計をやったのかということになってくる

かと思うので、改めてこの設計を活かす

べく、これからしっかりと取り組んでい

かなければいけないのかなというふうに

思いますが、先ほども今後しっかりと考

えていくというようなお考えも述べられ

ましたけれども、もう一度、この基本設

計の３００万円を活かすべく、やはりしっ

かりと取り組んでいくというのが、これ

から必要なのではないのかというふうに

思いますので、改めてもう一度お考えを
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お聞きしたいというふうに思います。

　環境センター費の件で修繕料でござい

ます。毎年１億から２億という支出の中

で、この平成２７年度から平成４０年、

１３年ほどという中で、３２億円という

この大きな支出があるということで、３

２億となれば、一つの炉ができるんじゃ

ないのかなということであるかと思いま

す。そういう中で、このごみの件で、関

係市等と協議をされているかというふう

に思いますけれども、今後の動向として、

現時点で答えられるところを一度ご答弁

をお願いできたらなというふうに思いま

す。よろしくお願いいたします。

　最後の件でございます。米の消費拡大

対策事業委託料の件であります。子ども

たちがこういう農業に親しむ、また、土

に親しむというのが、本当に大切なこと

だというふうに私も思います。今、市民

農園等々、結構広めていっていただいて

いると思いますが、ある方から聞いたん

ですけれども、やはりこの土に触れるよ

うになってから、人との触れ合いという

のですか、友人関係がふえてきたという

ことも関係するかもわかりませんが、今

まで病院に行っていた回数が減ってきた

とか、健康が向上したとかいうご意見を

結構お聞きをいたしますので、そういう

意味では、この田んぼの件ですね、子ど

もたちが自分で植えて、自分で刈ってと

いうことをですね、後でパーティーもし

てるんかなというふうに思うんですが、

この辺をもう一度、その後どうしている

かということを１点だけお尋ねしたいと

いうふうに思います。

○上村高義委員長　前野課長。

○前野保健福祉課長　犬のマナーについ

ての対応について考えていることでござ

いますが、狂犬病予防注射を接種される

際には、チラシを配布したり、接種済み

証の裏には、「ふんは持ち帰りましょう」

とマナーについての文言をつけてお配り

させていただいたり、市の広報、ホーム

ページ等で啓発しております。おっしゃっ

ていただいたように、イエローカードの

分も継続して実施しておりますが、苦情

等がなかなか減らないというのが現状で

す。マナーの訴えはしていかないといけ

ないと思っておりますので、広報等でま

た自治会と一緒になって、啓発をしてい

こうと思っております。

　さわやか広場とりかいの駐車場、駐輪

場の件でございますが、現状では、駐車

が建物横に１台、駐輪スペースが１０台

ほどとめていただけるように設定はして

おりますが、車で来られることが多い場

合は、仁和寺大橋の下の駐車場で、府か

ら市が借りているというところでの利用

をお願いしているところでございます。

環境的に道路と学校敷地に面しておりま

すので、拡大をするのは難しいと思って

いるところでございます。

○上村高義委員長　野村参事。

○野村生活環境部参事　それでは、環境

業務課にかかわります２回目のご質問に

お答えさせていただきます。

　まず１点目に、一般廃棄物の収集運搬

処分手数料にかかわります収入未済額の

滞納繰越分の５４万１，７２０円の発生

年についてでございます。この５４万１，

７２０円につきましては、件数にして約

７０件でございます。この部分につきま

しては、強制徴収のできない公債権とい

うことで事務処理いたしております関係

上、５年を過ぎると請求権の時効が発生

しますので、そういう意味でいいますと、

一番古いので５年前のものになるかと思

います。

　次に２点目でございます。リサイクル

プラザの施設整備に関する基本設計を生
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かすということでございますけれども、

昨今のこのごみを取り巻く状況というの

は、かなり流動的な部分がございます。

しかし、将来において、ごみの処理につ

いて今回行いました廃プラ施設の基本設

計については、十分その意向に活かせる

るべく考えておりますので、今回執行い

たしました３１２万円ほどの費用につき

ましても、有効的に役立つものと考えて

おりますので、そういう形で進めていき

たいと思っております。よろしくお願い

します。

○上村高義委員長　川口参事。

○川口高齢介護課参事　高齢介護課に係

ります２回目のご質問にお答えいたしま

す。

　高齢者かがやきプランにつきましては、

高齢者保健福祉計画並びに介護保険事業

計画として、３年を一つの期間として策

定のほうを行っております。おっしゃい

ましたように、平成２５年度はその第５

期の中間年となっておりました。この５

期のかがやきプランにおける重点施策と

しまして、３点挙げております。

　１点目が、介護予防と健康づくりの推

進、２点目が、認知症高齢者への支援、

３点目が、在宅生活への支援といったこ

とを施策に上げておりまして、介護予防

と健康づくりの推進の項目につきまして

は、いきいき健康づくりグループの育成

や、健康せっつ２１との連携ということ

で、各機関において連携を図りながら取

り組んでいくということに重点を置いて

おります。このかがやきプランの会議の

委員につきましても、多機関にわたって

おりますので、いろいろな介護予防の事

業の検討を行っていただく中で、地域に

おける口コミや、つながりとか、そういっ

たことが大変大きな力になっていきます

ので、そういった意味でも、いろんな視

点からのご意見をいただいて、介護予防

がより地域で広く展開していただけるよ

うに、検討を重ねていきたいと考えてお

ります。

○上村高義委員長　船寺課長。

○船寺市民課長　市民課におきます日曜

開庁の実施につきましては、本年３月２

３日、３０日及び４月６日に実施いたし

ました。３日間の申請等の件数は、転出

入が４２件、各種証明書の交付が１０３

件、印鑑登録が４０件、その他戸籍の届

出が若干ありました。来庁者の内訳とい

たしましては、いわゆる現役世代の方が

ほとんどで、平日窓口に来にくい人が多

く来られたということで、一定の効果が

あったものと考えておりますが、より効

果を上げるためにはもう少し市民への広

報、周知の充実が必要であったと考えて

おります。

　今回の結果を踏まえまして、市民課に

おきましては、転出入の集中する３月、

４月の繁忙期対策としては、効果があっ

たものと考えておりますので、来年に向

けても検討してまいりたいと考えており

ます。

○上村高義委員長　東澗参事。

○東澗保健福祉部参事　生活保護のケー

スワーカー数についてお答えします。

　現在、社会福祉法で定められている法

定数では、ケースワーカー数が１３名と

なっております。近年の被保護者数の増

加で１ケースワーカーの持ち数がふえ、

事務作業に追われる状況で、委員ご指摘

のとおり、日々の業務の中で十分な自立

支援やケースワークを進めにくい状況に

なっております。一方、本市全体を取り

巻く状況といたしましては、権限委譲に

伴う事務の増加や、吹田操車場跡地まち

づくりなど、大きな課題を幾つも抱え、

市全体において業務量が著しく増加して
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いる状況にあります。このような中で、

第５次行革のもと、職員数の削減も進め

ており、市全体として職員の配置につい

ては、非常に難しい状況になっておりま

す。しかし、その必要性の高い部署へは、

適正な職員配置がなされるべきものと考

えております。

　来年４月には、生活困窮者自立支援法

が施行され、現在、相談窓口設置の準備

を進めており、ケースワーカーの増員だ

けの問題ではなく、生活保護全般、査察

指導体制の充実なども含め、生活支援課

全体を見据えた中での体制づくりを進め

ていきたいと考えております。

○上村高義委員長　森川センター長。

○森川環境センター長　焼却炉の今後の

動向についてでありますけれども、平成

４０年度の更新時期を迎えた後の焼却施

設に関しましては、現在の焼却炉があり

ます鶴野での建てかえ、摂津市内の別地

域への移転、広域処理という三つの方法

が選択肢として考えられますが、将来的

に人口が減少するとの予測もあることか

ら、ごみ量につきましても、さらに減少

していくものと予測しております。ごみ

量が減少しますと、摂津市単独で焼却施

設を建設維持していくことには、スケー

ルメリットが働かず、非効率である部分

が多いため、現在、私どもといたしまし

ては、広域での処理を念頭に置きながら、

近隣市と協議を行っているところでござ

います。

　これまでの取り組みといたしましては、

ことしの４月以降、月１回のペースで、

近隣市と協議を行っており、広域処理を

行った場合のお互いのメリットでありま

すとか、課題について意見交換を行って

おります。

　また、大阪府へも４月以降、６回程度

出向き、広域化の手段、方法の確認や広

域化を行った他団体の情報の提供を受け

ております。そのほかにも、最近広域化

を実施しました他団体や、最近施設を更

新しました他団体といった視察を行い、

情報の収集を行っているところでありま

す。

○上村高義委員長　林参事。

○林産業振興課参事　委員ご指摘のとお

り、農業体験学習には、植える、育てて

刈り取る、その後は食べるという作業が

残っておりまして、収穫した後のお米を

精米していただきまして、土地の所有者

の方が各学校へ生徒数にかかわらず、６

０キロのお米を届けていただきます。１

２月に子どもたちがお米パーティーを企

画しまして、農業者の方、農業委員の方、

それから地域の協力者の方に案内文を出

していただいて、最終的に自分たちが刈

り取ったお米を食べて、地域の農業者の

方と交流を図っていただくということが、

学習の最後の締めになっております。

○上村高義委員長　村上委員。

○村上英明委員　先ほどの犬の件であり

ますけれども、やはり私も週に１回通る

ような道もあるんですが、必ずふんがあ

ると言ったら怒られますけれども、そう

いう状況でもあるので、しっかりと啓発

もしていっていただきたいというふうに

思いますし、我々地域の方と協力をして

いきながら、ふんとり隊ではないんです

けれども、そういうことを時々やってい

るとか、環境向上に努めていますので、

そういう意味では、また行政のほうもしっ

かりと目を向けていただいて、お願いを

したいなというふうに思います。要望と

しておきます。

　塵芥処理手数料の件であります。５年

で失効という形になってきて、この欠損

額の欄にまた載ってくるようなことにも

ならないよう、極力真摯な対応で取り組
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みをお願いしたいというふうに思います。

よろしくお願いいたします。

　さわやか広場とりかいの件であります。

駐輪場では１０台ということであるかと

思いますし、また車は１台ということで

ありますけれども、やはり来られる方は、

高齢者の方がほとんどということで、自

転車も結構あるんですけれども、車も結

構なきにしもあらずということで、とり

あえずは、駐車場は近くにあれば、一番

好ましいんだけれども、例えば、一時的

におろせるようなところですね、またちょっ

と考えていっていただけないのかなとい

うことで、例えば小学校の校門に一時的

だけ入れさせてもらうとか、その辺も含

めて、一時乗りおりの時間を確保できる

ような、そういう場所をまた今後検討し

ていっていただければなというふうに思

います。これも要望としておきます。

　窓口業務委託料の件で、この平成２５

年度としては２日間、平成２６年度は１

日ということで休日開庁したということ

であります。先ほども数字をお聞きしま

したけれども、私が思っているよりは数

字が伸びなかったなという認識があるん

です。それもある方からすれば、転出転

入のときには、住民票関係だけじゃない

よと。例えば、福祉関係とかもしたいん

だけれども、そういうことをするに当たっ

ては、きょう住民票だけしても、あまり

意味が薄いので、平日来なければならな

いとかいうことで、この休日に開庁した

けれども、行かなかったというようなお

言葉も聞いたところであります。

　また、いろいろと今、女性の進出とい

うのですか、就労をさらに支援していこ

うというような方向もあって、共働きの

方が本当にふえてきていると思います。

これからもふえてくるというふうに思う

んですね。そういう意味では、休日の開

庁というものをやはりこれからこの繁忙

期以外でもやっていく必要があるんだろ

うなというふうに思います。そういう意

味で、この休日も市民の方からは月１回

やってほしいというようなご意見もかな

り聞いているのは聞いているんですが、

やはり市のお金もかかってきますし、ま

た、人も出ていかなければいけないとい

うこともありますので、この辺はしっか

りと他課の申請・登録等ともございます

ので、これからも前向きに捉まえていっ

ていただきたいというふうに思います。

　そういう意味で、ほかの部、また課に

またがるということでもありますし、ま

た、副市長のお声を聞きたい、お考えを

聞きたいので、一回この辺をどう考えて

おられるのか、この休日の開庁の考えを

お聞きしたいというふうに思います。例

えば、住民票なんかでは、各市内サービ

スセンターがありますけれども、本庁に

来られる方が、約３分の２の方がこっち

に来られているというような数字もある

かと思います。そういう意味で、この本

庁の開庁の今後の方向性をお尋ねしたい

というふうに思いますので、よろしくお

願いいたします。

　予防介護の件でありますけれども、や

はり先ほどからも言うていますけれども、

この予防の件は、これから分母がだんだ

んふえてくるということもあるかと思う

ので、この介護の面ですね、また一般会

計の中ではありますけれども、一つ一つ

問題解決に向けて取り組んでいただきた

いなというふうに思いますし、また、健

康向上とか、その辺の施策を今後もさら

に取り組んでいっていただければなとい

うふうに思いますので、要望としておき

ます。

　生活保護の件であります。本当に権限

委譲で事務がふえてきているとか、この
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生活保護を受けておられる方も年々増加

しているということ、また、職員数の件

とか、いろいろとあると思いますが、や

はりこの生活保護費の中で、介護扶助と

か、医療費扶助というのがもうこの生活

保護の中で４７％を占めているという現

状があると思うんですね。やはりそうい

う意味では、健康増進とか、病院と市が

連携していくとかいうことをこれからま

た本当にやっていかないと、こういう半

分近くを占める、この介護と医療費がま

たこれもふえてくるようなことも考えら

れますので、この辺はしっかりとまたケー

スワーカーとも、多分大変だと思うんで

すけれども、精神的なこともいろいろと

あると思うんですけれども、やはりこの

摂津市の中で、本当にやむを得なく保護

を受けておられる方、しっかりとこれか

ら自立していただくということが本当に

望ましいと、私は思いますので、そうい

う意味で、その方向に向けてまたいろい

ろと介護が軽くなるようにとか、また病

気が治るとかいうことも含めて、しっか

りと取り組んでいっていただきたいとい

うふうに思いますので、よろしくお願い

いたします。要望としておきます。

　施設整備基本設計委託料の件でありま

す。一度は計画して、この４年間で実施

まで行こうということで、基本設計を平

成２５年から始められたというふうに思

いますし、そのときは、本当にこの中間

処理というものが必要なんだということ

で、近々の課題だということも言われて

おった中で、もう一度考え直すというこ

とは、ちょっとこの時間的にもう少しこ

の基本設計のときにわからなかったのか

なという思いもあるんですが、この基本

設計もやったという結果を踏まえて、こ

の中間処理をこれからもしっかりとどう

いう方向で摂津市は持っていくのかとい

うことは、中長期の展望をしっかりと立

てていただいて、これからこの基本設計

を活かすということで、また取り組みを

お願いしたいというふうに思います。要

望としておきます。

　環境センターの件であります。近隣市

との調整とか、いろいろとされていると

いうふうに思うわけでありますけれども、

これが延びれば延びるほど、この修繕費

というのが毎年毎年１億か２億、支出と

しなければいけないという現状になって

くると思いますので、本当に１日でも早

く、広域化もしっかりと進めていただい

て、この修繕費を極力なくしていくと言っ

たらあれなんですけれども、抑えていく

ような方向で、しっかりと前に向いて取

り組んでいただければなというふうに思

います。

　やはりこのごみの件は、私たちの生活

上、毎日毎日出るものですし、また生活

に本当に密着しているということもあり

ますし、また、修繕のこの金額が億単位

で出ていっているという高額なことも踏

まえて、しっかりとこれからの近隣市と

の調整を私は進めていっていただければ

なというふうに思いますので、よろしく

お願いいたします。要望としておきます。

　最後の件であります。米の件でありま

すけれども、やはり自然体験とか、食べ

物の大切さというものをしっかりと子ど

ものときから身につけていくというのが、

本当に必要なことなんだろうなというふ

うに思います。数年前にも、「いただき

ます」という言葉をなぜ言わなければい

けないとかいうこともちょっと新聞にも

載っていたこともあったと思うんですが、

やはり自分の命を維持していく、健康維

持をしていくということもありますし、

また、農業に従事される方、高齢の方だ

と思いますが、その高齢の方たちとの触
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れ合いというものを大切にしていかなけ

ればいけないのかなという意味で、この

米の事業をこれからもしっかりと継続し

ていっていただければなというふうに思

いますので、よろしくお願いいたします。

○上村高義委員長　小野副市長。

○小野副市長　村上委員が言われたこと

については、杉本部長のほうから転出す

る時期、特に単身者の方であるとか、共

稼ぎであるとか、それを緩和したいとい

うことで始めました。そのときから議論

があったのは、必ずこれをやると広がる

よと。それがどれぐらいのボリュームが

あるかわからないけれども、必ずそこで

も大きい声なのか、小さな声かわからな

いけれども、出てくるであろうと、予測

はいたしておりました。今、村上委員が

言われた中身は、市民から要望されたと

思います。私ども今考えているのは、第

５次行革で「市民サービスコーナーを廃

止し」と書いております。サービスコー

ナーを廃止した上で、コンビニなんかで

各証明書の発行等できたらなと考えてお

ります。そういうことをもう一度、議論

した上で、それが市としてどういう形が

見えるのかということがあると思います。

　それで難しいのは、一旦議論に上げて

しまうとなれば、福祉のことであるとか、

子どもさんを連れてこなければだめであ

るとか、必ずそういう、もうちょっと詳

しいことを聞かないとだめだということ

がたくさん、福祉関係、教育委員会関係

あると思います。したがって、そこにお

ける体制をどうするのか、そうすれば来

た職員はどっかで休ませなければならな

い。また増員問題が出てくるということ

があります。

　したがって、何が一番いいのか、これ

は反対、賛成の議論はあると思いますが、

市民サービスコーナーの非常に高くかかっ

ている現在の形を、どういう形で整理が

できて、もっといいものにしていきたい

という中で、一度この議論は、きちっと

させていきたいと。その上で、また中身

についても、考え方を精査していきたい

と思います。一度議論はいたしますので、

もう少しお時間を貸していただきたいと

いうふうに思いますので、よろしくお願

い申し上げます。

○上村高義委員長　村上委員。

○村上英明委員　休日の開庁の件なんで

すけれども、やはり先ほど申し上げまし

たけれども、これは共働きの方が本当に

ふえてきているということで、平日はな

かなか来づらいということもあります。

今後のコンビニというお話もございます

けれども、各サービスコーナーにおいて

も、５時１５分以降は申請を受け付ける

ということではあるんですが、申請受け

付けだけなので、もらうにはもう一度行

かなければいけないとかいうことも、市

民の方からもご意見等もありますので、

そういう意味では、この摂津市の魅力を

高めるという意味もふまえて、この休日

の開庁関係ですね、またいろいろと多方

面から議論していただいて、検討してい

ただければというふうに思いますので、

よろしくお願いいたします。

○上村高義委員長　村上委員の質問が終

わりました。

　暫時休憩します。

（午後５時　　　休憩）

（午後５時１分　再開）

○上村高義委員長　再開します。

　本日の委員会は、この程度にとどめ、

散会します。

（午後５時２分　散会）
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　委員会条例第２９条第１項の規定によ

り署名する。

　民生常任委員長　　上　村　高　義

　民生常任委員　　山　崎　雅　数
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